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はじめに 

わが国においては毎年要介護者が増加し、これに伴う介護従事者の需要は令和 7 年度
（2025 年度）までに約 245 万⼈と推計されています。またこれと同時に、介護ニーズの複
雑化・多様化・⾼度化に伴い質の⾼い介護が求められており、優秀な介護⼈材の確保は喫緊
の課題となっています。 

これまで介護⼈材は、専⾨性が不明確でそれぞれの役割が混在している「まんじゅう型」
の状態にあり、今後は、裾野を広げつつ専⾨性の向上や機能分化を実現する「富⼠⼭型」へ
と構造転換する必要があるとされています。そのために、⼈材の層に応じたきめ細かな⽅策
を講じることとされており、介護の専⾨⼈材である介護福祉⼠には、介護業務のマネジメン
トや、現場でのチームリーダー等のスペシャリストとしてのキャリアを形成することが望ま
れています。 

介護福祉⼠の養成については、平成 29 年（2017 年）9 ⽉ 1 ⽇から在留資格「介護」が創
設されたことにより、介護福祉⼠養成施設への外国⼈留学⽣（以下、留学⽣という）の⼊学
者数は近年急激に増加しており、令和 2 年度の⼊学者数は 2,395 ⼈となっています。 

令和 2 年 3 ⽉卒業の留学⽣ 836 ⼈のうち、97.6％が⽇本で介護施設等の福祉分野に就職
している状況にあり、養成校で介護を専⾨的に学んだ者として、将来の介護業界における中
核的な役割を担う介護⼈材として⼤いに期待されているところです。 

しかし、介護福祉⼠国家試験における留学⽣の合格率は 39.2％（令和元年度）と⼤変低
く、6 割以上の留学⽣が国家試験に合格できていない状況です。 

このような中で、令和 2 年度（2020 年度）に厚⽣労働省が補助事業として公募した「外
国⼈介護⼈材の質の向上等に資する学習⽀援等調査研究事業」について、当協会の実施計画
が採択され、この事業を実施することとなりました。 

当協会では、この事業を実施するにあたり、検討委員会及び作業部会を設置し、➀試⾏試
験の実施、②留学⽣・介護福祉⼠養成施設へのアンケート調査を⾏い、③本ガイドラインを
作成しました。試⾏試験及びアンケートにご協⼒いただいた皆様、検討委員会委員及び作業
部会委員の皆様⽅には感謝申し上げる次第です。 

留学⽣をはじめ外国⼈介護⼈材の質の向上が図れるよう、介護福祉⼠養成施設はもとより
関係する⽅々に本ガイドラインを活⽤いただければまことに幸甚に存じます。 

 

公益社団法⼈ ⽇本介護福祉⼠養成施設協会 
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ガイドラインの使い⽅ 

介護福祉⼠資格の取得は、介護ニーズの多様化・⾼度化の進展に対応できる資質を担保
し、社会的な信頼と評価を⾼める観点から、⼀定の教育課程を経て受験資格を得た上で、国
家試験により修得状況を確認するという、資格取得の⼀元化が図られています。 

介護福祉⼠養成施設においては、社会の要請に応えるためにも、質の⾼い介護福祉⼠を養
成する役割が期待されています。今回のガイドライン作成においては、わが国で介護を学ぶ
留学⽣の国家資格取得に向け、どのように指導を進めるかに焦点を当てました。 

⺟国での介護や看護の勉強や仕事の経験の有無や、⽇本語能⼒や漢字を知っているか、ま
た、育った国の環境や⽂化など、留学⽣の状況は様々であり、学習指導の⽅法は個々の留学
⽣によって異なります。 

このガイドライン作成にあたって、➀留学⽣に、第 32 回介護福祉⼠国家試験の総ふりが
な付き問題、⺟国語による問題⽂を解答してもらった上で、誤答理由を調査した結果、②養
成校や留学⽣のアンケート調査の回答内容、③当協会が実施した学⼒評価試験の結果、等を
留学⽣ごとに①②③を紐づけるなどして分析し、外国⼈介護⼈材の教育に豊富な知⾒を持つ
教員へのヒアリング等を踏まえ、検討委員会及び作業部会で検討いたしました。 

ガイドラインは、留学⽣の状況や科⽬ごとの指導のポイント等、項⽬別に構成していま
す。これらの学習指導のポイント等は、留学⽣に限ってではなく、⽇本⼈学⽣にも活⽤でき
るものです。また、各養成校の取り組みなどを「⼀⼝メモ」として紹介しています。留学⽣
への介護に関する学習指導にあたって、本ガイドラインを参考にしていただければ幸甚で
す。 
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Ⅰ. 国家試験の得点別に⾒た留学⽣の特徴と対応 

１．国家試験の科⽬別に⾒た留学⽣の特徴 

留学⽣指導のポイント 

Point-1 

Point-2 
 

⽇本⼈学⽣のほとんどが正答する等、押さえておくべき科⽬（「⼈間の尊厳と⾃⽴」、
「⼈間関係とコミュニケーション」、「⽣活⽀援技術」等）は、漏れなく得点できるよ
うになるよう指導していく。 

留学⽣が苦⼿とする科⽬（「社会の理解」、「障害の理解」、「こころとからだのしく
み」、「総合問題」等）については、知識の底上げとあわせて集中的な試験問題対策を
⾏う。 

⽇本⼈学⽣および留学⽣の複数の国家試験のデータの得点率を科⽬別に整理したところ、
「社会の理解」、「障害の理解」、「こころとからだのしくみ」、「総合問題」は、⽇本
⼈、留学⽣ともに得点率が低いことがわかりました。全体としては⽇本⼈と留学⽣の得点傾
向は変わりませんが、「⼈間関係とコミュニケーション」、「介護過程」等は⽇本⼈学⽣が
9 割程度得点できている⼀⽅、留学⽣の得点率が低く、押さえておくべき問題を落としてい
ることがうかがえます。 

図表︓各試験の科⽬別得点率⼀覧（⾼数値が⾚、低数値が⻘） 

 
出典：試行試験・学力評価試験等 調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成）      

 
※ 1 R1 年度卒業⽇本⼈⾼校⽣の国家試験受験時データ（⽂部科学省提供） 
※ 2 R1 年度卒業留学⽣の国家試験受験時データ 
※ 3 R2 年度卒業予定留学⽣の試⾏試験（R2.9-10 ⽉実施）データ 
※ 4 R2 年度卒業予定⽇本⼈学⽣の学⼒評価試験（R2.11 ⽉実施）データ 
※ 5 R2 年度卒業予定留学⽣の学⼒評価試験（R2.11 ⽉実施）データ  

領域 科目群 日本人（※1） 留学生（※2） 留学生（※3） 日本人（※4） 留学生（※5）

人間の尊厳と自立 92.9% 79.0% 64.8% 89.9% 67.4%

人間関係とコミュニケーション 88.0% 76.7% 65.3% 84.1% 52.7%

社会の理解 51.7% 40.0% 47.7% 49.5% 30.5%

介護の基本 76.2% 67.3% 55.5% 57.6% 39.6%

コミュニケーション技術 73.5% 66.4% 53.9% 74.4% 42.3%

生活支援技術 82.8% 65.6% 52.0% 73.9% 45.8%

介護過程 91.0% 67.0% 54.1% 69.0% 40.2%

発達と老化の理解 76.9% 60.9% 55.2% 53.9% 35.6%

認知症の理解 76.8% 59.4% 49.6% 69.3% 47.4%

障害の理解 59.4% 47.7% 44.4% 68.9% 43.6%

こころとからだのしくみ 65.5% 49.6% 45.4% 63.4% 42.5%

医療的ケア 医療的ケア 92.4% 76.7% 62.9% 67.4% 47.8%

総合問題 総合問題 62.5% 49.9% 43.5% 49.4% 33.4%

人間と社会

介護

こころとからだのしくみ

R2学力評価試験R1国家試験

この章では、当協会が⾏った各種試験、調査の結果をもとに、国家試験における留学
⽣の回答や正答の特性を分類別に記載しています。各養成校におかれましては、国家試
験の指導を⾏う際の参考にしていただければと考えます。 
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また、学⼒評価試験の分析結果をもとに、どの科⽬の問題ができていたら留学⽣の合計得
点が⾼いか、どの科⽬の問題ができていないと低得点となるかの傾向を調べた結果、以下の
ような結果となりました。 

図表︓12 科⽬による留学⽣の学⼒評価試験点数⾼／低得点層の特徴 

得点層 
学⼒評価試験点数 
（125 点満点） 

特徴 

⾼得点層 平均 87.0 点  「⽣活⽀援技術」等、⽇本⼈学⽣の得点率が⾼い科⽬の正答率が⾼い 
 「こころとからだのしくみ」、「認知症の理解」等、⽇本⼈学⽣の得点率が低い科⽬に

おいても正答率は低くない 

中間層 平均 57.8 点  「⽣活⽀援技術」等、⽇本⼈学⽣の得点率が⾼い科⽬の正答率が⾼い 
 「こころとからだのしくみ」等、⽇本⼈学⽣の得点率が低い科⽬においては、あまり正

答率は⾼くない 

低得点層 平均 32.1 点  「⽣活⽀援技術」等、⽇本⼈学⽣の得点率が⾼い科⽬の正答率が低い 
 「こころとからだのしくみ」、「認知症の理解」等、⽇本⼈学⽣の得点率が低い科⽬に

おいては、正答率が低い 

出典：試行試験・学力評価試験等 調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成） 
より当協会にて取りまとめた 

これらの結果から類推されることとして、125 点満点中 80 点以上（ここで分類すると⾼
得点層に該当）の合格ラインを獲得するためには、「⽣活⽀援技術」等の、確実に正答すべ
き問題を落とさないことが⼤前提としてあり、その上で、⽇本⼈学⽣、留学⽣ともに得点率
が低い「こころとからだのしくみ」等の問題も、⼀定程度以上は得点できているということ
です。 

⼀⽅、低得点層をみると、⾼得点・中得点層が正答している「⽣活⽀援技術」等も正答率
が低く、平均点が 32.1 点と全体を通して得点ができていません。 

このため、各養成校では、⽇本⼈学⽣のほとんどが正答できている科⽬（問題）は確実に
正答できるように指導する Point-1 とともに、留学⽣が不得意と思われる科⽬（「社会の理
解」、「障害の理解」、「こころとからだのしくみ」、「総合問題」等）については知識の
底上げや集中的な試験対策を⾏う必要 Point-2 があります。 
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２．国家試験の問題分類別に⾒た留学⽣の特徴 

留学⽣指導のポイント 

Point-1 

Point-2 

介護・医療の基本的な⽤語とその意味については徹底して理解を促す。 

実習や介護のアルバイト等留学⽣の実体験を各科⽬の学びと統合することで理解を深め
る。 

当協会が独⾃に国家試験問題の分類を⾏った上で、どの問題に正答していたら留学⽣の合
計得点が⾼いか、逆にどの問題に正答していないと低得点となるかを調べた結果、以下のよ
うな結果となりました。 

 

（１）国家試験の問題分類 

問題分類については、以下のように分類しました。 

図表︓国家試験の問題分類 

国家試験問題分類 具体的な問題内容 
医療・介護の⾔葉の理解を問う問題  ⽂⾔の理解そのものを問う問題 

 ⽂⾔を理解できないと回答できない問題 

病気や障害などの理解を問う問題  疾病の状態や障害の内容等を理解していないと回答できない問題 

介護現場で起きることの理解を問う問題  介護現場で⼀般的に起こりうる事象を理解していないと回答できない
問題 

介護を必要とする⼈についての理解  ⾼齢者や障がい者に起こりうることを理解していないと回答できない問
題 

介護のやり⽅理解を問う問題  介護技術の⽅法を理解していないと回答できない問題 

介護制度、サービスの理解を問う問題  介護制度、サービスを理解していないと回答できない問題 
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（２）問題分類別に⾒た留学⽣の特徴 

結果は以下の通りです。 

図表︓国家試験の問題分類による留学⽣の学⼒評価試験点数⾼／低得点層の特徴 

得点層 
学⼒評価試験点数 
（125 点満点） 

特徴 

⾼得点層 平均 84.1 点  「医療・介護の⾔葉の理解を問う問題」の正答率が⾼い 
 「介護のやり⽅理解を問う問題」の正答率が⾼い 

低得点層 平均 32.8 点  「介護のやり⽅理解を問う問題」の正答率が低い 

出典：試行試験・学力評価試験等 調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成） 
より当協会にて取りまとめた 

※ 分析の結果、中間得点層は存在せず、⾼得点層と低得点層にわかれました 

 

これらの結果から類推されることとして、125 点満点中 80 点以上（ここで分類すると⾼
得点層に該当）の合格ラインを獲得するためには、「医療・介護の⾔葉の理解を問う問題」
や、実習や介護のアルバイト先でも学ぶことができる「介護のやり⽅理解を問う問題」を確
実に正答していることが必要ということです。 

⼀⽅、低得点層をみると、「介護のやり⽅理解を問う問題」の正答率が低く、養成校の勉
強に加え、実習や介護のアルバイトでも理解を深められる項⽬も正答できていないことがわ
かります。 

このため、各養成校では、介護・医療の基本的な⽤語とその意味については徹底して対策
していくことが必要です。 Point-1 また、これらの理解がなければ、「介護の⽅法を問う問
題」や事例問題等に解答することも難しくなります。実習や介護のアルバイト等、実体験を
通した介護の複合的な学びによって理解が深まることがある⼀⽅で、養成校内で学んだ介護
の⽅法と異なる等ことによって留学⽣が混乱することもあります。そのため、進捗を確認
し、各科⽬の学びと統合することが必要です Point-2。 
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３．国家試験の⽇本語の理解しにくいポイント別に⾒た留学⽣の特徴 

留学⽣指導のポイント 

Point-1 

Point-2 
 

国家試験に頻出する語彙を中⼼に、特に語彙の理解について学習漏れがないよう、意識
して理解度確認／指導していく。 

試験問題を読むことに対する苦⼿意識をなくせるよう、多くの試験問題に触れ、たくさ
ん問題を解く機会を作る。 

「介護の⽇本語」にかかる先⾏研究をふまえ、介護福祉⼠国家試験で使⽤される⽇本語の
うち、留学⽣の課題となることが想定される⽇本語の難しさを 13 区分に整理し、どの分類
が登場する問題に正答／誤答していたら留学⽣の合計得点が⾼いか／低いかを調べた結果、
以下のような結果となりました。 

 

（１）国家試験に登場する⽇本語で留学⽣が難しさを感じる点の分類 

先⾏研究の分析結果による⽇本語の難しさ 13 区分は以下のとおりです。 

図表︓国家試験の⽇本語の難しさ分類 

難しさを感じる⽇本語の分類 
内容 

⼤項⽬ ⼩項⽬ 
試験問題の⽂
意のわかりにくさ 

⻑い⽂、複雑な⽂による難しさ  １⽂が⻑いなど、構造が複雑であるケース 

受⾝形の使⽤による難しさ  受⾝形が使⽤されているケース 
【例】緩和された、限定されている、障害されやすい、 

断られた、適⽤される 等 
否定表現による難しさ  ⽂章中に否定表現が使⽤されている 

【例】加⼊している者は〜することはない、 
〜でなければ⾏うことができない 等 

主語が表⽰されない⽂による難しさ  1 題の問題の中に複数の⽂が含まれていたり、複数の⼈
物が出ているのに主語が⽰されないケース 

試験問題の⽤
語のわかりにくさ 

読み⽅の揺れによる難しさ  同様の漢字で別の読み⽅があるケース 
【例】ウヘンマヒ／ミギカタマヒ、 

ケンソク／ケンガワ 等 
表記の揺れによる難しさ  同⼀表現で別表記も存在するケース 

【例】続柄／続き柄、かぶり上⾐／かぶり上着、 
排泄／排せつ 等 

難解な漢語の使⽤による難しさ  語彙⾃体が難しい漢字で表現されているケース 
【例】⾻粗鬆症、⽋伸 等 

外来語／カタカナ語による難しさ  外来語やカタカナ語が使⽤されているケース 
【例】ペースメーカー、ミトン、ケアマネジャー、 

カンファレンス、カテーテル 等 
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難しさを感じる⽇本語の分類 
内容 

⼤項⽬ ⼩項⽬ 
試験問題の⽤
語のわかりにくさ
（続き） 

多義語による難しさ  多義語が使⽤されているケース 
【例】いどう（移動、異同、異動）、 

しこう（嗜好、思考、志向、⾄⾼、⻭垢） 等 
類義語による難しさ  類義語が使⽤されているケース 

【例】嘔吐物／吐物、内服／服⽤／服薬、 
⾆下剤／⾆下錠、居宅介護／在宅介護 等 

複合語による難しさ  2 つ以上の意味のある⾔葉が重なって複合語として表記が
あるケース 

【例】傾眠状態、意思伝達 
省略語による難しさ  省略して表記があるケース 

【例】⼈⼝ 10 万対→⼈⼝ 10 万⼈に対して、 
原則⻩⾊→原則として⻩⾊、 
咀嚼⼒→咀嚼能⼒ 等 

⻑い漢字列による難しさ  漢字の組み合わせで⻑い語彙になっているケース 
【例】認知症対応型共同⽣活介護事業所、 

全国健康保険協会管掌健康保険 等 

 

（２）⽇本語で留学⽣が難しさを感じる点の分類別に⾒た留学⽣の特徴 

結果は以下の通りです。 

図表︓⽇本語で留学⽣が難しさを感じる点の分類による留学⽣の学⼒評価試験点数⾼／低得点層の特徴 

得点層 
学⼒評価試験点数 
（125 点満点） 

特徴 

⾼得点層 平均 87.9 点  「難解な漢語の使⽤による難しさ」に該当する問題の正答率が⾼い 
 「複合語による難しさ」に該当する問題の正答率が⾼い 

中間層 平均 56.4 点  「難解な漢語の使⽤による難しさ」に該当する問題の正答率が⾼い 
 「複合語による難しさ」に該当する問題の正答率が低い 

低得点層 平均 39.5 点  「難解な漢語の使⽤による難しさ」に該当する問題の正答率が低い 
 「⻑い⽂、複雑な⽂による難しさ」に該当する問題の正答率が低い 

出典：試行試験・学力評価試験等 調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成）より当協会にて取りまとめた 

これらの結果から類推されることとして、125 点満点中 80 点以上（ここで分類すると⾼
得点層に該当）の合格ラインを獲得するためには、「難解な漢語の使⽤による難しさ」、
「複合語による難しさ」に該当する問題の正答率が⾼い等、語彙を理解して回答できている
必要があることがわかります。 

また、中間層においては、「難解な漢語の使⽤による難しさ」に該当する問題において得
点できていたものの、「複合語による難しさ」に該当する問題については得点できていませ
ん。「複合語」については、後述「Ⅲ. 国家試験で使⽤される⽇本語を理解する」にも記載
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していますが、意味を重ね合わせたり、知らない漢字があったら類推して意味を理解する等
の能⼒が必要となるため、これらの訓練を⾏う必要がある（P41「（２）類推⼒のために必
要となる「漢字」、「漢字語彙」、「読解⼒」」参照）ことがうかがえます。 

⼀⽅、低得点層をみると、「難解な漢語の使⽤による難しさ」の正答率が低いほか、「⻑
い⽂、複雑な⽂による難しさ」の正答率も低く、語彙について理解ができないだけでなく、
⽇本語の⽂章を読む、ということに関しても苦⼿意識を持っている特徴がみてとれます。 

このため、各養成校では、国家試験に頻出する語彙を中⼼に、特に語彙の理解について留
学⽣の学習漏れがないよう、意識して常⽇頃から理解度の確認をしたり、指導していく必要
がある Point-1 とともに、国家試験の⽂章を読んで回答するといった、試験問題を読むこと
に対する苦⼿意識をなくせるよう、とにかく試験問題に触れ、たくさん解いてもらうことが
必要である Point-2 といえます。 
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※ 学力評価試験の分析結果、および当協会が別途行った養成校の教員・留学生に対するヒアリング結果より作成 

４．試験結果から⾒た留学⽣の特徴と対応 

ここでは、学⼒評価試験の分析結果、および当協会が別途⾏った養成校の教員・留学⽣に
対するヒアリング結果をもとに、（１）にて、得点が⾼かった留学⽣、中間的な得点の留学
⽣、得点が低かった留学⽣を分け、それぞれ、どのような特性を持つのかを⽰し、（２）
で、それらの特性に応じた留学⽣への養成校における対応（参考）を⽰しています。 

あくまで、当協会が⾏った調査上での統計情報であるため、全国の養成校に属する留学⽣
全てがこのケースに当てはまるわけではありませんが、留学⽣の指導の際の参考にいただき
たいと考えます。 

 

（１）試験の得点別に⾒た留学⽣の特徴 

 

 

属性項⽬ 属性内容 

国家試験への合格意欲 必ず合格したいと望んでいる 

⾃宅での勉強時間 多くはない 

養成校出の補講の参加頻度 対象の補講は参加する程度（対象外となることも有） 

養成校の授業の理解度 ⾼い 

養成校の授業の満⾜度 やや⾼い 

⽇本語理解能⼒ N2 以上 

最終学歴 ⼤卒以上 

資格保持の状況 看護師資格保持 
 
 

 日本語能力が高く、国家試験への合格意欲も高い留学生です。 
 日本語能力試験 N2 以上を取得しており、基礎的な学習能力があり、最終学歴も大卒以

上等、母国でもしっかり勉強してきた経験があります。 
 看護師資格を保持しているなど、疾病や障害等の理解がある留学生もいます。 
 基礎学力がある上、理解能力も高いことが想定され、勉強時間が多くなくても、合格ラ

インにたどりつけます。定期テスト等の点数も良いため、補講も対象になっていませ

ん。 
 授業の理解度が高く、理解度が低い学生に合わせた授業レベルの場合、簡単すぎて満足

できない、という方も一部存在します。  

 学力評価試験で 80 点以上獲得した層 
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※ 学力評価試験の分析結果、および当協会が別途行った養成校の教員・留学生に対するヒアリング結果より作成 

 

 

 

属性項⽬ 属性内容 

国家試験への合格意欲 必ず合格したいと望んでいる 

⾃宅での勉強時間 授業⽇は 1 時間以上、週末は 3 時間以上勉強している 

養成校出の補講の参加頻度 基本的には全件参加している 

養成校の授業の理解度 やや⾼い 

養成校の授業の満⾜度 やや⾼い 

⽇本語理解能⼒ N3 程度 

最終学歴 ⼤卒未満 

資格保持の状況 特に資格なし 

 

 日本語能力は N3 程度ですが、自分でもしっかり勉強している留学生です。 
 学歴は大卒未満が多く、日本語能力試験未受験の場合もあるため、学習能力は留学生に

よって差があります。 
 母国では特に介護や看護にかかわってきたわけではないため、介護の勉強については初

めてこのことばかりです。ただ、その分、授業日も、授業日以外でも自分で勉強してい

ます。 
 養成校の授業の理解度はやや高く、自分で勉強して、授業にはついていっているようで

す。 
 国家試験の合格意欲が高いため、補講にもいつも自ら積極的に参加しており、授業の満

足度も高い結果となっています。 

 

 

 

  

 学力評価試験で 60 点程度獲得した層 
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※ 学力評価試験の分析結果、および当協会が別途行った養成校の教員・留学生に対するヒアリング結果より作成 

 

 

 

属性項⽬ 属性内容 

国家試験への合格意欲 合格への意欲は低い 

⾃宅での勉強時間 授業⽇は 1 時間以上、週末は 3 時間以上勉強している 

養成校出の補講の参加頻度 基本的には全件参加している 

養成校の授業の理解度 低い 

養成校の授業の満⾜度 ⾼い 

⽇本語理解能⼒ N3 以下 

最終学歴 ⼤卒未満 

資格保持の状況 特に資格なし 

 

 日本語能力は N3 以下、学歴は大卒未満が多く、母国では勉強の習慣が少なかった方も

多く、勉強方法がわからないという方が散見されます。 
 母国では特に介護や看護にかかわってきたわけではないため、介護の勉強については初

めてのことばかりです。その分、授業日も授業日以外も自分でしっかり勉強し、補講に

も参加していますが、頑張っても授業が理解できないことが多くあるようです。 
 ただし、一生懸命勉強していることや教員のサポートを受けられていることから、授業

の満足度は高い結果となっています。 

 

 

 

  

 学力評価試験で 40 点未満の層 



17 

（２）留学⽣の学習習得段階に応じた養成校の対応 

留学⽣の学習習得段階は様々であり、それぞれの学習の進捗や理解度に合った指導が必要
です。ここでは、留学⽣の学習習得段階に応じ、国家資格取得のために各養成校でどのよう
に対応すべきか、という点について、モデル的な例を⽰すこととします。実際は、ここで⽰
したものをそのまま適⽤すればよいのではなく、留学⽣それぞれの状況に応じ、各養成校で
⼯夫する必要がありますのでご留意ください。 

図表︓学習習得段階に応じた留学⽣への対応（参考） 

留学⽣の学習習得段階 対応⽅法 
よく習得できている場合 
 授業の理解度が⾼く、定期試

験、模擬試験等の成績もよい
ケース 

 通常の授業を⾏っていれば、問題なく国家試験には合格できる。個別具体的な指導
も、試験合格の観点からは不要。ただし、継続的に努⼒できる学⽣であれば問題な
いが、そうでなければレベル別の補講に参加してもらうなど介⼊していく 

 就職してからのキャリアアップを⾒越し、チームリーダーとして活躍する外国⼈介護⼈材
の紹介等、レベルの⾼い留学⽣の知的好奇⼼を⾼めるようにサポートしていく 

 授業の理解度が低い学⽣に合わせた授業に対して不満を感じることから、介護職⾃
体を⽬指す意欲もなくなるケースがあり、モチベーションの維持に配慮した指導が求め
られる 

平均的な場合  通常の授業だけでは、国家試験合格が難しいため、授業ごとに理解度を確認し、勉
強の⽅法がわかっていない場合はアドバイスする等が必要 

 介護の語彙など基礎知識の理解を確認できるよう授業に⼯夫を⾏うとともに、⼤量
の試験問題に触れてもらい、試験に慣れるよう指導を⾏う 

 留学⽣によって得意、不得意が異なり、複数名での指導が難しい場合があるため、
マンツーマンなど個別指導が効果的 

 この層に属する留学⽣は、もうあと⼀歩で、試験の合格基準に達する可能性を⼤
いに秘めている 

あまり習得できていない場合 
 授業がよくわかっておらず、定

期試験、模擬試験等の成績
が悪いケース 

 ⽇本語理解能⼒が低いことにより、授業や試験問題が理解できないことが多い。国
家試験を受験する年次でこのような状態だと合格は難しいため、卒業年次までに、⽇
本語や介護の基礎知識等が理解できるよう、集中指導が必要 

 授業内容を理解できない場合が多く、教員が“最低限理解しなければいけないこと”
等、学習内容のうち重要な観点を抜き出し、理解度を確認して⾏くことが必要（あ
まりに⾼度な理解を当初から求めすぎない。理解度を確認しつつ、ステップを踏んだ
指導が最も必要） 

 基本的な項⽬の理解ができ、学習ペースがつかめれば、平均的な場合と同様に対応
する 
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Ⅱ. 国家試験に向けて養成校に求められる対応 

１．留学⽣の学習⽀援 

留学⽣指導のポイント 

Point-1 

Point-2 
 
 

Point-3 
 
 

Point-4 
 
 

Point-5 

⼊学の前提として⽇本語能⼒を確認する。筆記試験だけでなく、⾯接や作⽂等も活⽤
し、総合的な⽇本語能⼒を把握しておく。 

⼊学の前提として介護福祉⼠の仕事についての理解を促した上で、資格取得の意欲をし
っかり確認しておく。⼊学後も留学⽣の介護を学ぶモチベーションを維持する／⾼める
⼯夫が必要。 

補⾜的に⽇本語学習を⾏う場合、卒業年次（国家試験受験年次）になる前に、最低限、
授業で使⽤される⽇本語や、国家試験問題の⽇本語を理解する程度の⽇本語能⼒は⾝に
つけてもらえるよう計画して指導する。 

介護の学習においては、科⽬別に留学⽣の得意不得意があるため詳細に確認が必要。こ
の際、各留学⽣の理解度を確認しつつ、留学⽣ごとの指導⽅針を考えていくことが重
要。 

介護の学習、⽇本語の学習においては、介護施設・事業所と連携していくとよいが、養
成校の授業と施設・事業所のやり⽅が異なることもあるため注意が必要。 

 

（１）⼊学選抜試験での対応 

① ⽇本語能⼒の事前確認 

当協会では、⽇本語能⼒試験 N2 相当の⽅に⼊学してもらうように⽰している（※）もの
の、N2 を保持していても、⽇本語での会話が難しい留学⽣も存在することに注意が必要で
す。N3、N4 になるとなおのことであり、⽇本語能⼒がそれほど⾼くない留学⽣の場合、⼊
学後、講師の話す⽇本語が聞き取れなかったり、理解できないまま授業が進んでしまいま
す。このようなことから、⽇本語能⼒について事前に確認することは⼤変重要 Point-1 で
す。また、授業においても理解できているか確認をすることが必要です。 

※ 当協会「外国⼈留学⽣受⼊れに関するガイドライン」より 

この章では、当協会が⾏った各種試験、調査の結果をもとに、養成校が留学⽣の国
家試験対策を⾏う際に参考にすべき点を記載しています。各養成校におかれまして
は、内容を参考にしていただき、⽇ごろのご指導に活かしていただければと考えま
す。 
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以下、令和 2 年度に当協会が養成校向けに⾏った調査（以下、「R2 調査」といいます）
でも、⼊学時⽇本語要件を N2 以上と定めている養成校と、そうではない養成校では、学⼒
評価試験の点数にも明らかな差が出ています。 

図表︓学⼒評価試験点数（養成校平均）別の⼊学時に定める JLPT 要件 

出典：養成校に所属する留学生の学習指導に関する調査 調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成） 

※ 学⼒評価試験の養成校平均 70 点以上を獲得している養成校のうち 7 割が、⼊学時⽇本語要件を「N2 以
上」としている。 

留学⽣の⽇本語能⼒を確認する⽅法としては、基本的には⽇本語能⼒を図る各種試験
（JLPT 等）の点数となりますが、学⼒評価試験点数の⾼い養成校では、これに加え、⾯
接、作⽂等の試験形式を活⽤し、実際に⽇本語が活⽤できているかを確認している養成校が
多くありました Point-1。 

 

② 介護を学びたい意欲の事前確認 

⽇本語学校から養成校に⼊学する留学⽣のなかには、特に介護を学びたいわけではない
が、⽇本に⻑期間滞在したいことから養成校に⼊学したいと考える留学⽣も存在することが
想定されます。⽇本語を⺟国語としない留学⽣にとって介護の勉強は⼤変難しく、介護の仕
事をしたい、必ず国家試験に合格したいといった強い意向がない留学⽣の場合、国家試験に
向けた勉強を継続的に実施することが難しいでしょう。⼊学前の段階で、就学中の授業のイ
メージや国家資格取得に向けて、どれほど勉強が必要かということを理解してもらった上で
⼊学試験を受けていただく等の取り計らいが必要です Point-2。 

以下、R2 調査でも、留学⽣の国家試験の合格意欲は、試験結果の多寡に影響しているこ
とがわかっています。 

図表︓学⼒評価試験点数（養成校平均）別の留学⽣の国家試験合格意欲 

出典：養成校に所属する留学生の学習に関する調査 調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成） 

※ 学⼒評価試験 70 点以上を獲得している留学⽣のうち約 9 割が、国家試験に「必ず合格したい」として
いるが、70 点未満の留学⽣はこれと⽐べて合格の意欲度合いが低い。 

  

調査数 N1 N2以上 N3以上 N4以上 N5以上
全体 95 2.1 46.3 47.4 4.2 0.0
70点以上 10 0.0 70.0 30.0 0.0 0.0
50点以上70点未満 29 0.0 44.8 48.3 6.9 0.0
50点未満 13 0.0 30.8 53.8 15.4 0.0

留学⽣の学⼒評価試験点数（学
校平均）

調査数 必ず合格し
たい

できれば合
格したい

合格したく
ない

今まで合格し
たいかどうか
を考えたこと
がない

全体 990 69.2 28.8 0.6 1.4
70点以上 124 88.7 8.9 1.6 0.8
50点以上70点未満 269 66.5 31.6 0.7 1.1
50点未満 265 61.1 36.2 0.4 2.3

留学⽣の学⼒評価試
験点数（学校平均）
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（２）養成校での⽇本語指導 

① 留学⽣の⽇本語理解のレベル 

R2 調査では、養成校での授業の⽇本語を、留学⽣の約 3 割強が「わからない」（まった
くわからない＋あまりわからない＋どちらともいえない）と回答しています。特に、介護福
祉⼠国家試験の勉強で使⽤される⽇本語は、半数強の留学⽣が、よく理解できないとしてお
り（まったくわからない＋あまりわからない＋どちらともいえない）、国家試験に合格する
ためには、介護学習にからめた⽇本語能⼒上達は必須事項といえます。 

図表︓状況別 留学⽣の⽇本語理解のレベル 

出典：養成校に所属する留学生の学習に関する調査 調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成）           

 

② 養成校で⾏う⽇本語学習についてのサポート 

⽇本語能⼒が⼗分ではない留学⽣が⼊学した場合は、養成校での学習を理解するためにも
早期に⽇本語能⼒の向上に向けてサポートすることが求められます。卒業直前までこういっ
た⽇本語のサポートをしているのでは、国家試験に間に合わないことが想定されます。卒業
年次までに、授業で使⽤される⽇本語や、国家試験問題の⽇本語を理解する程度の⽇本語能
⼒を⾝につけてもらうよう、計画を⽴てて指導しましょう Point-3。 

具体的なサポートとして、クラス担任等とは別に、「⽇本語の専任教員を配置する」、
「⽇本語学習の授業を補講で⾏う」などのサポートが想定されます。 

養成校の教員は⽇本語の専⾨家ではないため、⽇本語の学習⽀援については、⽇本語学校
と連携して⾏うとよいでしょう。⽇本語学校には、⽇本語、英語以外の多⾔語対応のできる
⼈材が在籍していることも多く、そのような⽅に、留学⽣の相談⽀援対応を依頼することも
可能です。個々の留学⽣の⽇本語学習状況を踏まえた上でのサポートを⾏いつつ、補講につ
いては、「国家試験の⽇本語学習」「⽇本語能⼒試験対策」、「⽇本語⽇常会話」、「漢字
の意味と書き⽅」、地域によっては「⽅⾔について」等、様々な内容が考えられ、留学⽣や
養成校の状況に合わせた補講を⾏うことが必要です。 

日常生活(n=976)

学校での授業(n=976)

介護施設・事業所でのア

ルバイト・介護実習(n=976)

介護福祉士国家試験の勉

強(n=976)

0.9 

0.9 

0.7 

2.5 

7.4 

12.2 

7.1 

23.4 

11.2 

19.4 

16.0 

27.6 

66.7 

61.4 

66.6 

43.5 

13.8 

6.1 

9.6 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まったくわからない あまりわからない どちらともいえない だいたいわかる よくわかる
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さらに、⼤学や NPO、⽇本語学校等の⽇本語教育機関と連携し、⽇本語能⼒向上の講義
を実施するなども効果的です。 

なお、「国家試験の⽇本語学習」は、国家試験で使⽤される⾔い回しなどを指導する必要
があることから、後述する「Ⅲ. 国家試験で使⽤される⽇本語を理解する」（P39〜P46 参
照）を踏まえ、各養成校で指導してください。 

図表︓想定される⽇本語学習指導のフロー（N3 以下の留学⽣も多数存在する場合） 

年次 ⽇本語そのものの指導 介護の⽇本語に関連した指導 

卒業年次以外 
（1 年⽬等） 

⽂法、単語など N2〜N3 レベルの学習 授業内容を⽇本語のレポートにして提出して
もらい、⽇本語の理解と授業の内容理解をセ
ットで確認 

➡ 卒業年次を迎えるまでに最低でも授業で使⽤される⽇本語や、国家試験問題の⽇本語を理解する程度の 

⽇本語能⼒を⾝につけてもらうことが重要 Point-3 

➡ 上記が達成できないと国家試験合格は難しい可能性が⼤ 
卒業年次 
（２年⽬等） 

特になし（⼀定の⽇本語習得は終了し
ている段階） 

引き続き授業内容のレポート等を提出しても
らい、理解度をチェックする 

※ N2 レベルの留学⽣が殆どの養成校では、そもそもこういった指導はあまり必要なく、介護の勉強、国
家試験の対策を中⼼に注⼒できていることに留意 

 

⼀⼝メモ︓計画的に学習することができる学⽣への⽬配り 

 

 

 

介護の勉強が主となる養成校ですから、⽇本語能⼒については留学⽣⾃⾝が、授業を理解できる
レベルまで⾃ら⾼めていくことが必要です。⼊学後時間が経過するにつれ、その努⼒が⾒られない
留学⽣と、しっかりと⾃分で能⼒をつけて勉強している留学⽣とでは、能⼒に⼤きな差が出てきま
す。 

授業についてくることができない学⽣への補講や個別指導を⾏うなど関わる時間が⻑くなること
で、他の留学⽣や⽇本⼈学⽣の指導の時間が短くなりがちであることが課題として挙げられまし
た。授業の理解もですが、学⽣⾃⾝が抱える就学上の悩みや課題は様々です。⼀⼈の教員で抱え込
まず複数の教員等で連携し、ひとり⼀⼈の学⽣を介護福祉⼠として育てていきましょう。 
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（３）国家試験対策と絡めた介護の授業 

① 留学⽣が難しいと考える科⽬と、授業の理解度 

R2 調査では、留学⽣が最も難しいと考える科⽬は、「社会の理解」でした。本科⽬は令
和元年度国家試験や令和 2 年度国家試験においても留学⽣の得点率が最も低い科⽬、かつ
⽇本⼈学⽣の得点率も低い結果となっています（P7 参照）。 

次いで難しいと回答があった「発達と⽼化の理解」は、令和元年度国家試験や令和 2 年
度国家試験において、⽇本⼈学⽣の得点率は 76.9％と低くない（P7 参照）結果となってい
ます。 

科⽬別にみた留学⽣の苦⼿意識、実際の得点率等の特徴は様々であり、科⽬ごとにどのよ
うに授業や補講を組⽴てていくかが重要 Point-4 です。 

図表︓留学⽣が授業で難しいと感じる科⽬ 

出典：養成校に所属する留学生の学習に関する調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成）       

⼀⽅、留学⽣の学⼒評価試験点数の多寡で各科⽬をみると、点数が低い留学⽣ほど、多く
の科⽬で難しいと感じている傾向にあるほか、「社会の理解」、「障害の理解」、「介護の
基本」については、その他の科⽬と傾向が異なり、学⼒評価試験の点数が⾼い場合や⽇本語
理解能⼒が⾼い場合ほど、難しいと感じる傾向がみられました。 

72.4 

46.4 

32.2 

38.0 

32.0 

19.8 

18.9 

47.4 

41.8 

37.9 

33.6 

37.1 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

（人間と社会）社会の理解

（人間と社会）人間の尊厳と自立

（人間と社会）人間関係とコミュニケーション

（介護）介護の基本

（介護）介護過程

（介護）コミュニケーション技術

（介護）生活支援技術

（こころとからだのしくみ）発達と老化の理解

（こころとからだのしくみ）障害の理解

（こころとからだのしくみ）認知症の理解

（こころとからだのしくみ）こころとからだのしくみ

（医療的ケア）医療的ケア

難しいと感じる科目はない 全体(n=979)
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「社会の理解」、「障害の理解」等においては⽇本⼈学⽣、留学⽣ともに難しいと感じて
いますが、学習が進んでいない留学⽣の場合は、何が難しいのか、という判断もできていな
いことが考えられます。 

図表︓留学⽣が授業で難しいと感じる科⽬ 

 
出典：養成校に所属する留学生の学習に関する調査結果 報告書（令和 2 年度 当協会作成） 

このため、授業を進める上では、留学⽣の理解度を適宜把握しながら、授業を進める必要
があります Point-4。 

図表︓留学⽣の理解度の確認⽅法（参考） 

シチュエーション 理解度の確認⽅法 
授業中  表情等を観察し、わからなさそうな顔をしている場合、声をかけて確認する 

 授業内容にかかる質問をして、どのような回答があるかを確認（⽇本語が不⾃由な場合
は、「はい」「いいえ」などで回答できるように質問を⼯夫することも必要） 

 授業ごとに確認テスト(ミニテスト)を⾏う 等 

授業外  授業内容にかかる確認テスト／定期試験等の結果を元に確認する 

 授業内容のレポートを⽇本語で記載してもらったものを提出してもらい、その内容を確認する 
等 

なお、理解度を把握したら、その結果を活⽤し、留学⽣それぞれについて指導の対応策を
考え、実⾏していく必要があります Point-4。留学⽣の学習習得段階別の養成校の対応策に
ついては、P17 に記載しているので、参照ください。 

 

⼀⼝メモ︓授業の満⾜度と理解度の違い 

 

 

 

 

  

調査数 ⼈間の尊
厳と⾃⽴

⼈間関係
とコミュ
ニケー
ション

社会の理
解

介護の基
本

コミュニ
ケーショ
ン技術

⽣活⽀援
技術

介護過程 発達と⽼
化の理解

認知症の
理解

障害の理
解

こころと
からだの
しくみ

医療的ケ
ア

難しいと
感じる科
⽬はない

全体 979 46.4 32.2 72.4 38.0 19.8 18.9 32.0 47.4 37.9 41.8 33.6 37.1 1.0
70点以上 162 43.2 23.5 82.1 38.9 9.9 12.3 22.2 51.2 32.1 47.5 32.7 19.8 0.0
50点以上70点未満 186 47.8 31.7 76.3 38.2 15.1 15.1 28.5 47.8 37.1 43.0 36.0 32.3 1.1
50点未満 272 51.8 37.9 70.6 40.4 24.6 23.9 34.9 50.7 41.9 39.7 36.4 49.6 0.4

留学⽣の学
⼒評価試験
点数

留学⽣の授業への満⾜度と授業の理解度は、⼀致していないことも多いです。留学⽣⾃⾝は、家
で頑張って勉強していることや教員が丁寧に教えてくれることなどから、養成校の授業には満⾜し
ていますが、実際には授業内容を理解できていないということがあります。⼀⽅で、学習の理解度
が早い留学⽣ほど、わからない留学⽣に合わせた授業のレベルに不満を感じているということもあ
ります。 

このように、留学⽣の満⾜度が⾼い＝理解度が⾼いということは、別のことだと認識し、留学⽣
指導に取り組むことが必要です。
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② 養成校の⾏う国家試験対策 

国家試験に合格するためには、通常の授業に加え、国家試験対策や模擬試験等を⾏い、試
験に慣れてもらう必要があります。 

「通常のカリキュラムに国家試験対策の授業を盛り込む」、「国家試験対策の補講を実施
する」、「模擬試験を実施する」等の対応が挙げられます。また、「施設⾒学や施設利⽤者
との交流会」などの体験を取り⼊れることで、学んだことの理解を促すことや深めることが
できます。 

さらに、国家試験のミニテスト、模擬試験等を⾏った際はその結果を活⽤・分析し、指導
に活かしていくことも重要です。 

なお、国家試験への対応としては、問題に慣れることが⼤変重要です。授業内容を⼗分に
理解していても、問題の読み間違え等で失点することもあるため、1 年次から、授業の中で
ミニテストを⾏うことや「国家試験ではこのように出題された」と触れることなど、国家試
験に対する動機付けや慣れるような⼯夫をすると効果的です。また、携帯電話等で使⽤でき
る国家試験等のアプリを活⽤して留学⽣に⽇ごろから問題形式に取り組んでもらう、という
のも有効です。 

図表︓想定される国家試験対策のフロー（参考） 

年次 具体的な国家試験対策 
卒業年次以外 
（1 年⽬等） 

前期  授業のミニテスト、理解度テスト等で国家試験問題の 5 択問題等を頻繁に出題し、
設問に慣れてもらう 

 上記理解度を図った結果、芳しくない留学⽣には個別指導を⾏ったり、補講を実施
したりして対応する 

後期 

卒業年次 
（２年⽬等） 

前期  上記を⾏いつつ、⼀度過去問等の国家試験問題 125 問を全問模試形式で解いて
もらい、留学⽣にどこまで得点できるか確認。併せて留学⽣の得点の傾向分析や、誤
回答内容の分析を⾏う。 

➡試験結果によって、補講対象の学⽣を決めたり、教員による 
個別指導の計画を⽴てる等⾏う 

 通常授業でも週に 1.2 回以上国家試験の問題を解く授業を全員必須出席で⾏
い、解説を⾏うとともに、国家試験過去問等で点数が⾼くない学⽣には国家試験対
策専⽤の補講を追加で⾏い点数アップに努めてもらう 

後期  10 ⽉からは合格に向けた国家試験対策を本格的に始動させる。 

 通常授業では週に 2.3 回以上国家試験の問題を解く授業を全員必須出席で⾏
い、解説を⾏うとともに、国家試験過去問等で点数の⾼くない学⽣には国家試験対
策専⽤の補講を追加で⾏い点数アップに努めてもらう 

➡試験結果によって、補講対象の学⽣を再編したり、教員による 
個別指導計画の⾒直し等を⾏う 

国家試験直
前期（11 ⽉
以降） 

 11〜12 ⽉ごろには通常のカリキュラムの授業を終了させ、国家試験対策を中⼼とし
た授業運営に移⾏する 

➡⾼得点を取ることのできる留学⽣は⾃習でも良いが、そうでない 
留学⽣は、基本必須出席 
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⼀⼝メモ︓各養成校の国家試験対策 

 

  

★令和元年度留学⽣ 16 名すべてが国家試験合格の養成校より★ 

国家試験合格のために、とにかく、試験問題をたくさん解いてもらうことが重要です。過去
問、模試等とにかくたくさん取り組んでいます。国家試験直前期の 1 ⽉は、毎⽇、模擬試験を実
施して留学⽣に解いてもらい、合格点に達しなかった留学⽣は放課後残ってもらい、補講を⾏っ
ていました。また、試験結果をもとにしてクラス分けを⾏い、ミニテストや模試の結果等は詳細
に分析して各留学⽣の指導に活⽤していました。こういった繰り返しを⾏うことで、留学⽣が試
験問題に慣れ、かつ知識も付き、全員の国家試験合格に導くことができました。 

★3 年制の養成校より★ 

2 年制の養成校が多い中、当校では 3 年制とし、留学⽣指導にあたっています。授業期間中の
平⽇は、午前に授業・午後は⾃由時間となり、午後、多くの留学⽣が介護施設等でアルバイトを
⾏っています。留学⽣は⼊学時に授業での⽇本語理解が難しい部分もあり、1 年次は主に介護の⽇
本語の指導を⾏うことになりますが、そこで多少の授業の遅れがあっても、残り 2 年で調整する
ことが可能です。また、国家試験対策も、2 年次から 2 年間、余裕を持って対応できています。 

このように、3 年課程にすることで余裕をもって就学することができます。1 ⽇に学ぶ内容（科
⽬）が少ないこと、⾃由時間が増えることで、留学⽣⾃⾝が復習や課題に取り組む時間も増え、
無理のないスケジュールで学習を重ねることができます。また、介護施設等のアルバイトも⻑い
期間経験できるため、理解を深めることにつながります。 



26 

③ 科⽬別の指導のポイント 

国家試験対策を⾏う上では、科⽬別に留学⽣が苦⼿とするポイントを⾒つけ、理解できる
ように指導していくことも必要です。また、それぞれの科⽬は関連している項⽬も多く、関
連科⽬担当教員で共通認識を持ち指導に当たることや、⽇本語教員と連携して指導していく
ことも必要です。 

以下、学⼒評価試験の得点が⾼かった養成校にヒアリングを⾏い、留学⽣がどのようなポ
イントに難しさを感じるか、領域／科⽬別にまとめました。 

各養成校において学習指導の参考にしてください。 

 

＜領域︓社会の理解＞ 
科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

⼈間の尊厳
と⾃⽴ 

 ⼈間の尊厳とは何か、倫理とはどうい
うことなのかの理解が難しい。⾃分の
価値観が優先してしまうが、そこには
気付かない 

 ⾃⽴⽀援の理解が難しい 

 ⼈名や著書、考え⽅などが覚えられ
ない 

 ⽂字で事例を読んでイメージすること
が難しい 

 留学⽣が理解しやすい（想像しやすい）例を出し、そこに関連し
て説明する 

 問題や事例を読んで微妙なニュアンスで答えるような問題も多く
あるため、読解⼒のトレーニングが必要 

 過去の国家試験で使⽤されたキーワードを使って、その意味を具
体的に説明し、理解を促す 

 「⼈間の尊厳と⾃⽴」「介護の基本」の内容と関連させながら理
解を深める 

⼈間関係と
コミュニケー
ション 

 ⾃⼰主張が激しい等、⽇本における
コミュニケーションの基本を理解する
のが難しい 

 ⽇本語の表現の理解 

 パーソナルスペースの理解 

 国によって考え⽅など異なる点もあるが、専⾨職としての基本姿
勢として、利⽤者主体等を指導する 

 ⾔葉選びについては、その都度⾔葉を直すように、なぜ修正が必
要なのかもあわせて指導する 

 ⽇本語の表現については、実習やロールプレイなどを通じ、積極
的に体験的獲得を⽬指す。また、⽇常⽣活は医療⽤語・福祉
的専⾨⽤語に影響されすぎてはならないことを他の授業との関連
からも教授していく 

 専⾨⽤語については、定期的に留学⽣に問いかけ、記憶に留ま
っていることを確認する 

 パーソナルスペースについては、具体的な⽇本⼈との対⼈場⾯を
多く経験し、実習や授業のロールプレイなども通して観察と同時に
体験的獲得を⽬指す 

 過去問や模擬問題の、問題の解釈の正確さと、選択肢の意味
のとらえ⽅の傾向を把握し、最も適切なものが選択できるように
何度も問題を解いてみる 

社会の理解  ⽇本の歴史がわからないため、覚え
ることで精⼀杯 

 難しい漢字が多く、漢字も覚えること
が⼤変である 

 社会保障制度、⾔葉の意味などの
理解⼒に個⼈差が⾒られ、差がつき
やすい 

 ⽇本で暮らすことで、将来起こりえる、⽼化、病気、障害、失業
などの問題が出たとき、⽣活を⽀える⾃分にとっても⾝近なものと
しての制度の理解意識を持てる⼯夫をする 

 歴史の背景にはどのような出来事があったのかを連想させる。その
時、何が問題か、どういうことが必要かを順番に出していき、国⺠
が何に困り、その困りごとを解決するためにどのような制度ができた
か説明していく 

 模擬試験を⾏った上で学⽣⾃⾝が苦⼿とすることを確認し、解
説を通して再度理解を促す。それを何度も繰り返す 
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科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

 法律や制度、サービス等は漢字表現が続くため、必ず⾳読を⾏
い、視覚・聴覚から脳を刺激して理解につなげる 

 留学⽣が実習する施設・事業所を活⽤して、その根拠法や現在
の制度などの理解を図る 

 内容によっては「介護の基本」「障害の理解」「発達と⽼化の理
解」「認知症の理解」と連動させて、社会の制度のしくみを指導す
る 

 

＜領域︓介護＞ 
科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

介護の基本  「介護」に関しての歴史を理解するこ
とが難しい。利⽤者本位とは何か、
尊厳とは何か、⼀つ⼀つを理解し、
説明し実⾏することが難しい 

 「⼈間と社会」と連動していることがわかるように授業を進めてい
く。例えば⽣活や⼈権と尊厳についての理解から、介護を必要と
する⼈の⽣活や尊厳を⽀える介護へと理解を深める。また各種
制度と介護に必要なサービスの関連性の理解を深める等(⺟国と
⽐較等の⼯夫) 

 利⽤者本位や尊厳について、まず学⽣⾃⾝に置き換えて考えて
もらう。そこから理解を深め、介護におけるニーズの理解、介護福
祉⼠に求められるものは何かの理解、利⽤者から家族までの関
わりについて理解させる 

 「介護の基本」の知識を実践場⾯で具体化していく「介護過
程」、「⽣活⽀援技術」との関係性やさらに「実習」に連動してい
ることを意識して授業を進めていく 

 演習や実習・アルバイトでの体験を振り返り、適切な解決策へと
導く 

 学習のポイント等で出てくるキーワードについて繰り返し教えて覚
えてもらう 

 国家試験の出題項⽬である 10 項⽬を⼀つひとつ、⽇常⽣活の
⾏為と結びつけて、丁寧に具体的に説明を⾏い、理解を促す 

コミュニケー
ション 
技術 

 介護を必要とする⼈とのコミュニケー
ション⼿段を理解する以前に、何を
問われているのかがわからない学⽣も
いる（どのようなコミュニケーションが
望ましいのかを頭の中で理解し、適
切な⾔葉を選択することができな
い） 

 コミュニケーション障害（失語症や構
⾳障害）の理解が難しい 

 傾聴・受容・共感については具体例を出しながら、説明が必要 

 ⽇常⽣活の中で実際に⾏動できるよう説明をしながら指導する 

 疾患とコミュニケーションは、領域︓こころとからだのくしみの「発達
と⽼化の理解」「認知症の理解」「障害の理解」で学んだ疾患や
後遺症の特徴やコミュニケーションを図る時の留意事項などを意
識した学習を⾏う。また、⼈間関係とコミュニケーションと⼀緒に繰
り返し学習していく 

 介護におけるチームのコミュニケーションでは、「報告・連絡・相談」
また「記録」について、授業や養成校での⽇々過ごすなかで、意
識化を図っていく 

 専⾨知識の定着と同時に、障害種別に応じたコミュニケーションの
基礎⼒について、⽇本語の解釈を含めた指導が必要(⽇本語の
教員と連携することも必要か) 

 演習や実習・アルバイトでの体験を振り返り、適切な解決策へと
導く 

⽣活⽀援 
技術 

 法や制度が国によって違うため、例え
ば「⾏政」などと⾔っても伝わらず、説
明しても理解が難しい部分があった
り、その都度、単語で引っかかる事が
多い 

 ⽂化⾯や⽣活様式の違いで、伝え
るのが難しく（疾患／⾷べ物／栄

 「こころとからだのしくみ」の⼈間の⼼や⼈体の構造・機能の基礎
知識は介護実践の根拠となる。「介護の基本」、「介護過程」と
の関係を常に意識して伝えていく 

 演習や実習・アルバイトでの体験を振り返り、根拠をもっての技術
になっているか確認する。基本と個別性についてもしっかり考えら
れるようになるように指導する 
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科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

養／⾃国にはないもの（湯たんぽや
電気⽑布等））、また居住環境に
ついても理解することが難しい 

 ⽇常⽣活の中で連想できるものについては、連想しながら説明を
する。また、⽬でみてわかるものについては、⼝頭での説明と同時
に現物を⽰したり、写真や絵を使って説明する 

 実技は講義と演習をして理解を深めることができるようにする。ま
た、実技では失敗しても考えることを優先している。どういうことがし
てはいけないことかを⾔葉で説明するよりも学⽣⾃⾝が間違える
ことで利⽤者の⼤変さに気付くことができ、正しい⽅法を考え実
施することにつながる 

 栄養・被服などは、⽐較的よく出題される基本的な問題を中⼼
に学習する 

 養成校で学ぶ⽇常⽣活⾏為に対する⽣活⽀援技術は基本で
あることをしっかりと伝える 

 留学⽣が介護福祉実習を経験して以降は、実習施設や事業
所で提供されている⽣活⽀援技術の実際と、養成校で学ぶ⽣
活⽀援技術の基本との結びつけを⾏い、留学⽣が混乱しないよ
うにする 

介護過程  概念の理解、利⽤者主体ということ
はわかるが、何が利⽤者主体というこ
とになるのか問題から読み解けない 

 事例問題の読み込みが難しい 

 利⽤者⼀⼈ひとりに対してのニーズを理解するために、どのような
情報が必要か、またそれらの情報を集めるためにはどのような社会
資源があるか等を詳しく何度も説明する。「⼈間と社会」、「こころ
とからだのしくみ」、「介護の基本」「⽣活⽀援技術」と連動してい
ることを意識させる 

 実習の中での指導を徹底する 

 事例問題は、領域︓こころとからだのしくみの「発達と⽼化の理
解」「認知証の理解」「障害の理解」などで学ぶ疾病や後遺症に
よる関わる際の留意点などと結びつけて、事例に登場する利⽤者
像の理解を促す 

 実習の事を例に挙げると理解が進みやすい 

 学⽣がその事例をどのように解釈しているのかの傾向を確認し、そ
れを踏まえての指導⽅法を柔軟に⾏う(どの分野の知識が不⾜し
ているのか、解釈の違い等、そもそも問題の意味がわからないのか
明らかにする) 

 わかりにくい制度⽤語を確認しながら具体的に事例を⽰し授業を
すすめる、ミニテストなどで確認し必要な学⽣には、課題や補講
なども考える 

 

＜領域︓こころとからだのしくみ＞ 
科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

発達と⽼化
の理解 

 ⼈それぞれの⼈⽣があり、⽣き⽅など
があることを理解しなければいけない
が、⽇本の⽂化や歴史、時代背景
などの理解が難しい 

 発達に関する問題（エリクソン、フロ
イトなど）が難しい 

 ⼈の発達についての理解をする。⼈の発達については、留学⽣の
⾃国での⼦どものころの発達に関するエピソードを活⽤しながら、
理解を促すことも⼀つの⽅法である 

 ⽼化するということはどういうことか、「⽣活⽀援技術」、また、「ここ
ろからだのしくみ」でも学ぶため、他の科⽬と関連させながら理解を
深めることができるようにする 

 ⼈間の発達段階や発達課題については、⾃分や⾝近な家族の
成⻑発達や課題を過去問題によく出る理論（エリクソン、フロイ
ト等）と関連させる 

 ⽇本の⽂化・歴史、時代背景に関しては、⺟国と⽐較を⾏うなど
の⼯夫をする 

 「こころとからだのしくみ」と連動させながら⾼齢者に多い疾患、症
状等の知識の定着を確認した上で、その⽇常⽣活の留意点が
答えられるようにする 
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科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

 疾病や様々な症状のある⾼齢者を、どのように保健医療職が⽀
えていくのか、それに関するか事例を具体的に取り上げ、イメージ
できるように⼯夫をする 

 ⾼齢者に多くみられる疾病の特徴等は、介護福祉実習で関わっ
た利⽤者と結びつけて、理解を深めることも⼀つの⽅法である 

認知症の 
理解 

 認知症の症状についての理解はでき
るが、「中核症状」と「BPSD」の違い
の理解が難しい。また説明することが
難しい 

 認知症への対応についてもある程度
の理解はできるが、⽂章になると記
載されていることが理解できない。ま
た書くことが難しい 

 ⽐較を問うような問題が難しい 

 認知症⾼齢者の現状や⾏政の⽅針・政策は、常に最新の情報
を『社会の理解』と関連させてわかりやすい表現で伝える⼯夫をす
る 

 認知症の中核症状と BPSD は、明確に分けられるものでないた
め、理解しにくいので代表的な中核症状と BPSD の基礎知識を
具体的イメージできるように理解してもらう 

 各認知症の⽐較表（原因・症状・特徴）を作成し、学⽣が説
明できることを⽬指す 

 認知症の医学的基礎知識を定着させ、その知識を「介護の基
本」、「介護過程」、「コミュニケーション技術」、「介護過程」との関
係性、つまり、認知症のその⼈らしさ、⽣活のニーズ、情報収集、
介護過程に連動していることを伝える 

 認知症を⽀援する地域のサポート体制や役割をサービスの種別
や専⾨職の種類や役割を「社会の理解」、「介護の基本」でも学
習していることを意識して伝える 

 実習や施設アルバイト等の経験がある場合、利⽤者を例に挙げ
て説明すると理解が早い。ただ、同じことを⽂章にすると理解でき
ない学⽣もあるため、何度も読むこと、書くことを⾏い、過去問題
および模擬問題を定期的に⾏い、解説を通してさらに理解を深
める 

 認知症をケアする家族に関しての助⾔についてより適切な助⾔が
できるようにするため、認知症⾼齢者や家族の⼼理や現状を読
み取るようになることからはじめる 

 代表的な認知症の特徴の⼀つひとつは、理解できていても、複
数の認知症の特徴が、同時に出題されると、正確な理解に⾄ら
ないことがあるため、過去の国家試験の活⽤や類似問題の作成
などで、しっかりとした理解にしていく必要がある 

障害の理解  障害とはどのようなものがあるか、そし
てそれぞれの障害に応じた対応につ
いては何となく理解している。しかし、
⽂章化することや説明することは難し
い 

 専⾨⽤語、外来語の理解が困難 

 「社会の理解｣の中の障害福祉制度の位置づけを明確に⽰す 

 障害のある⼈を⽀える制度については、難しい⽤語が多いので、
⼀般の⼈にも伝わるような表現に⼯夫して伝える（区役所にあ
るわかりやすいパンフレットを参考にする） 

 障害別の症状や特徴を「こころとからだのしくみ」「発達と⽼化の理
解｣と連動させながら、医学的知識の定着を図る 

 障害形態別の⽀援については、医学的基礎知識を理解した上
で、「コミュニケーション技術｣、「⽣活⽀援技術」に統合させること
で理解を深めていく 

 障害がある⼈の地域のサポート体制については、⺟国の地域をま
ず考えてもらい、⽇本の地域との違いから学びを深めるなどの⼯
夫をする 

 実習や施設アルバイト等の経験がある場合、利⽤者を例に挙げ
て説明すると理解が早い。ただ、同じことを⽂章にすると理解でき
ない学⽣もあるため、何度も読むこと、書くことを⾏い、過去問題
および模擬問題を定期的に⾏い、解説を通してさらに理解を深
める 

 ⾝体障害の理解については、各留学⽣の体験等を通して、イメ
ージから理解へとつながりを持つようにする 

 知的障害、発達障害、精神障害などについては、かかわりの留
意点など、基本をしっかりと理解する 
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科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

 障害の理解については、法律や制度の関係も深いため、「社会の
理解」の障害に関する制度や法律と関連させて学習することで理
解を深める 

 障害の種類や難病等、漢字が多く使われているため、⾳読などを
⾏い、⾔葉の理解を促していく 

こころと 
からだの 
しくみ 

 介護を必要とする⼈の⽣活⽀援を
⾏うために必要な観察⼒や気づきに
ついてはある程度できるが、利⽤者
⼀⼈ひとりの症状にあわせた⽀援を
⾏うには何が必要か、どのように⽀援
すればよいかを説明および記載する
ことが難しい 

 記載されていることを理解し、説明で
きないこともある（読むことはできる
が、書かれている意味がわからないた
め答えることができない） 

 ⼈間の⼼や⼈体の構造・機能は「発達と⽼化の理解」、「障害の
理解」、「認知症の理解」を学習していく上で、基礎知識として習
得しておく認識を持ってもらうよう指導する 

 専⾨⽤語が多いため、授業では、わかりやすい⼯夫〔図、表、画
像〕と同時に知識定着度をミニテストなどで確認し必要な学⽣に
は課題や補講なども考える 

 ⼈間の⼼や⼈体の構造・機能の基礎知識は介護実践の根拠と
なるため「介護の基本」、「⽣活⽀援技術」との関係を常に意識
して伝えていく 

 様々な例を挙げ、説明をする。過去問題や模擬問題を通して、
⾔葉の理解を深める。解説を⾏うことで問題の意味を理解する 

 ⽐較的頻出する問題から確実に正答できるようにしていく 

 ⽇常⽣活における⽣活⾏為について、提供する⽣活⽀援技術
の根拠となる科⽬である。そのため、⽣活⽀援技術と関連させて
学習し、理解を深める 

 

＜領域︓医療的ケア＞ 
科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

医療的ケア  清潔保持、感染予防、健康状態の
把握などについての理解はできる 

 問題の読み込みが⽢く、勘違いで回
答してしまうことがある 

 「医療的ケア」は「こころとからだのしくみ」を基礎知識としているこ
と、さらに医⾏為を⾏うため命に直結する⾏為としての詳細な医
学的知識の必要性を理解してもらう 

 ⾼度な専⾨知識なので、知識の定着をミニテストなどで確認し必
要な学⽣には課題や補講なども考える 

 医療的ケアの根拠を⾔える⼿順として理解しているのか確認して
いく 

 医療的ケアの演習についての⼿順はできる。解剖⽣理についての
理解もある程度できているが、試験問題になると問われている意
味の理解ができないこともあるため、過去問題や模擬問題を通し
問われている意味の理解ができるように指導する。解説を通して
さらに理解を深める 

 過去の国家試験で使⽤されたキーワードを使って、その意味を具
体的に説明し、理解を促す 
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＜総合問題＞ 
科⽬ 留学⽣が難しいと感じるポイント 国家試験に向けた指導のポイント 

総合問題  ⻑⽂が読めない 

 事例問題の⽂章が⻑いと、問われて
いることの意味が理解できないことが
ある 

 それぞれの科⽬において、何らかの形
でリンクしている。学⽣の中には、同
じ⾔葉の意味を他の科⽬で学んで
いても、科⽬同⼠でリンクしているこ
と、連動して覚えなければいけないこ
とがわからず、⼀つ⼀つの科⽬事で
覚えている 

 事例を読むことに慣れてもらい、⽂章の中のポイントを理解しても
らう。⽇本語⼒と専⾨知識の連携が必要である 
 学⽣がその事例をどのように解釈しているのかの傾向を確認し、そ

れを踏まえての指導⽅法を柔軟に⾏う(どの分野の知識が不⾜し
ているのか、解釈の違いか、そもそも問題の意味がわからないのか
等、明らかにする) 
 読むことに慣れてきたら、問題の数をこなしてみる 

 解説は、選択肢にでている⾔葉も含め、時間をかけて⾏う 

 他のどの科⽬で同じ⾔葉を聞いたことがあるか、解説をしながら確
認し、その科⽬同⼠は結びついているのだと理解につながるように
する。数回くらいでは理解できないため、何度も同じことを繰り返し
説明する 

 各科⽬の講師にもどの科⽬とリンクしているかを授業の中で説明
してもらう 

 総合問題を解くには、まず設問を読んで、何が問われているのか
を理解する。そして、事例を読み、事例の読解⼒を⾼めるように
する。そして、問題を解く練習を繰り返し、押さえておかなければ
ならないキーワードやフレーズを適切に把握できるようにする。押さ
える箇所の意識化を図る 
 事例問題は以下 1.〜3.の要領で出題される傾向にあるため、

担当の利⽤者に対してそれぞれ考えてもらい、理解を深める 

1. 疾患の理解（どのような症状がでるか︖⽣活への影響
は︖） 

2. 本⼈の思いを考慮した⽀援⽅法 
3. 介護⽅法 
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（４）介護施設・事業所と連携した留学⽣の指導 

留学⽣が近隣の介護施設等でアルバイトすることは、コミュニケーション能⼒や介護技術
の向上など資格取得に向けて効果的です。また、養成校にとっても、介護施設等と連携する
ことで介護現場における留学⽣の理解度や課題の把握、アルバイトの時間管理がしやすくな
るなどのメリットがあります Point-5。 

⼀⽅で、留学⽣が⼀時帰国を希望したにもかかわらず、アルバイト先の介護施設等に難⾊
を⽰された等の事例もあり、養成校の職員が、アルバイト先の介護施設等と⼗分に連携しな
がら対応していく必要があります。 

図表︓介護施設・事業所との連携内容（例） 

連携トピック 内容 
留学⽣がアルバイトをして
いる介護施設・事業所と
の連携 

学習の進捗管理  養成校側からミニテスト、定期テスト等における学⽣の理解
度等を設・事業所と共有し、アルバイトにおける介護の理解
等が進むよう促してもらう 

 施設・事業所側から留学⽣が現場で理解が難しいことやでき
ていないこと、ヒヤリハットになったこと等を共有してもらう 

 定期試験、国家試験前等にアルバイトをしなくてよいように⽇
程調整を⾏う 

各種学習指導のサポート  施設でも実践を通じて介護の根拠の説明や疾病等の説明
や、コミュニケーション技術の習得につながるように意図的に関
わってもらう 

 施設・事業所で⾏われている介護の研修等に、留学⽣も参
加させていただく 

実習先  実習先としての連携 

上記以外の介護施設・事
業所との連携 

施設・事業所⾒学先  留学⽣が⾼齢者と触れ合う先として、施設・事業所を活⽤さ
せていただき、施設理解や利⽤者理解を促す 

地域連携  夏祭り等のイベントにて施設・事業所と共同し、留学⽣へ地
域住⺠とのふれあいの場を提供 

なお、養成校で修学する留学⽣のために、奨学⾦を設置している事業所もありますので、
留学⽣に情報提供してもよいでしょう。 

 

⼀⼝メモ︓養成校で学んだ技術とアルバイトや実習先での技術の違い 

介護施設・事業所で指導をいただくことで留学⽣の学習能⼒の向上が図れる⼀⽅、養成校の授業
で学んだ事柄と介護施設・事業所でのやり⽅・教え⽅が異なる場合、留学⽣が混乱することもある
ためフォローが必要です。 

養成校で教員が教えていることは基本となる介護技術であり、現場では個々の利⽤者にあわせて
応⽤実践されています。ここは、留学⽣が混乱しないよう、教員から丁寧に説明し、留学⽣に理解
してもらう必要があります Point-5。
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（５）介護学習を⾏う上でのモチベーション管理 

留学⽣が、介護の学習を楽しいと思えたり、また介護は⼤切な仕事でやりがいのある仕事
だと思えるよう、授業でもモチベーションの維持や向上に向けて働きかける必要があります 

Point-2。各科⽬で学ぶ専⾨知識と紐づけて、何のために介護という職業が存在するかを説
いたり、机上の授業だけでなく、実習や介護施設等でのアルバイト、課外授業での⾼齢者と
のふれあい等の機会も活⽤し、介護の⼤切さ、介護福祉⼠が専⾨的に関わることによって利
⽤者にどのような影響があるのか等、介護の仕事の専⾨性や魅⼒を理解してもらうようにし
ましょう。また、資格取得後、介護職として現場でどのようにキャリアアップしていくか
等、専⾨職としての発展的な話をすることも効果的です。 

 

⼀⼝メモ︓介護を魅⼒的に感じてもらえるような⼯夫 

 

（６）卒後⽀援／卒業⽣との交流 

国家試験の結果が不合格であった場合は、国家試験合格のための卒後⽀援を⾏いましょ
う。 

具体的には、補講や国家試験対策の授業や模擬試験の実施等です。この場合、卒業留学⽣
は養成校に複数回来校することになるため、現場で困っていることはないかなど、話を聞く
ことで離職の抑制にもつながります。また、相談⽀援や、勉強相談会等を在校留学⽣と合わ
せて⾏うことで、卒業留学⽣、在校留学⽣の交流の機会にもなり、それぞれのモチベーショ
ンの向上にもつながります。 

 

介護職として働くことを魅⼒的に感じてもらえるよう、授業内外で⼯夫することも重要です。 
ある養成校では、「介護がどのように魅⼒的な職業か」ということを留学⽣⾃らプレゼンテーシ

ョンする授業を⾏っています。 
また、介護の仕事＋α で利⽤者に対してどのような価値を提供できるかという点で、選択科⽬に

てアロマ・メイク・クッキング・⾳楽療法等を留学⽣に選択してもらい、地域の⼀般⾼齢者へ実践
する授業を⾏っている養成校もあります。 

出⾝国によっては、80 代〜90 代などの⾼齢者と⽇常で⼀般的に触れあう機会がなかった留学⽣
も存在することが考えられ、⾼齢者とのふれあいは、「⾼齢になるとどのような機能が衰えるの
か」等、⽼いることの理解を深めることにもつながります。その意味では、養成校で夏祭り等地域
のイベント等に参加する、なども試みとしてよいかもしれません。
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２．留学⽣の学習環境の整備 

留学⽣指導のポイント 

Point-1 

Point-2 
 

Point-3 
 
Point-4 
 

留学⽣が落ち着いて学習に励むためには、⽣活環境の整備が重要。 

⽣活全般のサポートは既存のマニュアル等が作成されているので、それを参考にすると
よい。 

⽣活全般に悩み等がある留学⽣は、学習に⾝が⼊らない傾向があるため注意が必要。 

⽣活指導は別担当等で配置し、介護教員は学習の指導に専念する。 

⽇本語学校を卒業して⽇本での⽣活に慣れている留学⽣が多いとはいえ、未だ⽇本の⽂化
に不慣れな留学⽣もいます。 

⽣活上の問題を抱えていると、学業に⾝が⼊らなくなるケースが多く、留学⽣が落ち着い
て学習に励むためにも、⽣活環境の整備が重要です Point-1。 

R2 調査では、学⼒評価試験の得点が⾼い養成校では、そうでない養成校に⽐べ、寮の整
備や礼拝所の設置等、複数の項⽬において留学⽣の学習するための環境整備を⾏っていまし
た。環境の整備は⼀定程度試験結果に結びつくことから、参考にしていただきたいポイント
です。 

 

（１）留学⽣が抱える⽣活全般の問題について 

① 住環境 

複数の留学⽣や他の在留資格の外国⼈と複数⼈でシェアハウスしているケースがありま
す。この場合、⾃宅で落ち着いて勉強ができる環境にないため、養成校に⾃習スペースを設
ける、部屋を借りるサポート、寮の整備等を⾏うことで、学業に集中できる環境が作り出せ
ます。 

② 宗教・信仰 

それぞれの宗教によって様々な服装やお祈りの儀式がありますが、それらが理由もなく否
定されたり、理解してもらえないなど、信仰する宗教に配慮がないことで不安を感じる⽅が
います。宗教によっては礼拝の部屋等を⽤意する必要もあるでしょう。 
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③ ⽂化や習慣の違い 

⺟国では「ほめられる」⽂化にいた留学⽣も多く、怒られることに慣れていない可能性も
あるため、指摘等の仕⽅にも注意が必要です。 

また、時間管理については、留学⽣が授業に遅刻すると咎められるのに、教員が授業を延
⻑することがあるなど、始まる時間には厳しいのに、終わる時間には寛容、などの⽂化に違
和感を持つ学⽣も多く存在します。 

その他、ゴミの捨て⽅がわからない、⺟国の気候との違いに慣れておらず冬は寒く⾟い
等、あらゆる観点から不安に感じることが多くあります。 

各留学⽣の特性に応じ、適切な対応が必要です。 

④ 各種保険等の事務⼿続き 

国⺠年⾦や健康保険等の社会保険のしくみを理解していない留学⽣も多く存在します。ま
た、住所変更や在留資格の期間の更新等の事務⼿続きが困難である可能性もあります。 

なお、留学⽣の健康保険については、「国⺠健康保険」が適⽤され、市区町村役場で居住
地の届出をする際に、⼀緒に国⺠健康保険の加⼊⼿続きを⾏います。⽇本に滞在する留学⽣
は必ずこの保険に加⼊しなければなりませんが、保険料は、地域やその他の事情によって異
なります。国⺠健康保険に加⼊することによって医療費（⻭の治療を含む）の 70％が減免
されるため、留学⽣⾃⾝の負担は治療費の 30％となります。 

このような⼿続きは、養成校の事務担当職員等と協⼒し、指導・対応しておきましょう。 

⑤ 修学資⾦等、お⾦に関すること 

アルバイトをしながら修学資⾦を⽀払っているだけでなく、⺟国に仕送りをしている留学
⽣も多く存在します。病気になった等でアルバイトが続けられず⽣活に困る、アルバイトを
しても⽣活費が⾜りず困る、等の事例があります。 

養成校で修学する留学⽣には、以下の奨学⾦を貸与できる可能性があるため、適宜、留学
⽣に情報提供してください。 

なお、奨学⾦については、修学するための資⾦であり、仕送りや⽇本で遊ぶためのもので
はないことを留学⽣に⼗分伝えておく必要があります。 

  



36 

図表︓留学⽣が受けることのできる奨学⾦ 

奨学⾦名 内容 
介護福祉⼠修学資⾦貸付事
業の奨学⾦ 

養成校の在学⽣で、将来、介護業務等に従事しようとする⽅に対し、資⾦の貸付を⾏う
事業です。各都道府県の社会福祉協議会が実施しており、養成校卒業後に貸主の都
道府県内において就業することを奨学⾦貸与の要件としているケースが⼀般的です 

⽇本学⽣⽀援機構の奨学⾦ 無利⼦貸与の「第⼀種奨学⾦」と利息付貸与の「第⼆種奨学⾦」があります。養成校の
奨学⾦貸与対象学科の正科⽣であり、経済的理由により修学に困難で優れた学⽣等で
あると認められる⼈であれば、奨学⾦を受けられる可能性があります 

都道府県・市町村からの奨学
⾦ 

介護職種の⼈材確保の関係から、都道府県や市町村等でも、養成校に⼊学する学⽣
に奨学⾦を給付・貸与している場合があります。ただし、養成校を卒業後の就職先が奨学
⾦の給付・貸与を受けた地域に限定される場合もあります 

介護施設等からの奨学⾦ 将来、奨学⾦の貸与を受けた介護施設で就職することなどを要件に、養成校に⼊学する
留学⽣に奨学⾦を貸与している介護施設があります 

 

⼀⼝メモ︓奨学⾦制度の活⽤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨学⾦は成績等にかかわらず利⽤できるものですが、実際に利⽤している留学⽣は多くなく、制
度を知らない、という留学⽣もいます。国家試験合格のためには⾃学⾃習が必要ですが、その時間
をアルバイトに割き、勉強時間が少なくなっている可能性も存在します。 

奨学⾦を活⽤すれば、アルバイト時間を減らせる可能性もあり、奨学⾦情報は広く留学⽣に周知
してもよいでしょう。 
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（２）⽣活全般についてのサポートについて 

留学⽣は、それぞれの個性を持っており、悩みも⼗⼈⼗⾊です。また、留学⽣のなかに
は、わからないことを「わからない」と⾔えずに困っているケースもあるほか、お⾦がない
ため医療機関にかからず体調不良を我慢しているケースもあります。それぞれの持つ不安や
疑問について、⽇頃からのコミュニケーションを⼤切にし、できる限り不安を聞き出した上
で共に解決し、健康に修学できるサポートすることが重要です。 

また、留学⽣が気兼ねなく不安を話すことができる環境という意味では、⺟国語で話せる
場があることも効果的です。⽇本語学校や⼤学、NPO 等と連携し、そのような機会を作る
のもよいでしょう。 

在留資格に関することや、⽂化の違いに関すること等、事前に想定されることについて
は、在留資格関連︓出⼊国在留管理局の⼿続きを把握する、⽂化の違い関連︓留学⽣の⺟国
の状況や環境を調べて職員が理解しておく、等の対応も重要です。 

留学⽣への⽣活全般のサポートをする際には、国・⾃治体等が作成している既存のマニュ
アルも活⽤できます Point-2。例えば、東京都や警視庁が作成している「外国⼈在留マニュ
アル」（右記イメージ）では、ゴミ出しのマナーから在留資格の⼿続きに関することまで
様々な事柄が、簡潔に、かつ⽇本語のふりがな付きで記載してありますので、⽬を通してお
くとともに、留学⽣にも情報提供すると良いでしょう。 

なお、留学⽣にとって、こういった⽣活全般の事柄に悩んでいると学
習の妨げになる Point-3 だけでなく、教員の時間をこれらのサポートに
費やしすぎると、学習の指導の時間を圧迫し兼ねないため注意が必要で
す。⽣活サポートについては、⽣活⽀援担当等の専⾨に対応する⽅を設
置する、複数の教員で連携するなど、学習指導の妨げにならないように
しましょう Point-4。 
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３．養成校での留学⽣指導についてのまとめ 

令和元年度に当協会が⾏った R2 調査の結果から⾒ると、⾼得点を取ることのできる養成
校と、そうでない養成校においては取組内容、体制においても差があることがわかっていま
す。質の⾼い介護⼈材を輩出いただくことを養成校は第⼀に考えているところではあります
が、その質を担保するという意味でも、国家試験に合格する必要があります。 

各養成校の状況に応じた対応が必要となってきますが、本ガイドラインに掲載する事柄を
参考に、養成校の留学⽣受け⼊れ体制の⾒直しや、指導の参考にする等、ご活⽤いただけれ
ばと考えます。 

 

⼀⼝メモ︓⾼得点の養成校の特徴 

 

 
 
 
 
 

 

当協会が⾏った学⼒評価試験で 75 点以上の養成校平均点を取得した養成校のアンケート結果、
およびヒアリング結果から⾒えた特徴として、以下のものが挙げられます。留学⽣の学習習得段階
にあわせて介護や⽇本語の学習を⼿厚くサポートしている様⼦がうかがえました。 
 ⼊学時の⽇本語能⼒試験の要件を N2 以上と設定しているため、学習に必要な⽇本語理解／

学習能⼒のある留学⽣が⼊学している。 
 ⼀般的なテキストを使⽤して授業を⾏っており、留学⽣⽤に特別な教材を⽤意していない

が、介護学習をサポートするための専⾨部署を設置したり、⽇本語の学習をサポートするた
めの体制を構築する等、学習のサポート体制を⼗分に整備している。 

 留学⽣に対して個別の進捗管理を⾏い、レベル別に指導を⾏っている養成校も多く、これ以
上留学⽣の⼈数が増えると対応ができなくなる等の理由から、現状以上の留学⽣数の増加に
は積極的ではない。 

 国家試験対策は模試・ミニテストの実施、介護の補講も⾏っていますが、留学⽣の⾃主性に
も任せている部分もあり、留学⽣の能⼒によって実施頻度は変えている。 



39 

Ⅲ. 国家試験で使⽤される⽇本語を理解する 

１．国家試験で登場する⽇本語を理解する 

留学⽣指導のポイント 

Point-1 

Point-2 
 

Point-3 

まずは国家試験の⽇本語を知ることが重要。 

国家試験で使⽤されている語彙の分野は多岐にわたるため、外国⼈は国家試験の語彙を
難しいと感じ、ひいては国家試験の⽇本語が難しいと感じる。 

国家試験で使⽤されている⽂法は、それほど多くの⽂法事項が使われているわけではな
い。 

（１）国家試験の⽇本語をよく⾒てみよう 

介護福祉⼠国家試験は外国⼈にとって、難しいとよく⾔われます。特に⽇本語が難しいこ
とが外国⼈の合格率が低い理由に挙げられることが多い現状があります。国家試験は⽇本語
による試験であり、⽇本語を 1〜2 年ぐらいしか勉強していない外国⼈にとって、難しいの
は当然のことです。 

では国家試験の⽇本語の何がどう難しいのでしょうか。まずは、⽇本語という観点から国
家試験をよく⾒てみる必要があります。国家試験の⽇本語を知ることで、国家試験対策の指
導⽅法も⾃ずと⾒えてくる Point-1 のではないでしょうか。 

 

（２）国家試験の⽇本語の何が難しいのか 

国家試験の問題を開くと、⼀⾒して難しいと感じるでしょう。それは「なぜか」。使われ
ている語彙が難しいからです。介護専⾨の漢字語彙です。誤解のないようにしたいのは、あ
くまでも専⾨語彙で普段の⽣活では使⽤することが少ないという意味です。 

第 31 回、第 32 回の国家試験をみると問題 1 は事例問題になっています。10 ⾏ほどの⽂
と使われている漢字の⾔葉に圧倒され緊張するかもしれません。第 32 回の国家試験の問題
1 から漢字語彙を拾ってみると、「⼈⼯透析、延命治療、選択、意思決定、計画書、最期、
提供、責任者、対応、意向、想定」などの漢字語彙が使われています。 

この章では、留学⽣への指導に関し、前提となる「国家試験の⽇本語」について記
載しています。養成校の教員が留学⽣の国家試験対策を⾏う上で基礎中の基礎となる
考え⽅であり、まずこの内容を理解いただき、各教員の皆様におかれましては留学⽣
の指導にあたっていただきたいと考えます。 
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国家試験の⽇本語が難しいと感じるのは、全体を通しての漢字語彙の難しさによるものだ
と考えられます。 

 

（３）語彙が難しいのはなぜか 

国家試験の語彙が難しい理由として次の 2 点が考えられます。 

まず 1 点⽬は、使⽤されている語彙数が多いということです。⼀般社団法⼈国際交流＆
⽇本語⽀援 Y は EPA 介護福祉⼠候補者に国家試験対策のテキストを提供していますが、そ
の中の 1 冊に「介護の⾔葉と漢字国家試験対策ウォーミングアップ」があります。同テキ
スト作成にあたり、7 年分の国家試験から漢字語彙を抜き出してみたところ、約 22000 語
ありました。はっきりした記録がないのが残念ですが、その中で使⽤頻度 15 回以上の漢字
語彙はそれに⽐べてずっと少なく、約 300 語彙ぐらいではなかったかと記憶しています。
このことからみても、使⽤されている語彙数が多いということがわかります。 

2 点⽬には、使⽤されている語彙の分野が多岐に渡っているということが挙げられます。 

国家試験の科⽬は 12 科⽬あり、「憲法第 25 条からジャガイモの芽まで」と例を挙げた
ことがありますが、法律、制度から家事、⼈体、病気など、それぞれに使われる語彙の種類
が違っています。 

以上 2 点から、外国⼈が国家試験の語彙は難しいと感じること、ひいては国家試験の⽇
本語が難しいということになっている Point-2 と考えられます。 

 

（４）⽂法について 

国家試験には⽇本語の難解な⽂法が使われているから、⽂章の理解を困難にしているとい
うこともよく聞きます。はたしてそうでしょうか。ここでも、国家試験の⽂章をよく⾒てみ
ましょう。 

第 32 回の国家試験では、総合問題を除いて、事例⽂は 113 問中 27 問あります。そのう
ち 5 ⾏以上の⽂の事例⽂は 11 問です。国家試験では⻑⽂は少なく、⽂章が短いということ
は、そこで使われる⽂法事項は少ないということです。結論からいうと、国家試験の⽇本語
⽂法は決して難しくないといえます。総合問題の事例⽂以外、⻑⽂は少なく、2〜3 ⾏ほど
の⽂の事例問題、1〜2 ⾏の問題指⽰⽂となっています。選択肢では語彙選択の問題も多く
あります。以上から、それほど多くの⽂法事項が使われているわけではなく、構⽂もほとん
どが「〜は、〜である」という単純な構⽂でできています Point-3。 

前述したテキスト「介護の⾔葉と漢字国家試験対策ウォーミングアップ」作成の際に国家
試験で使われている⽂法事項も取り出してみました。結果、テキストにも提⽰しています
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が、国家試験の中の⽇本語⽂法は初級の基本⽂型約 100〜110 の⽂法に 25 ぐらいの⽂法項
⽬があれば理解できるとしています。 

 

２．介護福祉⼠国家試験に必要な⽇本語⼒ 

留学⽣指導のポイント 

Point-1 
 

Point-2 
 

Point-3 

国家試験で使⽤される⽇本語が 100％理解できなくても、読めて、何が書かれているの
か、何を聞かれているのか⼤体わかればよい。 

⼀つひとつの漢字の意味を理解し、わからない語彙があっても意味が類推できることが
重要。 

読解⼒（わからない⾔葉があったときの意味の類推の仕⽅、⽂の意味がとれないときの
類推の仕⽅等）をつけることが必要。国家試験の問題に近いものを活⽤し、多くの⽂を
読んで読み慣れることが必要。 

 

（１）介護福祉⼠国家試験は⽇本語の試験ではない 

前提として、介護福祉⼠国家試験は⽇本語の試験ではないという意識をしっかりもってほ
しいと思います。試験問題に使われている⽇本語が 100％理解できなくても、読めて何が書
かれているのか、何を聞かれているのかが、だいたいわかればよしとしたいところです 

Point-1。 

では、国家試験の⽇本語がだいたいわかるためには何が必要でしょうか。それは類推⼒だ
と考えます。何について書いてあるのか、何が問われているのかを類推できる⼒を養ってい
く必要があります。 

 

（２）類推⼒のために必要となる「漢字」、「漢字語彙」、「読解⼒」 

漢字学習は⾮漢字圏の学習者にとっては、⽇本語学習の中で困難なものの⼀つになってい
ます。現⾏の国家試験では外国⼈は「ふりがな付き」の試験問題を選択できますが、ひらが
なは読めても意味はわかりません。前述でも漢字語彙の理解の必要性は説明しましたが、そ
のためには⼀つひとつの漢字の意味を理解することが重要になります。⼀つひとつの漢字の
意味が漢字語彙の意味になり、語彙の意味が⽂の意味になります。わからない語彙があった
としても、漢字の意味がわかれば語彙の意味が類推できて、⽂の意味も類推できるようにな
ります Point-2。 

国家試験だけを考えれば、漢字は書けるようになる必要はありません。読めて意味がわか
ればよいわけであり、究極は読めなくても、意味がわかればよいということになります。⼀



42 

つひとつの漢字の意味を理解することが、国家試験の⽇本語が理解できるようになる近道で
あると考えます。 

 

（３）読解⼒ 

国家試験の内容を読みとる読解⼒についてです。まずは多くの⽂を読んで読み慣れること
が必要です。わからない⾔葉があったときの意味の類推の仕⽅、⽂の意味がわからないとき
の類推の仕⽅などを学習し、⽂意を読み取る練習をする必要があります Point-3。⽇本語の
⽂章であれば、どんなものでも読解⼒はつけられるかもしれませんが、時間をとって勉強す
るのであれば、国家試験に近いものを使⽤するほうが効果的です Point-3。EPA 候補者に
は、国家試験の事例⽂を使った読解教材「段階別事例問題読解」を提供しています。 

 

３．介護専⾨学習をしながら、どう国家試験に対応できる⽇本語⼒をつ
けていくか 

留学⽣指導のポイント 

Point-1 

Point-2 

漢字語彙の類推⼒をつけるために漢字の語彙学習を⾏うことが重要。 

留学⽣にテキスト等を⾳読してもらうことで、教員は留学⽣の⽇本語⼒・理解⼒を測る
ことができ、留学⽣は⾃分が読めない、理解していないということに気づく、授業に集
中するきっかけができる等のメリットがある。 

 

（１）漢字学習・漢字語彙学習 

漢字の意味の理解が国家試験の⽇本語の理解につながるということは前述しました。多く
の養成校で⼊学後、⽇本語学習の授業が組まれていると聞いています。そこでどのような⽇
本語学習をしているかは定かではありませんが、漢字に特化した学習を実施していないので
あれば、是⾮加えてほしいと思います Point-1。その際に注意したいのは、漢字学習といっ
ても、読めること、書けること、漢字の書き順ではないということです。もちろん、上記の
ものが不要ということではありませんが、まず、⼀つひとつの漢字の意味、そしてそこから
漢字語彙の意味を類推する⼒を⾝につけることを指導していただきたい Point-1 と思いま
す。 

もう⼀点、漢字学習で意識してほしいのは、漢字の訓読みです。漢字の熟語は読めても、
使われている漢字の訓読みがわからない学習者が多くいます。「担当」はわかるが、「担
う」はわからない。「補給」はわかるが、「補う」はわからない。「誤嚥」／「誤る」。
「試験」／「試みる」などが挙げられます。「⽣」という漢字は「先⽣、⽣活」など、漢字
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としても⾔葉としても初級の段階で学習するのでよく知っているものですが、「⽣かす、⽣
じる」を知らない学習者も多くみられます。介護の専⾨学習でも、国家試験でも、「⽣か
す、⽣じる」はよくでてくる⾔葉です。漢字の訓読みは漢字の意味になっていることから、
訓読みがわかることは、漢字語彙の意味の類推にもつながることを漢字指導の念頭に置いて
ほしいと思います。 

次に専⾨学習の中での漢字と漢字語彙の学習について、少し述べておきましょう。 

介護の専⾨学習の中でも、漢字の専⾨⽤語は限りなく多くあります。国家試験に向けての
重要語彙になっているものです。授業の中で、専⾨⽤語の説明に漢字の意味から⾔葉の意味
が理解できるということを加えると、漢字語彙の意味の類推⼒がついてくると思います。以
下、漢字語彙から類推した例を挙げておきます。 

※第 32 回国家試験問題にも出題されているものは、（第 32 回）と記載しています 

図表︓漢字語彙を類推した例 

語彙 類推例 
⾃⼰覚知（第 32 回） 「⾃」と「知」の漢字から、「⾃分を知ること」であると類推する 

補⾜性（第 32 回） 「補」と「⾜」の漢字から、「⾜りないものを補うこと」であると類推する 

 

（２）⾳読の勧め 

授業の中で学⽣にテキストなどを⾳読させることがありますか。⾳読は教員にも学習者に
も有⽤だと考えます。教員からすると、⽂を正しく区切れるか、漢字語彙が読めるかなどか
ら、⽇本語⼒、理解⼒を測ることができます。学習者にしても、⾃分が読めない、理解して
いないということに気づく、授業に集中するきっかけができるという効果があります 

Point-2。 

重要なものは、覚えるまで⾳読してほしいと思います。先に EPA に提供している読解教
材「段階別事例問題読解」を紹介しましたが、指導⽅法として問題を解き、内容を理解した
後は、暗誦できるまで⾳読することを推奨しています。これにより、⽂中の専⾨⽤語を覚え
ることができます。また、多くの⽂を頭に⼊れることで、発話⼒、⽂章⼒にもつながりま
す。⾳読、暗誦は⼩学⽣のようだと思われるかもしれませんが、案外効果のあるものです。 

授業ごとに⼀⽂でもよいので、これだけは覚えたいというものを⾳読、暗誦することをお
勧めします。 
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（３）国家試験の問題⽂の読み取り⽅ 

介護福祉⼠国家試験は⽇本語の試験ではありません。当然ながら介護の知識がなければ正
答に⾄ることはできません。そして、国家試験で使⽤される⽇本語を 100％覚えることは難
しく、まず、何が書いてあるか、何を聞いているかが、だいたいわかればよしとしましょ
う。以下、過去の国家試験問題の中から例を出しましたので、ご確認下さい。 

※第 32 回国家試験問題にも出題されているものは、（第 32 回）と記載しています 

① 漢字語彙の捉え⽅ 

漢字語彙の捉え⽅を理解しておけば、熟語等の意味がわからなくても、読み取れる場合が
あります。 

図表︓語彙の捉え⽅の例 

語彙 読み取り⽅ 
配慮（第 32 回） 「慮」の意味を類推すると、漢字の中の「思」に注⽬すれば、「慮」は「思う」と考えられ、だい

たいの意味はとれます 

不慮 「慮」は「思う」で、「不」は「ない」ですから、「不慮」は「思わない」と考えます。よく使われる
「不慮の事故」は「思わない事故」「思っていなかった事故」と考えられます 

閲覧 「覧」の意味を類推すると、漢字の中の「⾒」に注⽬すれば、「覧」は「⾒る」と考えられ、だい
たいの意味はとれます 

画⼀化 「⼀」と「化」は知っています。「⼀つになる。⼀つにする」と考えます 

挿⼊（第 32 回） 細かい意味はともかく、「⼊れる」という意味です 

設置（第 32 回） 細かい意味はともかく「置く」という意味です 

 

② 頻出する⾔葉 

国家試験に頻出する⾔葉は、おさえておくことが必要です。 

図表︓国家試験に頻出する⾔葉の例 

語彙 読み取り⽅ 
控える 〜しないようにする、もうすぐある 

促す 〜するように⾔う 

勧める 〜しましょう、〜したほうがよいです、と⾔う 
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③ 「する」と考えれば⽂意が取りやすい⾔葉 

「⾏う」「営む」「図る」「講じる」「処する」「実践」「実⾏」「実施」「施⾏」など
は、『する』と理解しておけば⽂意がとりやすいです。 

 

④ ⻑い漢字の⾔葉の捉え⽅ 

法律、制度、病気の⾔葉には⻑い漢字の⾔葉が多くありますが、意味の捉え⽅を学習すれ
ば、⾔葉の意味するところがわかりやすいものになります。以下のように、漢字は便利なも
のです。難しいと思わず、捉え⽅がわかれば容易なものになることを、学習者にも理解して
ほしいと思います。 

図表︓⻑い漢字の捉え⽅の例 

ケース 読み取り⽅ 
２⽂字で区切るとわかりやすくな
る場合 

漢字語彙は 2 ⽂字のものが圧倒的に多いですから、基本は 2 ⽂字で区切ります。第 32
回の問題で誤答理由に挙げられていた「介護予防⽇常⽣活⽀援総合事業」を例にとる
と、きれいに 2 ⽂字ずつに区切れます 
「介護／予防／⽇常／⽣活／⽀援／総合／事業」 
区切った上で、⼀語⼀語の意味をとっていけば、全体の意味がわかります 
 

「介護を・予防すること・いつもの・⽣活をすることを・⽀援する・まとめた・仕事」 

属性を表す漢字が含まれている
場合 

以下の漢字は属性を表す漢字であることが多いので、⼀⽂字で区切ります 
者―⼈ 
所―場所 
病・症・疾患・炎―病気の名前 
剤―薬 
法―法律・⽅法 
費―かかるお⾦   などです。 

 
第 32 回の問題に問題 22．33．34 の事例⽂、85．103 と 5 回も登場した介護保
険サービス「認知症対応型共同⽣活介護」を例にとります 
「認知／症／対応／型／共同／⽣活／介護」 
 
この場合は「症―病気」「型―タイプ・種類」を表します。認知症は区切る必要がないので
すが、練習として考えてください 
区切った上で、⼀語⼀語の意味をとっていけば、全体の意味がわかります 
 

「認知の・病気・に合わせる・タイプで・いっしょに・⽣活する・介護」 

⼩さい、多いなどの形容詞が含
まれている場合 

⼩さい、⼤きい、などの形容詞も 1 ⽂字で区切ります 
⼩、⼤、少、多 などです。 

 
介護保険サービスの名称「⼩規模多機能型居宅介護」を例にとります 
「⼩／規模／多／機能／型／居宅／介護」 
 
「看護⼩規模多機能型居宅介護」は「複合型サービス」という名称でしたが、「複合型サー
ビス」ではサービスの内容を推し量ることはできません。しかし、「看護⼩規模多機能型居
宅介護」となると何をするサービスなのかが、⽂字を分けるとだいたいわかります 
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⑤ ⽂の捉え⽅ 

事例⽂、選択肢の中には、わからない⾔葉も多くあると思います。しかし、⼀つの⾔葉の
意味がわからないからといって、⽂全体の意味がわからなくなるでしょうか。わからないこ
とに捕らわれて、⽂意を⾒失ってしまうかもしれません。また、その⾔葉のために、問題が
解けないでしょうか。わからない⾔葉があったら、その⾔葉を消してみてください。 

第 32 回国家試験の問題 1 は事例問題ですが、使われている専⾨⽤語が難しく、理解できな
かったとしてあがっていた語彙も多かったものです。では、この問題から、理解できなかっ
たとされた語彙を消してみましょう。加えて、学習者が知らないと思われるものをいくつか
⾚線で消しました。 

図表︓第 32 回国家試験問題 

問題 読み取り⽅ 

問題 1 A さん（78 歳、⼥性、要介護 3）は、訪問介護（ホームヘルプサービス）を
利⽤している。72 歳から⼈⼯透析を受けている。透析を始めた頃から死を意
識するようになり、延命治療を選択する意志決定の計画書を作成していた。し
かし、最近では、最期の時を⾃宅で静かに過ごしたいと思い、以前の計画のま
までよいか気持ちに迷いが出てきたので、訪問介護（ホームヘルプサービス）
のサービス提供責任者に相談した 
 
サービス提供責任者の対応として、最も適切なものを⼀つ選びなさい 
 1「この計画書は、医療職が作成するものですよ」 
 2「⼀度作成した計画書は、個⼈の意向で変更するのは難しいですよ」 
 3「意思確認のための話合いは何度でもできますよ」 
 4「この計画書は、在宅ではなく病院での治療を想定したものですよ」 

 

どうでしょうか。わからない⾔葉を消しても、おおよその意味がとれたのではないでしょ
うか。ただし、正答が選べるかどうかは介護の知識をいかに習得しているかによります。 

 

４．まとめ︓「国家試験で使⽤される⽇本語を理解する」とは 

⼀般社団法⼈ 国際交流＆⽇本語⽀援 Y  橋本由紀江（第Ⅲ章 監修） 

EPA 介護福祉⼠候補者に対して、国家試験対策指導を 10 年余やってまいりました。国家
試験に臨む彼らに少々乱暴ではありますが、⼼構えとして、以下の⾔葉を伝えています。 

「わかること、知っていることから考えよう︕わからないものは消しちゃおう︕」 

介護福祉⼠国家試験に合格するために最も必要なのは、⽇本語ではなく、介護専⾨の知識
です。介護福祉⼠資格取得のための学習は、内容も多く、⽇本語がまだまだの外国⼈にとっ
て、負担は⼤きいと思います。⽇本語の⾯で、できるだけ苦労しなくてもよいようにと考え
てきました。今回の内容が、留学⽣の指導のヒントになれば幸いです。  
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巻末参照編. 令和元年度国家試験 誤回答の分析 

１．本資料の概要 

国家資格取得に向けた試験合格のためには、過去問に挑戦するなど、その傾向に慣れること

が必要です。なかでも、⽇本⼈にとっては容易に理解できそうなことも、留学⽣にとっては理

解が難しいという場合があります。 

当協会では、全国にある養成校 53 校から 2 年次の留学⽣約 410 名の協⼒を得て、令和 2 年 10

⽉、試⾏試験（内容は第 32 回介護福祉⼠国家試験）を実施することができました。実施⽅法は、

各養成校のスケジュールによって、午前・午後それぞれの問題を別⽇で、あるいは、領域ごと

に⽇を跨いで実施するなど⽅法はさまざまでした。 

ご協⼒いただいた養成校には、試⾏試験実施ののち、採点結果の振り返り時間を設けてもら

い、各教員による留学⽣への聞き取り調査を⾏っていただきました。そのうち 9 校では、⺟国語

記載の試験問題にも留学⽣に⽬を通してもらい、⺟国語ならわかる、あるいは、わからないな

どの意⾒を出してくれました。本資料は、それらの内容を整理したものです。 

各養成校におかれましては、模擬試験実施後の誤回答理由分析を⾏う際、「留学⽣はどのよう

なポイントで問題を間違えやすいのか」その傾向を理解していただくために、本資料を活⽤い

ただき、指導の⼀助にしていただければと思います。 

 

２．本資料の活⽤⽅法 

（１）はじめに 

本資料の構成は、以下の①②の⼆部構成となっています。それぞれ、第 32 回国家試験問題と

⼀緒に読み合わせることを前提に作成しました。 

 

① 介護の知識及び⽇本⽂化など関する誤回答理由（第 1 問〜第 125 問）︓P50〜P66 

② ⽇本語に関する誤回答の理由（第 1 問〜第 125 問）︓P67〜P83 

 

⼀つの問題の誤回答理由を知るためには、①と②それぞれを⾒ていく必要があります。そう

することで、介護に関わる知識不⾜による誤答か、あるいは、⽇本語能⼒の問題による誤答か、

どちらの要因がより⼤きいのかを確認することができます。 

以下、具体的に、本資料の読み⽅を説明します。 

 
 
 



48 

 
 
 

この問題を、本資料と照合させると、以下のようになります。 

 

① 介護の知識及び⽇本⽂化に関する誤回答理由より（P52） 

 
 
 

 
 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

領
域 

科
⽬ 

正答率 № 
誤答理由（太字表記︓複数回答だったもの） 

学習課題 誤選択
№ 

誤答理由 

⼈
間
と
社
会 

社
会
の
理
解 

55% 14 

「⾃閉症」「障害者虐待防⽌
法」 

― ⾃閉症者に対する声掛け⽅法の知識不⾜/どうすれば（⾃閉症者へ）対応できるかわか
らない/利⽤者を中⼼に考えることの理解不⾜/⾃閉症に対しての⽀援技術の知識不⾜/
⾃閉症の対応と認知症の対応が同じになっている/⽂章は理解できていたが、純粋に間
違えていた/⾃分の考えで答えた/２つの選択肢で迷った/選択肢３「古紙として再利⽤
しますからね」という声かけがわからない(リサイクルの仕組みがわからない） 

 

【具体例】第 32 回 介護福祉⼠国家試験問題より 

問 14. 

⾃閉症（autism）の E さん（22 歳、男性、障害⽀援区分５）は、就労⽀援施設に通所し

ている。こだわりが強く、毎⽉購⼊している雑誌を処分するとパニックになってしまう。 

「障害者虐待防⽌法」の視点を踏まえて、E さんの気持ちが安定するように、施設の介護

福祉職が E さんにかける⾔葉として、最も適切なものを１つ選びなさい。 

 

 1．「決まりですから捨てますよ」 

 2.「読みたい雑誌はとっておきましょう」 

 3．「古紙として再⽣利⽤しますからね」 

 4．「Ｅさんにこの雑誌をあげるわけにはいかないんですよ」 

 5．「次の新しい雑誌がきますよ」 

正答︓2  

「2 つの選択肢で迷った」との声が複数、寄せられ
ました。ほかに、⾃閉症のこと、認知症との違い、
リサイクルの仕組みがわからない（＝⽇本⽂化や社
会への理解不⾜）といった理由が挙げられました。 

領域︓⼈間と社会 科⽬︓社会の理解 正答率︓55％（2 年次 10 ⽉時点）№︓問題番号 

教員が知識・理解不⾜と考えた項⽬
をキーワード化。この問題では、「⾃
閉症」と「障害者虐待防⽌法」につ
いて、より丁寧な指導が求められま
す。 
※ 複数回答あったものは太字にしています 

誤選択№︓⾃明な誤選択№とそれ以外「－」 
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⼀⽅、同じ問題を、②⽇本語に関する誤回答理由から読み取ると、 

② ⽇本語に関する誤回答理由より（P68） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

本資料は、聞き取り調査の内容全てを、読みやすく整理したものです。 

そのため、同じ誤回答理由のなかには、『全くわからない/⽂章問題は読むことが気にならず、む

しろ⽂章問題を得意としていた』（P62 問題 85.）のように、全然わからないという声の⼀⽅で、

得意だとする真逆の声も、全て⼀つに収めています。あらかじめ、ご留意ください。 

また、125 問全ての記述を⼀度に読んでいただくことはもちろん、領域や科⽬ごとに読んだり、

選択肢が「⾔葉かけ」になっている設問だけ抜き出したりするなど分析の⽅法は、いくつか考

えられます。国試対策担当の教員の皆様におかれましては、同じ問題を取り上げる際の教案作

成時に、事前の検討材料にしていただきたいと思います。 

最後に、調査にご協⼒いただいた養成校 53 校及び 400 名を超える留学⽣の皆さんに、貴重な

時間を割いていただいたこと、⼼より感謝申し上げます。留学⽣の「わからない」が「わか

る︕」の声になるよう、本資料が活⽤されることを願っております。 

領
域 

科
⽬ 

正答率 № 
不明語彙 ⼀覧（太字表記︓複数回答だったもの） 

誤答理由 抜粋（太字表記︓複数回答だったもの） 
設問⽂（事例⽂ 含む） 選択肢 1〜5 

⼈
間
と
社
会 

社
会
の
理
解 

55% 14 

「障害⽀援区分」「就労⽀
援施設」 
「こだわり」「処分」「パニ
ック」 
「購⼊している雑誌」「介
護福祉職」 
「障害者虐待防⽌法」 

 
 
 
 
 

選択肢 2.「とっておきましょう」を「取る」と解釈した/事例の状況
がわからない/問題⽂を読んで、その意味を理解することができなか
った/混乱して、⽇本語の問題だと思った/問題⽂が正しく理解できて
いない/⽇本語の意図がつかめない/⽇本語の理解不⾜/使⽤語彙が分
からない/意味が分からない/話し⾔葉は理解しづらかった.例えば、
選択肢５. 「雑誌がきますよ」の「きますよ」という⾔葉に引っかか
った/⾔葉かけの⾔い回しが理解できなかった/⽇本語での答え⽅わ
からない/⽇本語の話ことばが⺟国語だとわかりやすかった/ベトナ
ム語で意味がわからなかった 

 

領域︓⼈間と社会 科⽬︓社会の理解 正答率︓55％（2 年次 10 ⽉時点）№︓問題番号 

この問題では、設問⽂の 8 語がわからないとの結果になりました。⼀⽅、選択肢で不
明とした留学⽣はいません。 
※ 複数回答あったものは太字にしています。 

この問題では、「意味がわからない」という声が複数でした。その理由として、事例の状況
や選択肢の⽂章表現が理解しづらいなど、複合的な要因が重なっていることがわかります。
解説時間を⻑めに設定し、設問⽂・選択肢いずれも、丁寧な指導内容が求められます。 
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」に

つ
な

げ
て

考
え

て
しま

った
/計

画
書

は
「医

療
職

」が
作

成
す

る
も

の
だ

とい
う思

い
込

み
/延

命
治

療
の

計
画

書
を利

⽤
者

が
作

成
で

きな
い

と考
え

た
 

4 
困

って
い

る
＝

⾃
分

た
ち

の
働

い
て

い
る

（
ア

ル
バ

イト
先

）
の

施
設

に
⼊

る
と安

⼼
で

き
る

の
で

は
︖

と思
った

 

61
%

 
2 

 
権

利
擁

護
 

－
 

「代
弁

」は
知

って
い

る
⾔

葉
だ

った
が

、「
アド

ボ
カシ

ー
」に

つ
な

が
らな

か
った

/意
思

を
代

弁
・・

・聞
い

た
こと

は
あ

る
が

忘
れ

た
/勉

強
した

が
忘

れ
て

しま
った

 

⼈
 

間
 

48
%

 
3 

 
⾃

⼰
覚

知
 

 
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
 

 
ラポ

ー
ル

形
成

な
ど介

護
の

基
本

的
視

点
 

５
 

選
択

肢
５

「⾃
⼰

の
価

値
観

を他
者

に
合

わ
せ

る
」だ

と思
った

/⾃
⼰

覚
知

の
こと

は
わ

か
った

が
、正

答
№

２
と

５
（

誤
答

）
で

迷
った

 
－

 
⾃

⼰
覚

知
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/純
粋

に
⾃

⼰
覚

知
に

対
す

る
知

識
が

な
か

った
/⾃

⼰
覚

知
の

意
味

を
深

くわ
か

らな
か

った
/勉

強
した

が
忘

れ
て

しま
った

/⾔
葉

の
意

味
は

わ
か

って
い

た
/「

洞
察

」等
意

味
が

わ
か

って
も

知
識

が
な

い
 

社
 

会
 

の
 

理
 

解
 

83
%

 
4 

 
⾼

齢
者

との
コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

の
配

慮
 

5 
選

択
肢

５
「た

くさ
ん

の
⼈

が
い

る
、に

ぎ
や

か
な

場
所

で
話

す
」と

正
答

の
選

択
肢

１
とで

悩
ん

だ
 

4 
「配

慮
」す

る
こと

を
考

え
、「

表
情

が
あ

ま
り⾒

え
な

い
」選

択
肢

４
を選

択
した

 
－

 
実

習
先

で
の

対
応

を
連

想
で

き
る

た
め

理
解

しや
す

い
 

50
%

 
5 

 
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
 

 
⾃

助
・互

助
・共

助
・公

助
 

 
地

域
福

祉
 

 
⽇

本
の

法
律

、（
福

祉
）

制
度

 

－
 

「社
会

保
障

制
度

」の
意

味
が

わ
か

らな
い

/公
的

扶
助

の
理

解
が

で
き

て
い

な
か

った
/「

公
助

」と
「共

助
」の

違
い

が
わ

か
らな

か
った

/「
互

助
」と

「共
助

」の
違

い
が

わ
か

らな
か

った
/「

共
助

」は
近

所
の

助
け

合
い

と覚
え

て
い

た
た

め
(原

⽂
の

まま
）

、社
会

保
障

制
度

に
含

まれ
な

い
と思

った
 

 

66
%

 
6 

 
働

き
⽅

改
⾰

 
 

⽇
本

の
労

働
環

境
 

－
 

「働
き⽅

改
⾰

」と
い

う⾔
葉

は
知

って
い

た
が

、試
験

勉
強

で
は

して
い

な
か

った
/⽇

本
の

働
き

⽅
改

⾰
が

理
解

で
き

な
い

/「
働

き⽅
改

⾰
」に

つ
い

て
勉

強
をし

て
い

な
か

った
/ベ

トナ
ム

で
は

働
き

た
い

時
に

働
くと

い
う考

え
⽅

の
た

め
時

間
に

縛
られ

る
とい

う考
え

⽅
が

わ
か

らな
い

/働
き

⽅
を

含
め

た
働

くイ
メー

ジ
が

つ
か

め
な

か
った

/「
働

き
⽅

改
⾰

」の
施

策
を知

らな
か

った
/紛

らわ
しか

った
 

57
%

 
7 

 
介

護
保

険
制

度
 

 
福

祉
事

務
所

の
役

割
 

 
⽣

活
相

談
員

の
業

務
内

容
 

 
年

⾦
 

 
⽣

活
保

護
 

1
も

しく
は

2 
お

⾦
が

な
い

な
ら、

サ
ー

ビス
を

使
わ

な
け

れ
ば

よ
い

と思
った

/選
択

肢
の

⽂
に

「中
⽌

」と
書

い
て

い
た

か
ら/

「⾦
銭

厳
しい

→
相

談
す

る
」が

つ
な

が
らな

か
った

/サ
ビ担

会
議

で
B

さん
の

や
め

た
い

気
持

ち
を

伝
え

る
と思

った
/相

談
事

だ
った

た
め

、ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャー

が
関

係
した

選
択

肢
が

正
解

だ
と思

った
/利

⽤
者

の
困

難
の

解
決

先
は

、ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャー

だ
と思

った
/「

C
⽣

活
相

談
員

の
対

応
とし

て
」を

読
み

落
とし

て
い

て
、選

択
肢

に
あ

る
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャー
が

す
る

こと
と勝

⼿
に

解
釈

して
しま

った
/⾃

分
の

考
え

で
答

え
た
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

⼈
 

間
 

と 社
 

会
 

社
 

会
 

の
 

理
 

解
 

35
%

 
8 

 
⽇

本
の

社
会

保
障

制
度

 
 

社
会

保
障

財
政

 
 

後
期

⾼
齢

者
医

療
制

度
 

－
 

社
会

保
障

の
財

源
の

整
理

と使
⽤

先
が

複
雑

で
理

解
で

き
な

い
/⾃

分
の

⽣
活

に
関

係
の

な
い

こと
に

は
興

味
が

沸
か

ず
、理

解
が

進
ま

な
い

/社
会

保
障

の
細

か
な

とこ
ろ

ま
で

覚
え

き
れ

て
い

な
い

/社
会

保
障

に
つ

い
て

全
く知

識
が

な
か

った
/制

度
に

つ
い

て
想

像
・理

解
が

で
き

な
か

った
/給

付
額

、対
象

に
つ

い
て

把
握

して
い

な
い

/国
の

⼀
般

会
計

予
算

の
理

解
が

で
き

な
か

った
/デ

ー
タを

勉
強

した
こと

が
な

く、
知

識
が

不
⾜

して
い

た
/年

号
が

出
て

くる
と苦

⼿
 

64
%

 
 

9 

 
介

護
保

険
制

度
の

知
識

 
4 

「第
⼀

号
被

保
険

者
の

保
険

料
は

、都
道

府
県

が
徴

収
す

る
」だ

と思
った

 
－

 
⾔

葉
は

理
解

で
き

て
い

た
が

、介
護

保
険

制
度

の
被

保
険

者
の

要
件

に
つ

い
て

理
解

す
る

こと
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

/第
⼆

号
被

保
険

者
の

年
齢

を
勘

違
い

して
い

た
/被

保
険

者
に

関
す

る
正

確
な

理
解

不
⾜

/被
保

険
者

と保
険

者
を

勘
違

い
して

い
る

/「
医

療
保

険
」と

「年
⾦

」を
混

同
した

/紛
らわ

しか
った

/覚
え

る
こと

が
多

くて
、き

ち
ん

とし
た

知
識

に
な

って
い

な
い

 

34
%

 
10

 
 

介
護

予
防

・⽇
常

⽣
活

⽀
援

総
合

事
業

に
含

ま
れ

る
サ

ー
ビス

内
容

 
 

介
護

予
防

 
 

⽇
本

の
福

祉
制

度
 

－
 

要
⽀

援
者

の
総

合
事

業
とい

う範
囲

が
理

解
で

きな
い

/「
障

害
者

総
合

⽀
援

法
」と

「総
合

事
業

」が
混

同
され

て
お

り、
わ

か
らな

い
/介

護
保

険
の

介
護

給
付

と予
防

給
付

の
違

い
が

わ
か

らな
い

/選
択

肢
1.

「家
族

介
護

⽀
援

事
業

」は
、介

護
予

防
・⽇

常
⽣

活
⽀

援
総

合
事

業
で

は
な

く、
地

域
⽀

援
事

業
の

な
か

の
任

意
事

業
で

あ
る

が
、「

任
意

事
業

」と
い

う意
味

が
わ

か
らな

い
 

27
%

 
11

 
 

障
害

福
祉

計
画

」 
 

障
害

者
総

合
⽀

援
法

 
 

都
道

府
県

・市
町

村
の

役
割

 

－
 

「障
害

福
祉

計
画

」の
実

施
義

務
⾃

治
体

が
わ

か
らな

か
った

/障
害

者
制

度
の

イメ
ー

ジ
を

理
解

させ
る

こと
は

困
難

/勉
強

した
って

こと
は

覚
え

て
い

た
が

内
容

は
忘

れ
て

い
た

/幅
広

い
知

識
は

難
しい

/定
義

、共
⽣

社
会

の
在

り⽅
 差

別
とい

った
⽂

⾔
に

⽂
化

の
違

い
を

感
じて

い
る

/市
町

村
、都

道
府

県
、厚

⽣
労

働
省

（
⼤

⾂
）

の
⼤

き
さの

違
い

が
わ

か
らな

い
 

36
%

 
12

 

 
⽇

本
の

福
祉

制
度

 
 

障
害

者
総

合
⽀

援
法

の
内

容
 

 
障

害
福

祉
制

度
 

 
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
⽤

⼿
続

き
 

－
 

障
害

者
総

合
⽀

援
法

の
内

容
や

サ
ー

ビス
の

流
れ

な
どす

べ
て

が
わ

か
らな

い
/障

害
福

祉
サ

ー
ビス

を受
け

る
た

め
の

条
件

や
⼿

順
が

わ
か

らな
い

/障
害

者
総

合
⽀

援
法

の
最

初
の

⼿
続

き
が

どこ
か

、市
町

村
︖

地
域

包
括

⽀
援

セ
ンタ

ー
︖

/誰
に

申
し⽴

て
を

⾏
い

どこ
が

申
請

窓
⼝

に
な

る
か

程
度

の
理

解
は

で
き

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、⽂

章
化

され
る

と理
解

で
きな

くな
る

/地
域

包
括

⽀
援

セ
ンタ

ー
の

業
務

が
わ

か
らな

い
（

まず
は

何
で

も
包

括
とい

う理
解

）
/介

護
保

険
法

と混
同

して
しま

う 

28
%

 
13

 

 
共

⽣
型

サ
ー

ビス
 

2 
共

⽣
型

サ
ー

ビス
とい

うこ
とで

同
じよ

うな
意

味
とし

て
「共

同
」が

つ
い

て
い

る
選

択
肢

2.
「共

同
⽣

活
援

助
（

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
）

」を
選

ん
だ

 
－

 
サ

ー
ビス

の
内

容
や

、創
設

さ
れ

た
年

⽉
⽇

は
覚

え
に

くい
/介

護
保

険
と障

害
福

祉
サ

ー
ビス

の
相

対
す

る
サ

ー
ビス

の
知

識
不

⾜
/2

01
8

年
に

創
設

され
た

共
⽣

型
サ

ー
ビス

の
対

象
とな

る
サ

ー
ビス

を
理

解
す

る
こと

が
で

き
て

い
な

か
った

//
現

⾏
の

サ
ー

ビス
移

⾏
後

の
サ

ー
ビス

等
幅

が
広

く、
理

解
しが

た
い

/共
⽣

型
サ

ー
ビス

の
対

象
を

覚
え

て
い

な
い

/マ
ー

クシ
ー

トの
場

所
を

間
違

え
た
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

⼈
 

間
 

と 社
 

会
 

社
 

会
 

の
 

理
 

解
 

55
%

 
14

 

 
⾃

閉
症

 
 

障
害

者
虐

待
防

⽌
法

 
－

 
⾃

閉
症

者
に

対
す

る
声

掛
け

⽅
法

の
知

識
不

⾜
/ど

うす
れ

ば
（

⾃
閉

症
者

へ
）

対
応

で
き

る
か

わ
か

らな
い

/
利

⽤
者

を中
⼼

に
考

え
る

こと
の

理
解

不
⾜

/⾃
閉

症
に

対
して

の
⽀

援
技

術
の

知
識

不
⾜

/⾃
閉

症
の

対
応

と
認

知
症

の
対

応
が

同
じに

な
って

い
る

/⽂
章

は
理

解
で

き
て

い
た

が
、純

粋
に

間
違

え
て

い
た

/⾃
分

の
考

え
で

答
え

た
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

/選
択

肢
3.

「古
紙

とし
て

再
利

⽤
しま

す
か

らね
」と

い
う声

か
け

が
わ

か
らな

い
(リ

サ
イク

ル
の

仕
組

み
が

わ
か

らな
い

）
 

37
%

 
15

 

 
成

年
後

⾒
制

度
に

関
す

る
統

計
資

料
 

－
 

成
年

後
⾒

制
度

に
関

す
る

単
語

は
知

った
が

内
容

は
わ

か
らな

い
/「

補
助

」「
保

佐
」「

後
⾒

」が
わ

か
らな

い
/任

意
後

⾒
制

度
と法

定
後

⾒
制

度
の

違
い

は
理

解
で

き
て

い
た

/成
年

後
⾒

制
度

の
⼤

枠
は

わ
か

る
が

具
体

的
な

概
要

に
つ

い
て

わ
か

りづ
らい

/制
度

の
理

解
が

⼗
分

で
な

い
/統

計
等

の
最

新
デ

ー
タの

知
識

不
⾜

/家
庭

裁
判

所
が

わ
か

らな
い

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
/答

え
に

⾃
信

が
無

か
った

 

20
%

 
16

 
 

⽣
活

保
護

法
 

 
⽇

本
の

福
祉

制
度

 
－

 
⽣

活
保

護
に

つ
い

て
単

語
は

知
って

い
た

が
内

容
は

わ
か

らな
い

/問
題

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/補

⾜
性

の
原

理
は

学
ん

だ
記

憶
は

な
い

/⽣
活

保
護

法
の

資
産

の
活

⽤
能

⼒
の

活
⽤

の
知

識
不

⾜
/⽣

活
保

護
法

の
原

理
・原

則
の

具
体

的
な

内
容

が
理

解
で

き
て

い
な

い
/憲

法
25

条
の

⽣
存

権
に

関
して

の
知

識
不

⾜
/法

律
の

名
前

は
覚

え
に

くい
/迷

って
違

うの
を

選
ん

で
しま

う 
 

介
 

護
 

介
 

護
 

の
 

基
 

本
 

69
％

 
17

 
 

中
等

度
の

認
知

症
 

 
訪

問
介

護
員

の
対

応
 

 
介

護
の

基
本

 

－
 

後
に

な
って

読
み

返
す

と正
解

が
わ

か
って

い
る

の
で

、試
験

で
解

い
て

い
る

時
に

焦
りな

どで
誤

った
の

で
は

な
い

か
と思

う/
⽣

活
の

継
続

性
に

つ
い

て
の

理
解

不
⾜

（
可

能
な

限
り、

在
宅

⽣
活

を継
続

で
き

る
よう

な
⽀

援
⽅

法
）

/⽇
本

語
の

解
釈

が
で

き
な

い
こと

で
、助

⾔
の

⾔
葉

か
け

が
、選

択
肢

5.
「新

しい
コー

ヒー
メー

カー
を

買
って

は
どう

で
す

か
」以

外
は

どれ
も

適
切

と思
った

 

66
%

 
18

 

 
脳

卒
中

 
 

ノー
マ

ライ
ゼ

ー
シ

ョン
 

1 
（

設
問

⽂
中

に
）

「⻑
い

髪
を

セ
ット

して
も

らい
」と

い
う⽂

が
あ

る
の

で
、選

択
肢

1「
洗

髪
しや

す
い

よ
うに

」を
選

ん
だ

 
5 

⽚
⿇

痺
が

あ
れ

ば
、安

全
の

た
め

に
⾞

い
す

を
使

⽤
す

る
と思

った
 

－
 

「ノ
ー

マ
ライ

ゼ
ー

シ
ョン

の
考

え
⽅

を
踏

ま
え

て
」を

読
み

損
ね

た
/俳

句
教

室
を知

らな
い

/俳
句

教
室

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/意
味

は
わ

か
る

が
正

解
を

探
せ

な
い

/選
択

肢
3.

と
4.

で
迷

った
 

41
%

 
19

 

 
IC

F
の

構
成

要
素

 
4

も
しく

は
５

 I
CF

に
つ

い
て

、ま
だ

理
解

が
不

⾜
して

い
る

/I
CF

の
構

成
要

素
を

⼗
分

に
覚

え
て

い
な

か
った

/I
CF

の
環

境
因

⼦
と⼼

⾝
機

能
の

知
識

不
⾜

/Ｉ
Ｃ

Ｆ
は

難
しい

/「
環

境
因

⼦
と⼼

⾝
機

能
の

関
連

を
表

す
」と

い
う記

述
に

⼾
惑

う/
考

え
に

くい
/理

解
で

きた
が

間
違

え
た

、環
境

因
⼦

、⼼
⾝

機
能

意
味

わ
か

らな
い

/具
体

的
な

内
容

（
実

際
の

内
容

）
を

IC
F

に
分

類
す

る
こと

が
難

しい
/I

CF
は

わ
か

って
い

た
が

、適
切

な
も

の
を選

ぶ
こと

が
で

き
な

か
った

/意
味

は
わ

か
る

が
正

解
を

探
せ

な
い

/純
粋

に
ミス

/選
択

肢
4.

と
5.

で
迷

った
/２

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

/マ
ー

クシ
ー

トの
塗

る
場

所
を

間
違

え
た
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

介
 

護
 

介
 

護
 

の
 

基
 

本
 

68
%

 
20

 
 

ア
ル

ツハ
イマ

ー
型

認
知

症
 

 
利

⽤
者

主
体

の
視

点
 

1
も

しく
は

４
 選

択
肢

1.
（

正
答

）
と

4.
とで

迷
った

が
、4

.の
⽅

が
適

切
だ

と思
った

（
選

択
肢

4.
「整

理
整

頓
の

た
め

、
（

中
略

）
掃

除
機

を
押

し⼊
れ

に
⽚

づ
け

た
）

 
2 

「⼿
ぬ

ぐい
」よ

り「
バ

ス
タオ

ル
」の

⽅
が

良
い

と思
った

 

68
%

 
20

 

 
－

 
認

知
症

の
⽣

活
環

境
へ

の
配

慮
に

つ
い

て
理

解
が

で
き

て
い

な
か

った
/「

利
⽤

者
主

体
の

対
応

」を
⾏

って
い

る
こ

とが
理

解
で

きな
い

/利
⽤

者
へ

の
受

容
に

関
す

る
認

識
不

⾜
/選

択
肢

1.
「畳

で
布

団
の

使
⽤

」が
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

か
った

/布
団

を
使

って
寝

る
こと

（
ベ

ッド
を

使
わ

な
い

こと
）

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/意

味
は

わ
か

る
が

正
解

を
探

せ
な

い
/問

題
は

イメ
ー

ジ
で

き
た

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
 

45
%

 
21

 
 

⾼
齢

社
会

⽩
書

の
最

新
デ

ー
タ

 
3 

⾵
呂

場
が

最
も

事
故

が
多

い
と思

って
い

た
/事

故
＝

転
倒

と思
い

、転
倒

が
多

い
場

所
は

浴
室

だ
と思

った
/

事
故

発
⽣

の
頻

度
に

お
い

て
、危

険
と思

い
や

す
い

とこ
ろ

と考
え

た
よう

で
あ

る
 

－
 

意
味

は
わ

か
る

が
、正

解
を探

せ
な

い
/⽇

本
の

家
庭

環
境

（
住

環
境

）
へ

の
理

解
不

⾜
 

42
%

 
22

 
 

認
知

症
対

応
型

共
同

⽣
活

介
護

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
で

の
介

護
 

 
介

護
の

基
本

 

3 
選

択
肢

３
「現

在
よ

りも
過

去
の

⾝
体

的
・精

神
的

状
態

の
把

握
が

優
先

され
る

」こ
とが

必
要

だ
と思

った
 

－
 

サ
ー

ビス
・種

別
の

理
解

が
で

き
な

い
/グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

は
理

解
で

き
る

が
、正

答
は

理
解

で
き

な
い

 

41
%

 
23

 

 
訪

問
介

護
事

業
所

 
サ

ー
ビス

提
供

責
任

者
の

役
割

 
－

 
「責

任
者

＝
上

の
⽴

場
の

⼈
」は

わ
か

った
/介

護
職

の
職

務
内

容
に

つ
い

て
の

知
識

不
⾜

/そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

区
別

で
き

て
い

な
い

/ケ
ア

マ
ネ

の
業

務
や

社
会

福
祉

協
議

会
の

業
務

の
知

識
不

⾜
/「

施
設

」の
こと

は
理

解
して

い
る

が
「訪

問
介

護
」が

わ
か

らな
い

/訪
問

介
護

に
関

す
る

知
識

不
⾜

/居
宅

サ
ー

ビス
計

画
書

を
も

とに
訪

問
介

護
計

画
書

を
作

成
す

る
とい

う流
れ

を
理

解
して

い
な

か
った

/サ
ー

ビス
計

画
書

の
事

を
あ

い
ま

い
に

わ
か

って
い

る
/居

宅
サ

ー
ビス

計
画

を作
成

す
る

⼈
（

職
種

）
が

理
解

で
きな

い
/ケ

ア
プ

ラン
、個

別
介

護
計

画
書

に
関

す
る

知
識

不
⾜

 

51
%

 
24

 
 

多
職

種
連

携
 

 
⺠

⽣
委

員
の

役
割

 
－

 
利

⽤
者

主
体

の
視

点
が

理
解

で
き

て
い

な
い

/解
答

に
悩

ん
だ

 

70
%

 
25

 
 

介
護

福
祉

職
の

倫
理

 
1 

選
択

肢
1.

「利
⽤

者
の

要
望

を優
先

す
る

こと
」が

１
番

適
切

だ
と思

った
/選

択
肢

1.
か

3.
（

正
答

）
か

答
え

に
迷

った
 

5 
選

択
肢

5.
「施

設
の

廊
下

で
職

員
同

⼠
が

打
ち

合
わ

せ
を

⾏
うこ

と」
が

倫
理

に
反

す
る

こと
の

意
味

が
わ

か
らな

い
 

60
%

 
26

 

 
M

RS
A（

メチ
シ

リン
耐

性
⻩

⾊
ブ

ドウ
球

菌
）

 
1 

ア
ル

バ
イト

先
の

施
設

が
グ

ル
ー

プホ
ー

ム
で

⼩
規

模
の

為
、⼊

所
者

全
員

の
保

菌
の

有
無

を
調

べ
る

こと
は

容
易

だ
と考

え
た

 
－

 
ブ

ドウ
球

菌
に

つ
い

て
勉

強
した

が
、そ

の
特

徴
は

覚
え

られ
な

い
/接

触
感

染
に

対
す

る
知

識
不

⾜
/「

ス
タン

ダー
ドプ

リコ
ー

シ
ョン

」（
標

準
予

防
策

）
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/知
識

とし
て

知
らな

い
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

介
 

護
 

コ ミ ュ ニ ケ
 ❘ シ
 ョ ン 

27
%

 
27

 

 
カウ

ンセ
リン

グ
技

法
 

 
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
技

術
 

2 
選

択
肢

2.
「う

な
づ

き
や

あ
い

づ
ち

」が
必

要
だ

と思
った

。 
－

 
「直

⾯
化

」と
い

う⼿
法

が
普

段
の

受
容

的
な

関
りと

違
うた

め
誤

解
して

い
た

/選
択

肢
の

な
か

に
、「

指
摘

す
る

」
とい

う⾔
葉

が
あ

った
の

で
、選

択
肢

1.
（

正
答

）
を

避
け

て
しま

った
/⽇

本
⼈

な
ら漢

字
の

意
味

を
想

像
して

解
釈

で
き

る
/共

感
が

根
底

に
あ

る
が

，
た

だ
無

防
備

な
共

感
とは

違
うと

い
う知

識
の

不
⾜

/「
共

感
」と

勘
違

い
して

い
た

/紛
らわ

しか
った

/ 
「直

⾯
化

」と
い

う⾔
葉

は
勉

強
して

い
た

が
、適

切
な

答
え

を選
択

で
き

な
か

った
/授

業
で

習
った

は
ず

 
が

、憶
え

て
な

い
と…

勉
強

不
⾜

/1
.か

5.
か

答
え

に
迷

った
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

 

61
%

 
28

 
 

意
欲

が
低

下
した

⼈
との

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

の
基

本
 

－
 

介
護

福
祉

職
が

⾏
うア

セ
ス

メン
トの

意
義

が
わ

か
らな

い
/近

い
答

え
が

多
くて

選
べ

な
い

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

っ
た

 

41
%

 
29

 
 

構
⾳

障
害

の
あ

る
⼈

へ
の

対
応

 
－

 
「構

⾳
障

害
」と

「失
語

症
」の

区
別

が
つ

け
る

こと
が

で
き

な
い

/勉
強

した
が

忘
れ

て
しま

った
/全

体
的

に
、選

択
肢

の
⽂

章
が

間
違

い
や

す
い

/正
答

選
択

肢
２

「聞
き

取
れ

な
い

とこ
ろ

を
再

度
⾔

って
も

らう
」こ

とは
相

⼿
に

とっ
て

不
快

な
の

で
は

な
い

か
と考

え
た

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
 

67
%

 
30

 
 

視
覚

障
害

者
 

4 
設

問
⽂

「視
覚

障
害

者
」は

わ
か

って
い

た
が

、選
択

肢
4.

に
あ

る
「控

え
る

」の
⾔

葉
の

意
味

を
良

い
意

味
とし

て
とら

え
て

しま
い

、誤
回

答
を選

択
した

 
－

 
視

覚
障

害
者

との
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
⽅

法
が

わ
か

らな
い

 

48
%

 
31

 

 
知

的
障

害
を

伴
う⾃

閉
症

 
 

利
⽤

者
へ

の
受

容
 

５
 

理
由

を
尋

ね
る

⽅
が

よ
い

と考
え

た
/理

由
を明

らか
に

す
る

こと
を主

とし
て

考
え

た
 

－
 

どれ
が

正
しい

⾔
葉

か
け

な
の

か
、わ

か
らな

い
/就

労
継

続
⽀

援
事

業
所

へ
実

習
に

⾏
った

学
⽣

以
外

は
わ

か
らな

い
/⾃

閉
症

の
特

徴
とふ

さわ
しく

な
い

声
か

け
との

結
び

付
け

が
難

しか
った

/ど
の

対
応

も
間

違
え

で
は

な
い

の
で

は
と考

え
た

/違
い

が
あ

ま
りわ

か
らな

い
/先

に
話

した
⽅

が
良

い
と経

験
か

ら選
択

肢
を

選
ん

だ
（

→
どの

選
択

肢
を

選
ん

だ
か

は
不

明
）

/選
択

肢
4.

(正
答

）
と

5.
（

誤
答

）
で

迷
った

 

65
%

 
32

 
 

家
族

介
護

者
へ

の
対

応
 

 
利

⽤
者

主
体

の
視

点
 

－
 

2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
 

69
%

 
33

 
 

認
知

症
者

へ
の

対
応

⽅
法

 
 

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

 
－

 
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
⼊

居
して

い
る

⽅
の

居
室

を訪
問

した
時

の
対

応
に

つ
い

て
の

知
識

不
⾜

/意
味

は
わ

か
る

が
、

難
しい

/単
純

に
間

違
え

て
しま

った
/集

中
⼒

が
切

れ
て

い
た

 

53
%

 
34

 

 
介

護
記

録
の

⽅
法

 
3 

実
際

の
介

護
記

録
に

は
その

よ
うに

記
⼊

す
る

と考
え

た
 

－
 

記
録

⽅
法

が
わ

か
らな

い
/客

観
的

事
実

を
表

す
介

護
記

録
が

わ
か

らな
か

った
/客

観
的

事
実

の
内

容
の

理
解

不
⾜

/「
客

観
的

」と
「主

観
的

」が
は

っき
り区

別
で

き
な

い
/客

観
的

事
実

の
意

味
を

間
違

え
て

い
た
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

介
 

護
 

⽣
 

活
 

⽀
 

援
 

技
 

術
 

52
%

 
35

 

 
地

震
対

策
 

1 
「（

家
具

に
は

）
キ

ャス
ター

を
つ

け
る

こと
」が

⼤
事

だ
と思

った
 

4
も

しく
は

５
 選

択
肢

4.
「外

へ
の

避
難

経
路

は
、⽞

関
の

1
⽅

向
とす

る
」と

選
択

肢
5.

（
正

答
）

で
悩

ん
だ

 
－

 
災

害
に

対
す

る
イメ

ー
ジ

が
湧

か
な

い
た

め
、設

問
全

体
が

イメ
ー

ジ
しづ

らか
った

/ニ
ュー

ス
な

どで
知

らな
い

（
原

⽂
の

ま
ま

）
/緊

急
時

の
イ

メ
ー

ジ
が

⽇
本

の
⽣

活
環

境
の

理
解

不
⾜

で
答

え
られ

な
か

った
/地

震
とい

う災
害

へ
の

備
え

をす
る

⽂
化

が
な

い
た

め
/地

震
災

害
の

経
験

が
な

い
の

で
、災

害
時

の
対

応
が

良
く理

解
で

き
な

い
/施

設
で

の
介

護
の

経
験

は
あ

る
が

、居
住

に
な

る
とわ

か
らな

くな
る

/問
題

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
 

37
%

 
 

36
  

 
介

護
保

険
の

給
付

対
象

とな
る

住
宅

改
修

 
4 

選
択

肢
4.

「⼿
す

りを
設

置
で

きる
」と

い
う部

分
が

正
答

だ
と思

った
/「

取
り外

し可
能

」は
（

介
護

保
険

の
給

付
）

対
象

に
な

らな
い

こと
を

知
らな

か
った

 
－

 
「住

宅
改

修
」と

い
う意

味
を

しっ
か

り理
解

で
き

て
い

れ
ば

、正
解

で
き

た
か

も
しれ

な
い

/住
宅

改
修

の
具

体
的

な
改

修
⼯

事
や

内
容

が
わ

か
らな

い
/住

宅
改

修
時

の
介

護
福

祉
職

が
助

⾔
で

きる
内

容
を

知
らな

か
った

/
介

護
保

険
の

内
容

を
理

解
で

き
て

い
な

い
/介

護
保

険
の

給
付

の
詳

細
に

つ
い

て
勉

強
しな

け
れ

ば
な

らな
い

/(
正

答
選

択
肢

3.
）

「滑
りに

くい
床

材
」に

変
更

で
き

な
い

と思
って

い
た

/勉
強

した
が

忘
れ

まし
た

/和
式

修
繕

の
上

に
腰

掛
便

座
・腰

か
け

便
座

・取
り外

し可
能

な
⼿

す
り→

⽇
本

の
習

慣
に

関
連

して
い

る
こと

か
ら、

イメ
ー

ジ
しづ

らい
の

で
は

/質
問

の
内

容
が

理
解

で
き

て
い

な
い

 

52
%

 
37

 
 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

7
原

則
 

－
 

ユ
ニバ

ー
サ

ル
デ

ザ
イン

の
概

念
が

わ
か

らな
い

/ユ
ニバ

ー
サ

ル
デ

ザ
イン

の
具

体
的

な
内

容
が

⽇
本

語
で

わ
か

らな
い

/7
原

則
、忘

れ
た

/そ
の

他
関

連
す

る
⽤

語
との

違
い

に
つ

い
て

理
解

不
⾜

 

53
%

 
38

 

 
⾼

次
脳

機
能

障
害

の
着

⾐
介

助
の

⽅
法

 
3 

選
択

肢
3.

「着
⾐

の
前

に
全

て
の

⼿
順

を
⼝

頭
で

い
うこ

と」
が

な
ぜ

悪
い

か
わ

か
らな

い
 

－
 

⾼
次

脳
機

能
障

害
の

意
味

、特
徴

、症
状

が
わ

か
らな

い
/⾼

次
脳

機
能

障
害

の
⾝

体
的

状
態

を理
解

して
い

な
か

った
/失

⾏
の

あ
る

利
⽤

者
へ

の
対

応
/着

⾐
失

⾏
に

関
す

る
知

識
不

⾜
/失

⾏
の

症
状

が
あ

る
⽅

に
対

す
る

介
助

に
つ

い
て

の
知

識
不

⾜
/失

⾏
、⾼

次
脳

が
わ

か
らな

い
/⽣

活
⽀

援
と障

害
に

つ
い

て
の

理
解

/正
答

選
択

肢
2.

「⾐
類

に
印

を
つ

け
る

」は
間

違
い

だ
と思

った
 

53
%

 
39

 
 

更
⾐

介
助

 
－

 
⼿

指
の

細
か

な
動

作
が

難
しい

利
⽤

者
に

対
す

る
更

⾐
介

助
の

理
解

不
⾜

/更
⾐

に
関

す
る

物
品

の
知

識
不

⾜
/福

祉
⽤

具
の

知
識

が
な

い
/ボ

タン
エ

イド
・ソ

ック
ス

エイ
ドの

知
識

不
⾜

/⽇
常

的
に

ボ
タン

や
デ

ザ
イン

の
⾔

葉
を

知
る

機
会

が
な

い
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

 

57
%

 
40

 

 
⾝

じた
くの

介
助

 
5 

ア
ル

バ
イト

の
施

設
で

PT
が

よ
くい

ろ
い

ろ
な

も
の

を
直

して
い

る
の

で
、選

択
肢

５
「理

学
療

法
⼠

は
、⾝

体
状

況
に

合
わ

せ
て

⾐
類

を
作

り直
す

」と
混

乱
した

 
－

 
専

⾨
職

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
の

把
握

・理
解

不
⾜

/介
護

⽼
⼈

保
健

施
設

の
専

⾨
職

役
割

の
知

識
不

⾜
/多

職
種

で
の

業
務

や
他

職
種

へ
の

理
解

不
⾜

、う
ろ

覚
え

/糖
尿

病
の

知
識

不
⾜

/医
⾏

為
に

関
す

る
知

識
不

⾜
/選

択
肢

2.
「⽀

援
相

談
員

」を
、勝

⼿
に

介
護

職
の

⼈
だ

と思
った

/（
選

択
肢

4.
に

関
連

して
）

⽖
切

りは
介

護
⼠

が
して

も
い

い
と思

った
が

、よ
く読

む
と「

糖
尿

病
」と

書
い

て
あ

った
（

の
で

、選
択

肢
4.

が
正

答
）
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

介
 

護
 

⽣
 

活
 

⽀
 

援
 

技
 

術
 

69
%

 
41

 
 

移
乗

介
助

の
⼿

順
 

－
 

ベ
ッド

か
ら⾞

い
す

へ
の

移
乗

の
介

助
の

知
識

不
⾜

/介
助

の
順

番
を

間
違

え
た

/問
題

⽂
を誤

って
解

釈
して

い
た

/移
乗

介
護

の
流

れ
が

⽂
章

に
な

る
と整

理
で

きな
か

った
/勉

強
した

が
忘

れ
た

 

55
%

 
42

 
 

重
⼼

線
と図

解
 

－
 

重
⼼

に
つ

い
て

考
え

て
い

な
い

/設
問

⽂
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

こと
が

で
き

な
か

った
/思

考
的

判
断

不
⾜

/⾝
体

の
移

動
の

意
味

を勘
違

い
して

い
た

/勉
強

した
が

忘
れ

た
/誤

答
選

択
肢

1.
と正

答
選

択
肢

2.
で

悩
ん

だ
 

58
%

 
43

 

 
⿇

痺
の

あ
る

⽅
へ

の
階

段
昇

降
の

⼿
順

 
－

 
階

段
昇

降
時

の
介

護
に

対
す

る
知

識
・理

解
不

⾜
/階

段
昇

降
の

「杖
歩

⾏
」は

理
解

で
き

て
い

た
が

、「
⼿

す
り

（
を

利
⽤

して
）

」に
な

った
こと

で
答

え
が

わ
か

らな
くな

った
/正

答
選

択
肢

4.
「利

⽤
者

の
右

前
⽅

に
⽴

つ
」は

邪
魔

だ
と思

った
/右

⽚
⿇

痺
に

関
す

る
知

識
不

⾜
/階

段
を

下
りる

とき
の

⾜
の

出
し⽅

を
間

違
って

覚
え

て
い

た
/右

側
（

⿇
痺

側
）

に
⽴

つ
こと

は
わ

か
った

が
、前

⽅
か

後
⽅

か
は

わ
か

らな
か

った
/複

雑
で

理
解

で
き

て
い

な
い

/階
段

昇
降

の
問

題
は

紛
らわ

しく
混

乱
す

る
/昇

降
の

勘
違

い
/動

き
⽅

を忘
れ

て
い

た
/勉

強
した

が
忘

れ
た 

33
%

 
44

 

 
バ

ラ
ン

ス
ガ

イ
ド 

 
⽇

本
の

⾷
事

 
－

 
⾷

事
や

栄
養

に
関

す
る

知
識

・理
解

不
⾜

/体
格

指
数

（
BM

I)
、栄

養
に

関
す

る
知

識
不

⾜
/体

重
が

減
少

し
た

⽅
に

対
して

必
要

な
⾷

事
に

関
す

る
知

識
不

⾜
/タ

ンパ
ク質

が
主

菜
に

あ
る

とい
う理

解
不

⾜
/主

菜
と副

菜
の

区
別

が
つ

い
て

い
な

か
った

/主
⾷

・副
菜

・主
菜

の
⾷

⽂
化

の
理

解
不

⾜
/⽇

本
⾷

の
名

前
は

わ
か

らな
い

/お
茶

漬
け

を
知

らな
い

/お
茶

漬
け

や
うど

ん
を

知
って

い
る

が
、⽇

本
の

主
⾷

だ
と思

って
い

る
/問

題
⽂

を理
解

す
る

こと
が

で
き

た
が

、正
しい

答
え

を
選

択
で

き
な

か
った

/勉
強

した
が

忘
れ

た
 

63
%

 
45

 
 

⾷
事

の
姿

勢
 

－
 

椅
⼦

に
座

って
⾷

事
をす

る
利

⽤
者

の
姿

勢
に

関
す

る
知

識
・理

解
不

⾜
/勉

強
した

が
忘

れ
た

/知
識

が
無

か
っ

た
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
を

しっ
か

り読
ん

で
な

か
った

 

55
%

 
46

 

 
疾

患
名

とそ
の

栄
養

⾯
か

らみ
た

予
防

 
5 

選
択

肢
５

「逆
流

性
⾷

道
炎

の
予

防
とし

て
、⾷

後
す

ぐ横
に

な
る

」→
⾷

べ
て

横
に

な
る

こと
は

よ
い

こと
で

あ
る

（
ネ

パ
ー

ル
）

 
－

 
⾼

齢
者

の
⾷

⽣
活

に
関

す
る

知
識

不
⾜

/⾼
齢

者
の

⾷
⽣

活
へ

の
助

⾔
、わ

か
らな

か
った

/⾻
粗

鬆
症

、ド
ラ

イマ
ウス

、逆
流

性
⾷

道
炎

に
関

す
る

知
識

不
⾜

/い
ず

れ
も

、正
確

に
理

解
で

き
て

い
な

い
/ビ

タミ
ン

D
に

関
す

る
知

識
不

⾜
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

/勉
強

した
が

忘
れ

た
 

52
%

 
47

 

 
半

側
空

間
無

視
の

⽅
の

⾷
事

介
助

 
2 

半
側

空
間

無
視

は
理

解
して

い
る

が
、右

を
意

識
させ

た
か

った
か

ら選
択

肢
２

「ト
レー

の
右

側
に

印
を

つ
け

る
」

に
した

 
－

 
半

側
空

間
無

視
の

あ
る

利
⽤

者
へ

の
介

護
に

関
す

る
知

識
・理

解
不

⾜
/半

側
空

間
無

視
の

利
⽤

者
へ

の
⾷

事
介

助
をイ

メー
ジ

す
る

の
が

難
しか

った
/障

害
に

応
じた

介
護

に
つ

い
て

の
理

解
不

⾜
/集

中
⼒

が
低

下
して

、
問

題
⽂

をし
っか

り読
ん

で
な

か
った

 

40
%

 
48

 

 
清

拭
の

⼿
順

 
5 

選
択

肢
5.

「⽪
膚

に
つ

い
た

⽔
分

は
最

後
に

ま
とめ

て
拭

く」
が

正
解

だ
と思

った
 

－
 

この
よ

うな
⾝

体
援

助
に

係
る

問
題

の
正

答
率

は
⾼

い
（

この
養

成
校

で
の

正
答

率
は

80
%

）
/施

設
で

実
際

に
や

って
い

る
こと

と違
う/

勉
強

した
が

、忘
れ

た
/よ

く読
ま

な
か

った
/マ

ー
クシ

ー
ト記

⼊
間

違
え

/集
中

⼒
が

き
れ

た
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

介
 

護
 

⽣
 

活
 

⽀
 

援
 

技
 

術
 

60
%

 
49

 
 

利
⽤

者
の

状
態

に
応

じた
⼊

浴
の

介
護

 
2 

3.
（

正
解

）
だ

と思
った

け
ど、

2.
を

回
答

した
 

－
 

選
択

肢
に

あ
る

障
害

や
病

名
の

内
容

が
わ

か
らな

か
った

/選
択

肢
に

複
数

の
状

態
と介

助
⽅

法
が

出
て

き
た

た
め

、正
しく

結
び

つ
け

る
こと

が
難

しか
った

 

58
%

 
50

 

 
ポ

ー
タ

ブ
ル

トイ
レ

に
関

す
る

⽀
援

 
1 

施
設

で
は

、選
択

肢
1.

の
「A

の
場

所
」に

設
置

して
い

る
 

－
 

ベ
ッド

サ
イ

ドで
の

ポ
ー

タ
ブ

ル
トイ

レ
の

位
置

に
つ

い
て

理
解

が
不

⾜
して

い
る

/⽚
⿇

痺
の

あ
る

利
⽤

者
の

介
護

に
関

す
る

理
解

不
⾜

/⽂
章

とイ
ラス

トを
⾒

て
、左

右
を

考
え

る
の

が
難

しか
った

/健
側

に
移

動
した

⽅
が

良
い

と考
え

て
判

断
して

い
る

/⾝
体

援
助

の
正

答
率

は
⾼

い
（

この
養

成
校

で
の

正
答

率
82

.8
％

）
 

62
%

 
51

 
 

膀
胱

留
置

カ
テ

ー
テ

ル
」「

採
尿

バ
ッグ

の
取

り扱
い

 
5 

な
ん

で
も

看
護

師
に

や
って

も
らっ

た
⽅

が
良

い
と思

って
い

る
（

選
択

肢
５

「尿
量

の
確

認
は

看
護

師
に

依
頼

す
る

」）
 

58
%

 
52

 
 

座
薬

 
－

 
解

熱
を

⽬
的

とし
た

座
薬

の
挿

⼊
に

つ
い

て
知

らな
か

った
/腹

式
呼

吸
へ

の
知

識
不

⾜
/問

題
は

理
解

で
き

る
が

、選
択

を間
違

った
 

31
%

 
53

 
 

⾷
中

毒
の

原
因

菌
 

－
 

出
題

さ
れ

た
菌

の
名

称
を

覚
え

て
い

な
い

/菌
の

名
前

が
は

じめ
て

聞
い

た
も

の
ば

か
り/

「翌
⽇

も
⾷

べ
る

の
な

ら問
題

な
い

」と
考

え
て

、答
え

が
わ

か
らな

か
った

/勉
強

した
が

忘
れ

た
/ひ

とつ
ひ

とつ
わ

か
って

い
な

か
った

/問
題

は
理

解
で

き
る

が
、選

択
を間

違
った

 

58
%

 
54

 
 

ノロ
ウ

ィル
ス

 
－

 
嘔

吐
物

の
処

理
に

関
す

る
知

識
不

⾜
/感

染
症

対
策

の
対

応
⽅

法
を

理
解

で
き

て
い

な
か

った
/医

療
的

ケ
ア

で
習

った
が

、間
違

え
た

/ノ
ロウ

ィル
ス

の
知

識
あ

り、
職

場
で

対
応

した
こと

が
あ

る
/選

択
肢

を
絞

る
の

が
難

しか
った

 

36
%

 
55

 

 
消

費
者

問
題

 
－

 
消

費
⽣

活
セ

ン
タ

ー
が

⾝
近

で
は

な
い

た
め

選
べ

な
か

った
/消

費
⽣

活
セ

ン
タ

ー
の

存
在

を
知

ら
な

い
/選

択
肢

の
専

⾨
機

関
（

⾏
政

書
⼠

 家
庭

裁
判

所
 保

健
所

 相
談

⽀
援

事
業

所
）

とそ
の

役
割

が
わ

か
らな

か
った

/サ
ー

ビス
提

供
責

任
者

に
つ

い
て

知
らな

か
った

/ク
ー

リン
グ

・オ
フを

知
らな

い
/「

物
品

売
買

契
約

書
」や

「消
費

者
の

制
度

」が
理

解
で

きて
い

な
い

/⽇
本

の
相

談
す

る
相

⼿
が

状
況

に
よっ

て
変

わ
る

こと
が

わ
か

らな
い

/
⼿

続
き

の
相

⼿
が

わ
か

らな
い

/⺟
国

語
に

⾏
政

書
⼠

や
家

庭
裁

判
所

な
どの

⾔
葉

は
な

い
/答

え
を

迷
った

/ネ
ッ

トで
も

上
⼿

く調
べ

る
こと

が
で

き
ず

、諦
め

て
しま

う/
覚

え
て

い
な

か
った

 

50
%

 
56

 

 
不

眠
 

4 
ア

ル
バ

イト
先

で
は

お
茶

は
健

康
に

良
い

と聞
い

て
い

た
の

で
お

茶
が

正
解

だ
と思

った
/ベ

トナ
ム

は
お

茶
を

飲
ん

で
、寝

る
習

慣
が

あ
る

/温
か

い
お

茶
な

らい
い

と思
った

/温
か

い
お

茶
は

リラ
ック

ス
で

き
る

/茶
葉

に
こだ

わ
らず

、
飲

ん
で

い
い

も
の

だ
と思

った
/昼

寝
、緑

茶
の

⽣
活

習
慣

/お
茶

の
違

い
が

わ
か

らな
か

った
 

－
 

「体
内

時
計

」「
メラ

トニ
ン」

「視
床

下
部

」に
関

連
す

る
知

識
不

⾜
/眠

れ
な

い
と訴

え
る

⾼
齢

者
へ

の
助

⾔
、わ

か
らな

か
った

/後
に

な
って

読
み

返
す

と正
解

が
わ

か
って

い
る

の
で

試
験

で
解

い
て

い
る

時
に

焦
りな

どで
誤

った
の

で
は

な
い

か
と思

う/
勉

強
した

が
忘

れ
た

/正
しい

対
応

の
仕

⽅
を間

違
え

て
選

ん
だ

/選
択

肢
を

絞
る

の
が

難
し

か
った

/問
題

が
難

しか
った

/⽇
本

⽂
化

の
理

解
不

⾜
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

介
 

護
 

介
 

護
 

⽀
 

援
 

技
 

術
 

41
%

 
57

 

 
安

眠
を

促
す

環
境

 
2 

選
択

肢
２

「⾝
体

に
密

着
した

形
を

選
ぶ

」の
が

⼤
事

だ
と思

った
 

3 
選

択
肢

３
「冷

暖
房

の
⾵

が
体

に
あ

た
る

」こ
とが

良
い

と思
った

 
－

 
⽣

活
⽀

援
技

術
の

環
境

調
整

の
知

識
不

⾜
/適

切
な

湿
度

が
何

％
か

わ
か

ら
な

い
/「

環
境

を
整

え
る

」が
わ

か
らな

か
った

/勘
違

い
を

した
/問

題
が

難
しか

った
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
を

しっ
か

り読
ん

で
な

か
った

/職
場

で
は

（
利

⽤
者

が
）

よ
く眠

れ
て

い
る

。⾃
分

た
ち

の
声

や
⾜

⾳
が

雑
⾳

だ
とは

思
って

い
な

い
 

50
%

 
58

 

 
服

薬
（

睡
眠

薬
）

 
2 

選
択

肢
2.

「服
⽤

後
、⼀

時
間

起
き

て
い

て
も

らう
」の

は
、副

作
⽤

が
あ

る
か

み
た

い
か

らだ
と思

った
 

－
 

服
薬

判
断

に
関

す
る

知
識

不
⾜

/不
眠

の
状

況
（

睡
眠

薬
を服

⽤
す

る
⾼

齢
者

）
に

対
す

る
職

員
とし

て
の

「適
切

な
対

応
」が

わ
か

らな
か

った
/正

答
の

選
択

肢
3.

「医
師

へ
の

報
告

」は
医

療
職

が
⾏

うと
理

解
して

い
る

/答
え

が
わ

か
らな

か
った

/勘
違

い
を

した
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
をし

っか
り読

ん
で

な
か

った
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

 

56
%

 
59

 

 
タ

ー
ミナ

ル
ケ

ア
 

3 
呼

吸
が

苦
しい

な
ら、

選
択

肢
3.

「痰
の

吸
引

」し
た

ら良
い

と思
った

/呼
吸

を楽
に

す
る

⽅
法

が
適

切
だ

と思
っ

た
 

5 
呼

吸
で

き
な

くな
る

と不
安

な
の

で
、選

択
肢

5.
「す

ぐに
救

急
⾞

」を
呼

ん
だ

ほ
うが

い
い

 
－

 
終

末
期

の
⾝

体
的

特
徴

（
死

前
喘

鳴
）

に
関

す
る

知
識

不
⾜

/家
族

介
護

者
へ

の
声

か
け

の
仕

⽅
が

わ
か

ら
な

い
/勉

強
した

が
忘

れ
た

/1
.と

4.
で

悩
ん

だ
が

、⽇
本

語
の

捉
え

⽅
を

間
違

え
た

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
/

答
え

を
迷

った
 

59
%

 
60

 

 
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

 
 

死
亡

後
の

介
護

」 
1 

選
択

肢
の

専
⾨

⽤
語

が
わ

か
らず

「ペ
ー

ス
メー

カー
」は

単
語

とし
て

意
味

は
わ

か
った

の
で

、多
分

これ
が

正
答

だ
と思

った
 

2 
施

設
で

は
看

護
師

が
、選

択
肢

2.
「⼝

が
閉

じな
い

場
合

は
紐

で
顎

を
固

定
す

る
」を

実
施

して
い

た
の

で
、そ

う
だ

と思
った

 
－

 
介

護
職

が
⾏

う死
亡

後
の

介
護

に
つ

い
て

知
らな

か
った

/死
亡

後
に

も
介

護
が

い
る

の
か

不
明

だ
った

/死
亡

直
後

は
家

族
が

悲
しん

で
い

る
か

ら、
介

護
を

⼀
緒

に
⾏

うこ
とを

確
認

す
る

の
は

で
き

な
い

と思
った

(←
正

答
選

択
肢

5.
）

/死
ん

だ
後

、介
護

福
祉

⼠
と家

族
は

⼀
緒

に
葬

式
が

で
き

る
と思

った
/問

題
が

難
しか

った
/集

中
で

き
な

か
った

/死
後

の
処

置
に

つ
い

て
の

⽂
化

/⽇
本

の
⽂

化
が

関
係

して
い

る
の

で
は

な
い

か
と思

い
、難

しく
考

え
て

しま
った

 

介
 

護
 

過
 

程
 

68
%

 
61

 
 

介
護

過
程

の
⽬

的
 

5 
選

択
肢

5.
「利

⽤
者

の
⽣

活
習

慣
を

改
善

す
る

」こ
とは

、Q
O

L
向

上
だ

と思
った

の
で

、こ
れ

に
した

 

56
%

 
62

 
 

介
護

計
画

の
作

成
 

－
 

介
護

計
画

が
何

か
わ

か
らな

か
った

/介
護

過
程

の
作

成
に

対
す

る
理

解
不

⾜
/介

護
記

録
の

書
き⽅

と混
同

し
た

/選
択

肢
5.

「計
画

の
⾒

直
し」

とは
「評

価
」と

解
釈

して
よ

い
の

か
わ

か
らな

か
った

/問
題

が
難

しか
った

 

53
%

 
63

 
 

介
護

計
画

の
実

施
 

－
 

介
護

計
画

が
何

か
わ

か
らな

か
った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

介
 

護
 

介
 

護
 

過
 

程
 

57
%

 
64

 
 

介
護

過
程

の
展

開
の

基
礎

 
4 

介
護

職
員

が
⾏

う介
護

過
程

の
意

義
よ

りも
、医

療
職

の
よ

うな
視

点
に

⽴
って

しま
って

い
た

（
選

択
肢

4.
「尿

失
禁

に
対

応
す

る
介

護
計

画
の

実
施

を
優

先
す

る
」を

選
ん

だ
）

 
－

 
脳

梗
塞

に
関

す
る

知
識

不
⾜

/再
ア

セ
ス

メン
トす

る
こと

は
間

違
って

い
る

と思
った

（
→

正
答

選
択

肢
2.

）
/

勉
強

した
が

忘
れ

た
 

42
%

 
65

 

 
介

護
過

程
の

展
開

の
基

礎
」 

 
短

期
⽬

標
 

4 
事

例
⽂

（
「レ

ク
に

は
積

極
的

に
参

加
す

る
な

ど意
欲

」）
に

惑
わ

さ
れ

て
、選

択
肢

4.
「意

欲
的

に
歩

⾏
訓

練
に

取
り組

む
」を

選
ん

で
しま

った
/4

.と
5.

で
迷

った
 

－
 

短
期

⽬
標

の
レベ

ル
が

読
み

取
り切

れ
な

か
った

/短
期

⽬
標

、⻑
期

⽬
標

の
理

解
不

⾜
/⻑

期
⽬

標
と短

期
⽬

標
を

混
同

した
/事

例
の

⽅
の

短
期

⽬
標

を正
しく

選
べ

な
か

った
/介

護
過

程
の

展
開

は
、「

⾃
⽴

⽀
援

と思
い

」
を

IC
F

か
ら読

み
取

る
が

、短
期

⽬
標

に
課

題
とし

た
思

考
を持

つ
傾

向
が

あ
る

/優
先

順
位

の
考

え
⽅

が
誤

った
/な

ぜ
、⾼

齢
者

を
⼿

助
け

す
る

こと
が

い
け

な
い

の
か

︖
（

過
剰

介
護

）
/選

択
肢

で
迷

った
/よ

く読
め

ば
わ

か
っ

た
/勉

強
した

が
忘

れ
た

 

60
%

 
66

 

 
介

護
過

程
の

展
開

の
基

礎
 

－
 

⾼
校

野
球

（
部

活
動

と甲
⼦

園
）

や
体

育
の

授
業

な
ど⽂

化
の

知
識

不
⾜

/部
活

の
先

⽣
と体

育
の

先
⽣

は
違

う/
某

留
学

⽣
の

国
で

は
、⾼

校
⽣

に
な

る
と、

体
育

の
授

業
が

殆
どな

い
/部

活
の

イメ
ー

ジ
も

な
く、

⾼
校

野
球

に
対

す
る

思
い

を
理

解
す

る
こと

は
難

しい
/中

国
で

は
体

育
の

授
業

が
少

な
い

/事
例

⽂
「学

⽣
を

全
国

⼤
会

に
連

れ
て

い
け

な
か

った
の

は
私

の
責

任
だ

」→
⽇

本
⼈

の
責

任
に

関
す

る
意

識
は

わ
か

りに
くい

/時
間

⾜
りな

か
った

/答
え

が
わ

か
らな

か
った

/問
題

の
内

容
が

わ
か

らな
い

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
/記

⼊
も

れ
 

50
%

 
67

 

 
介

護
過

程
 

1
も

しく
は

３
 選

択
肢

1.
と選

択
肢

3.
（

正
答

）
で

迷
った

（
⾔

葉
は

理
解

して
い

る
）

/選
択

肢
1.

と選
択

肢
3.

で
迷

っ
た

が
、選

択
肢

1.
（

体
操

に
対

す
る

関
⼼

を
取

り戻
す

）
の

ほ
うが

正
答

だ
と思

った
/選

択
肢

1.
と選

択
肢

3.
で

悩
む

者
が

多
か

った
 

2 
選

択
肢

２
「体

操
の

内
容

を変
更

す
る

こと
」だ

と思
った

 
－

 
「な

ぜ
︖

」と
い

う本
⼈

の
思

い
を

くみ
取

る
こと

が
、⽇

本
⼈

・留
学

⽣
とも

に
難

しい
/今

の
D

さん
の

状
況

か
ら、

今
後

も
、現

在
の

役
割

とし
て

、D
さん

は
何

を取
り組

む
べ

き
か

を理
解

で
き

な
か

った
/⾃

分
だ

った
らど

う関
わ

る
か

想
像

して
選

ん
だ

が
、違

って
い

た
/⽂

章
を読

ん
で

D
さん

の
気

持
ち

を
知

る
こと

が
難

しい
/な

ぜ
、⾼

齢
者

を
⼿

助
け

（
過

剰
介

護
）

が
い

け
な

い
の

か
︖

/考
え

過
ぎ

た
だ

け
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

 

47
%

 
68

 

 
介

護
過

程
 

－
 

「思
い

を
くみ

取
る

」と
い

う本
⼈

の
意

思
の

尊
重

を
くみ

取
る

こと
が

難
しい

/⽇
本

⼈
独

特
の

感
情

で
あ

り、
理

解
で

き
な

か
った

/な
ぜ

、⾼
齢

者
を

⼿
助

け
（

過
剰

介
護

）
が

い
け

な
い

の
か

︖
/あ

る
い

は
、⾼

齢
者

に
は

判
断

を
任

せ
る

より
⾃

分
た

ち
が

導
い

て
い

くな
どの

考
え

が
根

強
い

。弱
者

とい
う⽴

場
が

職
場

に
も

あ
る

の
か

も
しれ

な
い

/よ
く読

め
ば

わ
か

った
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

発
 

達
 

と ⽼
 

化
 

の
 

理
 

解
 

46
%

 
69

 

 
成

⻑
と発

達
 

 
乳

幼
児

期
の

発
達

 
－

 
１

歳
３

ヶ⽉
の

⼦
の

様
⼦

を説
明

す
る

⽤
語

の
知

識
不

⾜
/選

択
肢

の
専

⾨
⽤

語
（

3
か

⽉
微

笑
・社

会
的

参
照

・ク
ー

イ
ン

グ
・⾃

⼰
中

⼼
性

・⼆
項

関
係

）
す

べ
て

わ
か

らな
か

った
/「

クー
イン

グ
」な

ど、
⾔

葉
が

わ
か

ら
な

い
/乳

幼
児

期
の

発
達

段
階

は
⽇

本
⼈

学
⽣

も
同

様
に

理
解

が
難

しい
/読

め
る

が
難

しい
/専

⾨
⽤

語
が

難
しい

/⾔
葉

を
覚

え
に

くい
/⾔

葉
に

親
和

性
が

な
い

の
で

覚
え

られ
な

い
/細

か
い

意
味

が
⼗

分
に

理
解

で
き

な
か

っ
た

/選
択

肢
の

⽤
語

、授
業

内
で

学
習

で
き

て
い

な
か

った
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

 

64
%

 
70

 

 
⾼

齢
者

の
年

齢
規

定
 

－
 

各
法

律
とそ

れ
ぞ

れ
内

容
の

理
解

不
⾜

/「
⾼

齢
者

虐
待

防
⽌

法
」な

どの
法

律
に

つ
い

て
、暗

記
をし

て
い

な
い

の
で

わ
か

らな
い

/法
律

が
規

定
して

い
る

細
か

い
内

容
の

把
握

が
で

き
て

い
な

い
/⾼

齢
者

虐
待

防
⽌

法
を

理
解

して
い

な
か

った
/「

⾼
齢

者
虐

待
防

⽌
法

」は
75

歳
か

らだ
と思

った
/⽇

本
の

法
律

や
制

度
が

わ
か

りに
くい

/⾼
齢

者
の

道
路

交
通

法
等

は
、⺟

国
に

は
制

度
が

な
く、

か
え

って
⾯

⽩
い

と記
憶

して
い

る
/介

護
の

知
識

が
な

か
った

/⾼
齢

者
の

運
転

に
つ

い
て

知
らな

か
った

/全
て

読
む

と、
わ

か
らな

くな
って

しま
う/

読
め

る
が

、難
しい

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
 

56
%

 
71

 
 

嚥
下

機
能

の
低

下
の

原
因

 
－

 
摂

⾷
嚥

下
の

5
分

類
を

理
解

して
い

な
か

った
/嚥

下
機

能
に

関
わ

る
か

らだ
の

部
位

の
変

化
理

解
で

き
て

い
な

か
った

/医
学

的
な

部
位

の
名

称
を

理
解

して
い

な
い

/喉
頭

の
挙

上
⇒

喉
頭

蓋
の

動
き

は
理

解
して

い
る

が
、喉

頭
の

挙
上

と結
び

つ
か

な
か

った
/読

め
る

が
、難

しい
/全

て
読

む
とわ

か
らな

くな
って

しま
う 

68
%

 
72

 
 

⽼
年

期
の

記
憶

 
 

記
憶

と注
意

機
能

 
1 

選
択

肢
１

「若
い

頃
の

記
憶

」は
、4

0
歳

代
だ

と思
った

 
－

 
⽼

化
に

つ
い

て
の

理
解

が
低

い
/⽼

年
期

に
は

どの
よう

な
影

響
が

起
こる

の
か

⽇
本

語
で

理
解

で
き

て
い

な
か

った
/「

エ
ピソ

ー
ド記

憶
・意

味
記

憶
・⼿

続
き

記
憶

」は
、何

回
も

模
試

を
⾏

い
理

解
して

い
た

が
、具

体
的

に
事

例
を

出
され

る
と⼾

惑
った

/読
め

る
が

難
しい

 

42
%

 
73

 
 

⼼
不

全
 

 
姿

勢
に

よ
る

呼
吸

の
変

化
 

－
 

虚
⾎

性
⼼

疾
患

で
あ

る
狭

⼼
症

や
⼼

筋
梗

塞
を⼝

頭
試

問
す

る
と、

理
解

で
きて

い
た

/考
え

過
ぎ

た
だ

け
/読

め
る

が
、難

しい
/間

違
え

て
覚

え
た

 

63
%

 
74

 
 

褥
瘡

の
原

因
 

 
褥

瘡
と排

泄
 

－
 

⽪
膚

の
症

状
に

つ
い

て
理

解
して

い
な

か
った

/⽪
膚

トラ
ブ

ル
な

ど各
教

科
で

説
明

して
い

る
/⽪

膚
の

状
態

と体
位

変
換

を結
び

付
け

られ
な

か
った

/読
め

る
が

難
しい

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
 

57
%

 
75

 
 

栄
養

状
態

を
良

好
に

維
持

す
る

た
め

の
⽅

法
 

－
 

⾼
齢

者
の

栄
養

を
⽀

え
る

ケ
アに

関
す

る
知

識
不

⾜
/⽼

化
に

つ
い

て
の

理
解

が
低

い
/⻭

の
こと

な
の

で
栄

養
に

は
関

係
な

い
と考

え
た

(←
正

答
選

択
肢

１
「⻭

科
健

康
診

査
を受

け
る

」）
/タ

ンパ
ク質

に
つ

い
て

の
理

解
不

⾜
/選

択
肢

を絞
る

こと
が

で
きた

が
、2

択
で

迷
った

/選
択

肢
1.

と
2.

で
迷

った
 

44
%

 
76

 

 
糖

尿
病

 
 

多
職

種
の

業
務

内
容

 
 

各
専

⾨
職

に
お

け
る

業
務

の
範

囲
 

 

－
 

専
⾨

職
の

役
割

、と
りわ

け
、介

護
⽀

援
専

⾨
員

や
理

学
療

法
⼠

の
役

割
が

理
解

で
き

て
い

な
か

った
/ケ

ア
マ

ネ
は

、訪
問

リハ
ビリ

とは
関

係
な

い
と考

え
た

(←
正

答
選

択
肢

５
）

/糖
尿

病
の

理
解

は
あ

って
も

、在
宅

復
帰

を
想

定
（

設
問

⽂
で

は
「⾃

宅
療

養
」と

表
記

）
した

他
職

種
の

役
割

の
理

解
不

⾜
/「

糖
尿

病
」と

い
うワ

ー
ドだ

け
で

考
え

、選
ん

で
しま

った
/専

⾨
職

（
多

職
種

）
の

名
前

は
聞

い
た

こと
が

あ
る

が
、具

体
的

な
業

務
の

違
い

に
つ

い
て

知
って

い
る

つ
も

りで
あ

った
が

、問
題

に
な

る
とわ

か
らな

か
った

/各
専

⾨
職

の
役

割
は

理
解

で
き

て
い

て
も

、⽇
本

語
表

記
か

ら関
連

づ
け

が
難

しか
った

/説
明

を
聞

い
た

ら、
わ

か
った

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

認
 

知
 

症
 

の
 

理
 

解
 

48
%

 
77

 

 
認

知
症

⾼
齢

者
の

推
計

値
 

 
⾼

齢
社

会
⽩

書
の

推
計

値
 

 
オ

レ
ン

ジ
プ

ラ
ン

 

－
 

数
値

を
覚

え
る

の
が

⼤
変

/年
号

の
あ

る
問

題
に

関
す

る
苦

⼿
意

識
/⾔

葉
は

理
解

で
き

て
い

た
/⾔

葉
は

読
め

る
が

、内
容

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/勉
強

した
が

忘
れ

ま
した

/授
業

で
⾏

って
い

た
こと

を
忘

れ
た

/単
純

に
覚

え
て

い
な

い
の

で
わ

か
らな

か
った

/年
代

別
や

時
事

問
題

は
学

習
不

⾜
/情

報
を

知
らな

か
った

/全
くわ

か
らな

い
/統

計
数

は
親

和
性

が
な

い
た

め
、覚

え
に

くい
/⽇

本
の

⼈
⼝

問
題

な
ど数

値
を覚

え
る

こと
が

難
しく

、問
題

が
変

わ
る

とわ
か

らな
くな

る
 

41
%

 
78

 

 
中

核
症

状
と

BP
SD

症
状

 
－

 
中

核
症

状
と

BP
SD

症
状

の
違

い
が

理
解

で
き

て
い

な
い

/中
核

症
状

の
意

味
が

よ
くわ

か
らな

い
の

で
、

BP
SD

との
違

い
も

わ
か

らな
い

/中
核

症
状

は
理

解
で

き
る

が
具

体
的

な
症

状
が

どの
よ

うな
こと

か
の

理
解

が
不

⾜
/中

核
症

状
と

BP
SD

を覚
え

て
い

な
か

った
の

で
、区

別
で

きな
か

った
/全

くわ
か

らな
い

/認
知

症
の

症
状

は
どれ

で
も

当
て

は
ま

る
と思

った
/認

知
症

の
⼈

が
周

囲
に

い
な

い
の

で
理

解
で

き
な

い
（

ベ
トナ

ム
）

/説
明

をし
た

ら理
解

で
き

た
 

47
%

 
79

 
 

せ
ん

妄
 

－
 

薬
の

副
作

⽤
に

つ
い

て
の

知
識

不
⾜

/⾔
葉

は
読

め
る

が
、内

容
の

意
味

が
わ

か
らな

い
/選

択
肢

５
「幻

覚
」症

状
は

よ
く理

解
で

き
て

い
た

が
、⾒

え
⽅

の
問

題
が

「⾒
え

る
」こ

と、
視

⼒
の

問
題

だ
と思

って
い

た
た

め
間

違
い

に
つ

な
が

って
い

た
/全

くわ
か

らな
い

 

28
%

 
80

 

 
認

知
症

の
初

期
症

状
 

 
各

認
知

症
の

特
徴

と症
状

 
 

正
常

圧
⽔

頭
症

 
 

レ
ビー

⼩
体

型
認

知
症

 

－
 

認
知

症
の

分
類

は
理

解
して

い
た

が
、具

体
的

な
症

状
が

認
知

症
の

分
類

と照
合

で
き

て
い

な
か

った
/原

因
疾

患
を

理
解

して
い

な
か

った
/選

択
肢

3.
「エ

ピソ
ー

ド記
憶

」の
理

解
が

乏
しか

った
/全

くわ
か

らな
い

/内
容

が
デ

ィー
プす

ぎ
て

理
解

で
き

な
か

った
/⾔

葉
は

読
め

る
が

、内
容

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/間
違

え
て

覚
え

た
/レ

ビー
⼩

体
型

認
知

症
とア

ル
ツハ

イマ
ー

型
認

知
症

の
理

解
は

深
い

/年
齢

・性
別

・特
徴

を重
視

した
学

習
を

⾏
って

い
た

た
め

正
常

圧
⽔

頭
症

は
、（

早
期

発
⾒

で
きる

）
治

る
認

知
症

とい
う理

解
は

あ
った

 

58
%

 
81

 
 

認
知

症
の

発
症

リス
ク

を
低

減
す

る
⽅

法
 

－
 

全
くわ

か
らな

い
/純

粋
に

間
違

え
た

/忘
れ

て
しま

って
い

る
/勉

強
した

が
忘

れ
まし

た
 

53
%

 
82

 
 

抗
認

知
症

薬
 

－
 

認
知

症
それ

ぞ
れ

の
特

徴
、症

状
に

対
す

る
理

解
不

⾜
/認

知
症

の
⽅

が
薬

を服
⽤

して
い

る
こと

は
知

って
い

た
が

、効
能

ま
で

把
握

して
い

な
くて

間
違

え
た

/関
連

す
る

薬
剤

の
効

果
や

効
能

の
知

識
不

⾜
/抗

認
知

症
薬

の
効

果
を

理
解

す
る

こと
が

で
き

て
い

な
か

った
/全

くわ
か

らな
い

 

64
%

 
83

 
 

前
頭

側
頭

型
認

知
症

 
 

－
 

「前
頭

側
頭

型
認

知
症

」の
名

前
は

知
って

い
た

が
、症

状
ま

で
は

把
握

して
い

な
か

った
/選

択
肢

３
「常

同
⾏

動
」に

つ
い

て
の

理
解

不
⾜

/マ
ー

クシ
ー

ト記
⼊

間
違

え
 

59
%

 
84

 

 
ア

ル
ツハ

イマ
ー

型
認

知
症

の
対

応
⽅

法
 

1 
「パ

ソ
コン

の
操

作
に

対
して

イラ
イラ

して
怒

りっ
ぽ

くな
った

」と
（

設
問

⽂
に

）
書

い
て

い
る

か
らパ

ソコ
ンは

だ
め

だ
と思

った
（

＝
選

択
肢

１
「パ

ソコ
ンの

処
分

」を
選

択
）

 
4 

選
択

肢
4.

「薬
物

治
療

に
つ

い
て

主
治

医
に

相
談

」を
回

答
す

る
者

が
多

か
った

 
5 

設
問

⽂
「最

初
に

⾏
う助

⾔
」を

⾒
落

とし
て

お
り、

選
択

肢
5.

（
「施

設
⼊

所
に

つ
い

て
ケ

ア
マ

ネ
に

相
談

」）
を

選
ん

だ
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

認
 

知
 

症
 

の
 

理
 

解
 

 
 

－
 

在
宅

⽀
援

の
家

族
の

役
割

の
想

像
⼒

の
⽋

如
/⾔

葉
が

け
に

対
す

る
知

識
不

⾜
/全

くわ
か

らな
い

/怒
りっ

ぽ
くな

って
い

る
か

ら「
パ

ソ
コン

の
使

い
⽅

の
⼿

助
け

す
る

」と
、も

っと
怒

る
と思

った
（

←
正

答
選

択
肢

2.
）

/ネ
パ

ー
ル

で
は

判
断

が
異

な
る

。で
き

る
こと

は
す

ぐ⾏
う/

⽂
章

問
題

は
読

む
こと

が
気

に
な

らず
、む

しろ
⽂

章
問

題
を

得
意

とし
て

い
た

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
/正

答
の

理
由

が
よ

くわ
か

らな
い

 

54
%

 
85

 

 
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
の

介
護

福
祉

職
が

果
た

す
役

割
 

 
介

護
福

祉
職

と関
連

職
種

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
 

 
他

職
種

の
仕

事
内

容
 

3 
選

択
肢

3.
「医

師
に

、夜
間

は
騒

ぐ可
能

性
が

あ
る

の
で

睡
眠

薬
の

処
⽅

を依
頼

す
る

」と
の

回
答

が
多

か
った

 
－

 
介

護
⽀

援
専

⾨
員

の
役

割
が

わ
か

らな
い

/地
域

ケ
ア

会
議

が
わ

か
らな

い
/グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

に
看

護
師

は
い

な
い

と思
った

/問
題

で
聞

か
れ

て
い

る
こと

を
よ

く理
解

で
き

て
い

な
か

った
/認

知
症

で
あ

る
こと

だ
け

考
え

、⾻
折

して
い

る
こと

を
考

え
な

か
った

/全
くわ

か
らな

い
/⽂

章
問

題
は

読
む

こと
が

気
に

な
らず

、む
しろ

⽂
章

問
題

を
得

意
とし

て
い

た
 

44
%

 
86

 

 
相

談
を

受
け

た
介

護
福

祉
職

の
（

家
族

介
護

者
に

対
す

る
）

助
⾔

 
2 

本
⼈

の
望

ん
で

い
る

（
⾞

の
）

運
転

をし
た

ほ
うが

よ
い

と思
った

 
－

 
「⽼

⼈
クラ

ブ
に

参
加

す
る

こと
や

⾳
楽

を
流

して
気

分
転

換
す

る
こと

」は
い

い
こと

だ
と思

った
/「

怒
りっ

ぽ
い

」と
い

うワ
ー

ドか
ら、

⾳
楽

を
流

して
リフ

レ
ッシ

ュす
る

こと
が

良
い

と思
った

 
－

 
「E

さん
が

怒
りっ

ぽ
い

＝
認

知
症

の
初

期
症

状
＝

か
か

りつ
け

医
へ

の
診

断
」と

い
う流

れ
が

理
解

で
き

て
い

な
い

/
⽂

章
を

読
み

取
る

⼒
が

不
⾜

して
い

る
/「

怒
りっ

ぽ
くな

った
」「

覚
え

て
い

な
い

こと
が

増
え

た
」が

認
知

症
に

つ
な

が
らな

い
/問

題
の

意
味

が
わ

か
らな

い
/勉

強
した

が
忘

れ
た

/全
くわ

か
らな

い
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

/ど
の

回
答

も
正

解
の

よう
に

思
った

/⽂
章

問
題

は
全

員
読

む
こと

が
気

に
な

らず
、む

しろ
⽂

章
問

題
を得

意
とし

て
い

た
 

障
 

害
 

の
 

理
 

解
 

64
%

 
87

 
 

IC
ID

H
の

能
⼒

障
害

 
－

 
障

害
の

概
念

に
つ

い
て

/勉
強

した
が

忘
れ

た
 

42
%

 
88

 
 

障
害

者
差

別
解

消
法

 
 

障
害

者
差

別
解

消
⽀

援
地

域
協

議
会

 

－
 

共
⽣

社
会

に
つ

い
て

の
知

識
不

⾜
/「

法
律

」に
関

す
る

も
の

は
わ

か
らな

い
/法

の
解

釈
が

難
しい

/⽇
本

の
法

律
が

難
しい

/そ
れ

ぞ
れ

の
法

律
の

位
置

づ
け

等
が

わ
か

らな
い

/法
制

度
の

知
識

不
⾜

/障
害

者
差

別
解

消
法

、合
理

的
配

慮
、共

⽣
社

会
、な

ど全
て

に
お

い
て

わ
か

らな
い

/「
合

理
的

配
慮

」の
内

容
理

解
不

⾜
/障

害
者

差
別

解
消

法
に

つ
い

て
は

養
成

校
で

習
った

の
で

知
って

い
た

の
で

で
き

た
 

26
%

 
89

 

 
筋

ジ
ス

トロ
フィ

ー
 

 
脊

髄
⼩

脳
変

性
症

 
 

脳
⾎

管
疾

患
 

 
脳

性
⿇

痺
 

 
脊

髄
損

傷
 

－
 

脳
性

ま
ひ

に
関

して
は

理
解

不
⾜

が
多

い
/脳

性
ま

ひ
に

つ
い

て
は

，
タイ

プ
、事

例
を

も
って

学
習

した
/「

不
随

意
運

動
」と

い
う⾔

葉
は

知
って

い
た

が
、「

痙
直

型
」と

い
う⾔

葉
を知

らな
か

った
の

で
、間

違
え

た
/神

経
障

害
等

学
習

不
⾜

/疾
患

名
と症

状
が

結
び

付
け

られ
な

か
った

 

43
%

 
90

 

 
内

因
性

精
神

障
害

 
 

精
神

疾
患

 
－

 
障

害
・病

気
の

知
識

と理
解

の
不

⾜
/内

因
性

、外
因

性
、⼼

因
性

、そ
れ

ぞ
れ

の
障

害
特

徴
が

わ
か

って
い

な
か

った
/選

択
肢

3.
「パ

ニッ
ク障

害
」や

選
択

肢
５

「統
合

失
調

症
」が

わ
か

って
い

な
い

 
     



63
 

領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

障
 

害
 

の
 

理
 

解
 

41
%

 
91

 

 
知

的
・⾝

体
・精

神
等

障
害

の
制

度
や

サ
ー

ビス
 

 
知

的
障

害
者

の
地

域
移

⾏
時

の
社

会
資

源
や

サ
ー

ビス
 

 
障

害
者

福
祉

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

 
 

知
的

障
害

者
が

施
設

⼊
所

して
い

る
事

と⽀
援

 

5 
選

択
肢

5.
「同

⾏
援

護
」は

視
覚

障
害

者
が

利
⽤

で
き

る
サ

ー
ビス

で
あ

る
こと

を
忘

れ
て

お
り、

誤
答

した
 

－
 

「地
域

移
⾏

⽀
援

」等
「障

害
者

総
合

⽀
援

法
」は

知
識

が
定

着
しな

い
/選

択
肢

２
「グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

」は
認

知
症

⾼
齢

者
が

⼊
所

す
る

とこ
ろ

だ
と思

って
い

た
か

ら、
障

害
者

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
選

択
肢

は
間

違
って

い
る

と思
って

しま
い

、間
違

え
た

(選
択

肢
２

が
正

答
）

/グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
は

⾼
齢

者
しか

い
な

い
と思

った
/選

択
肢

1.
〜

4.
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

(ケ
ア

ハ
ウ

ス
・共

同
⽣

活
援

助
・⾃

⽴
⽀

援
医

療
・精

神
科

病
院

）
に

関
す

る
知

識
不

⾜
 

51
%

 
92

 
 

⾃
閉

症
の

特
性

 
－

 
⾃

閉
症

ス
ペ

クト
ラム

障
害

が
学

習
障

害
で

あ
る

と勘
違

い
した

/⾃
閉

症
ス

ペ
クト

ラム
障

害
は

授
業

で
習

った
の

で
簡

単
だ

と思
った

 

27
%

 
93

 
 

AL
S（

筋
委

縮
性

側
索

硬
化

症
）

の
特

徴
 

4 
AL

S
は

関
節

に
痛

み
が

あ
る

と記
憶

した
た

め
、選

択
肢

4.
「運

動
失

調
が

現
れ

る
」と

した
 

－
 

パ
ー

キ
ンソ

ンと
混

同
して

い
る

/疾
患

名
と症

状
が

結
び

付
け

られ
な

か
った

/A
LS

患
者

に
会

った
こと

が
な

い
の

で
理

解
が

で
き

な
か

った
が

、勘
で

当
た

った
（

実
は

、よ
くわ

か
らな

か
った

）
 

48
%

 
94

 
 

障
害

受
容

の
プ

ロ
セ

ス
 

－
 

糖
尿

病
（

特
に

、糖
尿

病
性

網
膜

症
）

が
わ

か
らな

か
った

た
め

、難
しく

感
じた

/「
糖

尿
病

性
網

膜
症

」ベ
トナ

ム
⼈

は
わ

か
らな

い
/障

害
受

容
の

プ
ロセ

ス
を

⽂
章

に
す

る
とわ

か
らな

い
/「

混
乱

期
等

」の
選

択
肢

で
あ

れ
ば

何
とか

少
しは

つ
な

が
った

と思
う 

42
%

 
95

 
 

ホ
ー

エ
ン

・ヤ
ー

ル
重

症
度

分
類

 
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
の

ス
テ

ー
ジ

 
－

 
パ

ー
キ

ンソ
ン病

は
知

って
い

た
が

、ホ
ー

エ
ン・

ヤ
ー

ル
重

症
度

分
類

に
つ

い
て

は
聞

い
た

こと
が

な
か

った
の

で
、間

違
え

た
/ヤ

ー
ル

の
重

症
度

分
類

を
習

って
い

な
い

/⽣
活

機
能

分
類

で
理

解
させ

て
い

た
が

、も
う⼀

つ
読

み
が

⾜
りな

い
 

60
%

 
96

 
 

地
域

の
社

会
資

源
 

 
⺠

⽣
委

員
 

－
 

⽇
本

の
社

会
制

度
が

わ
か

らな
い

/⽇
本

の
制

度
や

シ
ス

テ
ム

に
馴

染
み

が
な

い
の

で
、イ

メー
ジ

が
で

き
な

い
/地

域
連

携
に

つ
い

て
の

理
解

不
⾜

/社
会

資
源

に
つ

い
て

理
解

して
い

た
が

、説
明

をす
る

と理
解

が
間

違
って

い
た

/
勉

強
した

が
忘

れ
た

/答
え

を
間

違
え

た
⼈

が
多

か
った

 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

67
%

 
97

 
 

マ
ズ

ロ
ー

の
欲

求
階

層
説

 
－

 
「所

属
・愛

情
欲

求
」の

⾔
葉

の
⽅

が
、選

択
肢

に
あ

れ
ば

何
とか

選
べ

る
こと

が
で

き
た

と思
う/

勉
強

した
が

忘
れ

た
 

31
%

 
98

 
 

⼤
脳

の
仕

組
み

や
機

能
 

－
 

⼤
脳

局
部

の
部

位
の

機
能

の
混

乱
/脳

の
部

位
名

称
と役

割
が

覚
え

られ
な

い
/頭

頂
葉

に
体

性
感

覚
野

が
あ

る
こと

を
知

らな
い

/⽪
膚

の
痛

み
の

感
覚

に
つ

い
て

の
知

識
不

⾜
/痛

み
と局

在
の

部
位

の
理

解
不

⾜
/脳

の
構

造
の

理
解

不
⾜

/ウ
ェル

ニッ
ケ

や
ブ

ロー
カー

は
理

解
して

い
る

 

45
%

 
99

 

 
⽖

と疾
患

の
関

係
 

 
指

・⽖
の

変
化

や
管

理
 

－
 

⽖
の

形
状

の
理

解
 ⽇

本
特

有
の

⾔
い

⽅
（

巻
き

⽖
・ば

ち
状

の
指

）
/疾

患
・病

態
との

組
み

合
わ

せ
・結

び
つ

き
が

わ
か

らな
い

（
例

）
⽖

の
⽩

濁
→

⽖
⽩

癬
 な

ど/
選

択
肢

3.
「さ

じ状
」が

「ス
プ

ー
ン」

とは
思

わ
な

か
っ

た
（

→
教

科
書

や
ナ

ビに
も

「ス
プー

ン」
と記

載
)/

勉
強

した
が

、忘
れ

た
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

/集
中

で
き

な
か

った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

こ こ ろ
 と か
 ら だ
 

の
 

し く み
 

41
%

 
10

0 

 
⼝

臭
及

び
⼝

腔
衛

⽣
 

2 
実

際
の

利
⽤

者
を

⾒
て

い
る

と、
唾

液
量

が
多

い
⼈

は
⼝

臭
が

あ
る

た
め

、選
択

肢
2.

「唾
液

量
が

多
い

⼈
は

⼝
臭

が
あ

る
」と

回
答

した
ら、

×
だ

った
 

3 
選

択
肢

3.
「ウ

イ
ル

ス
感

染
が

⼝
臭

を
⽣

じさ
せ

る
」と

思
った

/イ
ンフ

ル
エン

ザ
の

時
も

⼝
臭

が
あ

る
とい

う認
識

 
－

 
オ

ー
ラ

ル
ケ

ア
⾃

体
は

勉
強

して
き

た
が

、⼝
臭

に
関

して
は

勉
強

不
⾜

/⼝
臭

の
原

因
とし

て
、最

も
適

切
な

原
因

が
わ

か
らな

い
/迷

って
回

答
した

/⾃
分

で
は

わ
か

って
い

た
つ

も
り/

2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
を

しっ
か

り読
ん

で
な

か
った

 

30
%

 
10

1 

 
⼤

腿
⾻

頸
部

⾻
折

に
つ

い
て

の
幅

広
い

理
解

や
知

識
 

 
⾻

の
部

位
や

⾻
折

の
知

識
 

1 
選

択
肢

1.
「転

落
す

る
」と

⾻
折

す
る

と思
った

 
－

 
転

倒
(予

防
)に

対
す

る
技

術
、実

践
とし

て
わ

か
って

い
る

が
、知

識
とし

て
の

理
解

不
⾜

/現
代

の
治

療
や

リハ
ビ

リの
⽅

針
の

理
解

不
⾜

/⾼
齢

者
だ

か
ら早

期
に

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

を
開

始
す

る
の

は
よ

くな
い

と思
った

（
→

本
来

、こ
れ

が
正

答
選

択
肢

3.
）

 

38
%

 
10

2 
 

摂
⾷

・嚥
下

の
プ

ロ
セ

ス
 

－
 

摂
⾷

嚥
下

の
5

分
類

が
、明

確
に

理
解

で
き

て
い

な
か

った
/摂

⾷
嚥

下
の

プロ
セ

ス
を

間
違

って
覚

え
て

い
た

/
先

⾏
期

の
内

容
を

理
解

して
い

な
か

った
/窒

息
の

多
い

接
触

嚥
下

の
時

期
は

理
解

で
き

て
い

た
/唾

液
が

で
る

⾏
動

を
イメ

ー
ジ

で
き

な
か

った
/勉

強
して

い
な

い
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

/1
.か

4.
か

答
え

に
迷

った
 

52
%

 
10

3 
 

失
禁

の
種

類
 

 
溢

流
性

尿
失

禁
 

－
 

設
問

⽂
「歩

き回
った

後
」わ

か
りに

くい
/全

選
択

肢
の

漢
字

が
難

しく
、わ

か
らな

か
った

/設
問

が
⻑

い
の

で
、

理
解

す
る

の
に

時
間

が
か

か
った

/専
⾨

⾨
⽤

語
が

難
しか

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/
（

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
選

択
肢

の
⾔

葉
が

理
解

で
き

た
 

44
%

 
10

4 
 

正
常

な
尿

 
－

 
失

禁
は

わ
か

る
が

、正
常

な
尿

の
特

徴
に

つ
い

て
理

解
不

⾜
/選

択
肢

4.
と

5.
で

迷
った

/マ
ー

クシ
ー

ト記
⼊

間
違

え
 

40
%

 
10

5 
 

便
秘

の
種

類
や

原
因

 
－

 
弛

緩
性

便
秘

の
意

味
や

特
徴

が
わ

か
らな

か
った

/機
能

性
便

秘
に

つ
い

て
の

理
解

不
⾜

/弛
緩

性
便

秘
の

特
徴

で
あ

る
蠕

動
運

動
の

低
下

や
⾼

齢
者

に
多

い
便

秘
との

理
解

は
で

き
て

い
た

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
 

62
%

 
10

6 
 

抗
ヒス

タ
ミン

薬
の

睡
眠

へ
の

影
響

 
－

 
睡

眠
⾃

体
は

勉
強

して
い

る
が

、睡
眠

と薬
の

関
係

と特
徴

に
つ

い
て

は
理

解
不

⾜
だ

った
/学

習
した

記
憶

は
あ

る
が

、忘
れ

て
い

て
間

違
え

た
/選

択
肢

2.
か

4.
か

答
え

に
迷

った
/服

⽤
した

こと
が

あ
る

の
で

わ
か

った
 

40
%

 
10

7 
 

終
末

期
ケ

ア
 

－
 

「タ
ー

ミナ
ル

」に
対

す
る

⽤
語

の
知

識
不

⾜
/唯

⼀
、「

ター
ミナ

ル
ケ

ア
」は

わ
か

る
/リ

ビン
グ

ウ
ィル

の
理

解
不

⾜
/「

グ
リー

フケ
ア

」と
「リ

ビン
グ

ウィ
ル

」を
混

同
して

い
る

 

54
%

 
10

8 
 

死
亡

直
前

の
⾝

体
変

化
 

－
 

終
末

期
の

ケ
アに

関
す

る
理

解
不

⾜
/死

へ
の

イメ
ー

ジ
が

つ
か

め
な

か
った

/授
業

内
容

の
理

解
不

⾜
/死

亡
直

前
と死

亡
後

が
ご

っち
ゃに

な
った

/直
前

と直
後

の
判

断
ミス

 

医
 

療
 

的
 

ケ
 

ア
 

医
 

療
 

的
 

ケ
 

ア
 

68
%

 
10

9 
 

喀
痰

吸
引

の
範

囲
 

－
 

解
剖

の
理

解
不

⾜
/介

護
福

祉
⼠

が
⾏

え
る

⾏
為

の
理

解
不

⾜
/⾔

葉
の

意
味

は
理

解
で

き
て

い
る

が
、選

択
ミ

ス
/選

択
肢

1．
2.

「咽
頭

」は
わ

か
った

が
、設

問
に

あ
る

「喀
痰

吸
引

の
範

囲
」が

「咽
頭

の
どの

あ
た

りま
で

」か
は

、細
か

い
選

択
の

為
、わ

か
らな

くな
った

/授
業

で
は

わ
か

って
い

た
が

、⽂
字

に
な

る
と読

み
取

れ
な

か
った

/や
は

り，
演

習
を繰

り返
す

と理
解

で
き

る
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
をし

っか
り読

ん
で

な
か

った
。 

67
%

 
11

0 
 

喀
痰

吸
引

が
制

度
化

さ
れ

た
変

遷
 

 
法

改
正

後
の

介
護

福
祉

⼠
の

職
務

 

1 
選

択
肢

1.
「医

⾏
為

を
除

外
され

た
」は

、医
⾏

為
で

あ
る

こと
に

は
間

違
い

な
い

の
で

惑
わ

され
た

 
3 

選
択

肢
3.

「介
護

福
祉

⼠
は

研
修

を
受

け
て

い
れ

ば
、病

院
で

も
で

き
る

」と
思

った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

医
 

療
 

的
 

ケ
 

ア
 

医
 

療
 

的
 

ケ
 

ア
 

 
 

5 
選

択
肢

5.
「介

護
福

祉
⼠

が
イン

ス
リン

注
射

で
き

る
」を

選
択

した
者

が
多

か
った

/そ
の

理
由

とし
て

、「
（

利
⽤

者
が

⾃
分

で
イン

ス
リン

注
射

をし
て

い
る

時
に

）
介

助
が

で
き

る
か

ら」
と理

解
した

の
で

は
な

い
か

 
－

 
⾔

葉
の

意
味

は
理

解
で

き
て

い
る

が
、選

択
ミス

 
71

%
 

11
1 
 

喀
痰

吸
引

の
実

施
 

－
 

問
題

が
難

しか
った

/⾔
葉

の
意

味
は

理
解

で
きて

い
る

が
、選

択
ミス

 

47
%

 
11

2 

 
喀

痰
吸

引
に

必
要

な
物

品
の

管
理

 
 

喀
痰

吸
引

を
す

る
際

の
消

毒
⽅

法
 

－
 

選
択

肢
５

「7
0〜

80
％

に
な

る
前

」で
は

な
く、

「7
0%

以
下

」だ
と思

った
（

←
選

択
肢

5.
が

正
答

）
/正

確
に

理
解

して
い

な
か

った
/実

践
して

い
る

の
で

⼿
順

は
わ

か
る

が
、⽂

章
に

な
る

と、
どの

状
況

を
説

明
して

い
る

の
か

、わ
か

らな
か

った
/授

業
で

は
わ

か
って

い
た

が
、⽂

字
に

な
る

と読
み

取
れ

な
か

った
/⾔

葉
の

意
味

は
理

解
で

き
て

い
る

が
、選

択
ミス

/今
現

在
授

業
進

⾏
中

の
内

容
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

/選
択

肢
を絞

る
こと

は
で

き
た

が
、正

しい
答

え
が

わ
か

らな
か

った
 

63
%

 
11

3 
 

経
管

栄
養

の
実

施
時

の
留

意
事

項
 

－
 

経
管

栄
養

の
⽅

に
対

す
る

⼯
夫

、配
慮

とい
った

点
が

勉
強

不
⾜

/経
管

栄
養

の
栄

養
剤

が
冷

た
い

ま
ま

だ
った

ら、
どう

な
る

の
か

が
理

解
で

き
て

い
な

い
 

総
 

合
 

問
 

題
 

総
 

合
 

問
 

題
 

30
%

 
11

4 
 

脳
の

疾
患

・脳
⾎

管
障

害
 

－
 

「脳
の

細
い

⾎
管

が
詰

ま
って

い
る

＝
梗

塞
」の

理
解

不
⾜

/脳
の

疾
患

の
種

類
が

理
解

で
き

て
い

な
い

/(
脳

の
疾

患
それ

ぞ
れ

の
）

違
い

を
理

解
して

い
な

か
った

/⾔
葉

の
意

味
は

理
解

で
き

て
い

る
が

、選
択

ミス
 

39
%

 
11

5 

 
訪

問
介

護
員

 
 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
が

とる
⾏

動
（

業
務

内
容

）
 

 
脳

梗
塞

 

2 
賞

味
期

限
が

2
⽇

前
に

切
れ

て
い

た
か

ら、
⾷

べ
て

は
い

け
な

い
と思

った
 

3 
選

択
肢

4.
「相

談
」の

必
要

は
な

い
と思

った
（

←
正

答
）

か
ら、

選
択

肢
3.

「⽸
の

ふ
た

を
開

け
て

」お
け

ば
い

い
と思

った
 

5 
保

存
容

器
に

うつ
して

お
け

ば
⾷

品
⾃

体
に

問
題

な
い

と思
った

 
－

 
賞

味
期

限
が

2
⽇

前
に

切
れ

た
⽸

詰
の

対
処

⽅
法

が
不

明
/「

賞
味

期
限

（
消

費
期

限
）

」に
つ

い
て

の
知

識
不

⾜
/こ

の
回

答
は

⽂
化

の
違

い
が

影
響

して
い

る
よ

うに
思

わ
れ

る
/お

⾦
が

な
い

と賞
味

期
限

切
れ

で
も

、⼈
に

よ
って

は
⾷

べ
る

/果
物

は
、新

鮮
な

⽣
の

も
の

を⾷
べ

る
た

め
、⽸

詰
は

⾷
べ

な
い

(お
⿂

等
の

⽸
詰

も
、あ

る
が

⾷
べ

な
い

)/
賞

味
期

限
が

切
れ

て
い

た
ら基

本
的

に
は

⾷
べ

な
い

/⽂
化

の
違

い
とい

うよ
りは

、そ
も

そも
⽸

詰
は

普
段

か
らあ

ま
り使

⽤
しな

い
/⽇

本
の

コン
ビニ

な
どは

賞
味

期
限

に
厳

しい
/私

だ
った

ら、
1

⽇
ぐら

い
な

ら⾷
べ

ち
ゃう

と思
う/

「賞
味

期
限

」に
つ

い
て

は
中

国
で

も
標

記
され

て
お

り、
知

って
い

た
が

 「
消

費
期

限
」に

つ
い

て
は

、中
国

に
は

な
い

。⽇
本

に
来

て
初

め
て

知
った

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
 

40
%

 
11

6 
 

介
護

保
険

の
申

請
と各

関
連

事
業

所
 

 
介

護
予

防
サ

ー
ビス

・⽀
援

計
画

書
と作

成
者

 

4 
設

問
⽂

に
「訪

問
介

護
」 が

出
て

くる
の

で
、選

択
肢

も
同

じ「
訪

問
介

護
事

業
所

」と
い

う⾔
葉

をヒ
ント

に
選

ん
だ

 
－

 
地

域
包

括
⽀

援
セ

ンタ
ー

及
び

主
任

介
護

⽀
援

専
⾨

員
の

役
割

に
つ

い
て

の
理

解
不

⾜
/要

⽀
援

・要
介

護
の

区
別

が
つ

け
られ

て
い

な
い

/要
⽀

援
者

の
制

度
理

解
不

⾜
/選

択
肢

が
混

乱
しや

す
い

/問
題

が
難

しす
ぎ

る
 

48
%

 
11

7 

 
介

護
過

程
 

 
記

録
物

の
種

類
の

違
い

 
4 

問
題

⽂
をし

っか
りと

読
ま

な
い

で
、選

択
肢

4.
「プ

ロセ
ス

レ
コー

ド」
が

⼤
事

だ
と思

った
 

－
 

⽣
活

相
談

員
が

作
成

す
る

記
録

が
わ

か
らな

い
/イ

ン
シ

デ
ン

ト報
告

書
・エ

コマ
ップ

・プ
ロ

セ
ス

レ
コー

ド・
フェ

イ
ス

シ
ー

トが
、そ

れ
ぞ

れ
、ど

ん
な

記
録

に
な

る
の

か
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

い
/各

書
類

の
意

味
や

⽬
的

の
理

解
不

⾜
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答 率
 

№
 

誤
答

理
由

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

学
習

課
題

 
誤

選
択

№
 

誤
答

理
由

 

総
 

合
 

問
 

題
 

総
 

合
 

問
 

題
 

57
%

 
11

8 
 

中
核

症
状

 
 

失
⾏

 
1 

選
択

肢
１

「幻
視

」が
原

因
で

、⻭
を

磨
こう

とし
な

か
った

とい
う可

能
性

を考
え

た
 

－
 

意
味

は
理

解
で

き
た

が
、間

違
った

/「
常

同
⾏

動
」を

習
った

と思
うが

、忘
れ

た
/間

違
え

て
覚

え
て

い
た

/2
つ

の
選

択
肢

（
2

番
と

5
番

）
で

迷
った

 

21
%

 
11

9 
 

社
会

福
祉

法
⼈

の
役

割
 

－
 

既
に

あ
る

制
度

と、
独

⾃
の

事
業

の
区

別
が

で
き

な
か

った
/選

択
肢

に
あ

る
各

事
業

（
公

益
事

業
 ⽇

常
⽣

活
⾃

⽴
⽀

援
事

業
 相

談
⽀

援
事

業
 ⾃

⽴
相

談
⽀

援
事

業
 地

域
⽣

活
⽀

援
事

業
）

が
何

か
わ

か
らな

い
/

介
護

保
険

制
度

の
こと

が
わ

か
らな

い
/(

私
の

出
⾝

国
の

）
⽀

援
体

制
が

ここ
ま

で
整

った
環

境
で

は
な

く、
想

像
す

る
こと

も
で

き
な

い
/す

べ
て

わ
か

らな
い

/ち
ん

ぷ
ん

か
ん

ぷ
ん

状
態

 

44
%

 
12

0 
 

精
神

科
の

⼊
院

の
形

態
 

 
精

神
疾

患
の

制
度

 
－

 
全

選
択

肢
の

⾔
葉

（
任

意
⼊

院
、医

療
保

護
⼊

院
、応

急
⼊

院
、措

置
⼊

院
、緊

急
措

置
⼊

院
）

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/精

神
疾

患
の

⼊
院

体
系

は
わ

か
らな

い
/措

置
の

知
識

が
少

な
い

 
55

%
 

12
1 

 
－

 
⾃

分
な

らど
う会

話
を

す
る

の
か

想
像

して
答

え
た

が
、間

違
って

い
た

/単
純

に
対

応
⽅

法
が

わ
か

らな
い

 

48
%

 
12

2 

 
精

神
疾

患
の

制
度

 
 

精
神

疾
患

の
患

者
へ

の
対

応
 

 
⾃

⽴
⽀

援
に

関
す

る
基

本
的

な
理

解
 

 
統

合
失

調
症

の
あ

る
⽅

の
就

労
に

向
け

て
の

⽀
援

 

－
 

「⾃
信

が
な

い
」と

⾔
って

い
る

か
ら、

対
策

は
い

らな
い

と思
った

/⾃
⼰

決
定

の
原

則
に

沿
うこ

とが
で

き
な

か
った

/
雇

⽤
管

理
に

関
す

る
こと

/内
容

を誤
解

した
/選

択
肢

3.
と

4.
で

迷
った

 

52
%

 
12

3 
 

関
節

リウ
マ

チ
 

1 
事

例
⽂

「夜
中

に
⽬

が
覚

め
る

」と
い

う⾔
葉

か
ら、

選
択

肢
１

「睡
眠

不
⾜

」だ
と思

った
 

－
 

選
択

肢
の

⾔
葉

（
睡

眠
不

⾜
・低

栄
養

・平
衡

感
覚

の
低

下
・筋

⼒
低

下
・関

節
の

炎
症

）
に

関
す

る
知

識
不

⾜
/2

つ
の

選
択

肢
で

迷
った

 

45
%

 
12

4 
 

障
害

者
総

合
⽀

援
法

の
⾃

⽴
⽀

援
給

付
費

 
 

補
装

具
費

 

－
 

⾞
い

す
の

購
⼊

と補
装

具
（

→
正

答
選

択
肢

２
）

が
つ

な
が

らな
か

った
 

 

41
%

 
12

5 
 

関
節

リウ
マ

チ
の

あ
る

⼈
の

⽣
活

全
般

 
－

 
関

節
リウ

マ
チ

の
⼈

へ
の

介
助

留
意

点
が

わ
か

らな
か

った
/内

容
を誤

解
した

/2
つ

の
選

択
肢

で
迷

った
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②
 ⽇

本
語

に
関

す
る

誤
回

答
の

理
由

 

領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

⼈
 

間
 

と 社
 

会
 

尊
 

厳
 

69
%

 
1 
 

⼈
⼯

透
析

 
 

延
命

治
療

 
 

意
思

決
定

 
 

（
気

持
ち

に
）

迷
い

 

 
事

例
を

読
み

解
け

な
い

/想
定

の
意

味
が

つ
か

め
な

か
った

/設
問

が
⻑

く、
理

解
が

難
しい

/⽂
末

が
理

解
しが

た
い

/使
⽤

語
彙

が
難

しい
/全

体
的

に
意

味
が

わ
か

らな
い

/意
思

確
認

の
主

語
が

わ
か

ら
な

か
った

/「
医

療
職

が
作

成
す

る
」の

意
味

が
わ

か
らな

い
/(

翻
訳

され
た

）
英

語
で

意
味

を
理

解
で

き
た

 

61
%

 
2 

 
利

⽤
者

の
意

思
を

代
弁

 1
.「

イン
フォ

ー
ム

ドコ
ンセ

ント
」 

2.
「ス

トレ
ング

ス
」 

3.
「パ

ター
ナ

リズ
ム

」 
4.

「エ
ンパ

ワ
メン

ト」
 

5.
「ア

ドボ
カシ

ー
」 

問
題

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/専
⾨

⽤
語

が
わ

か
らな

か
った

/カ
タカ

ナ
は

苦
⼿

(特
に

中
国

）
カタ

カナ
と英

語
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/カ
タカ

ナ
⽂

字
は

わ
か

りづ
らい

（
ベ

トナ
ム

）
/カ

タ
カ

ナ
で

書
い

た
意

味
が

わ
か

らな
い

 

⼈
 

間
 

48
%

 
3 
 

⾃
⼰

覚
知

 
2.

「背
景

を
洞

察
す

る
」 

3.
「主

観
的

に
分

析
す

る
」 

4.
「私

⽣
活

」「
打

ち
明

け
る

」 
5.

「価
値

観
」 

設
問

⽂
．

「最
も

（
適

切
な

も
の

）
」の

問
題

は
正

解
が

選
べ

な
い

/選
択

肢
2.

「洞
察

」→
「知

る
」

で
あ

れ
ば

わ
か

る
/「

主
観

的
」の

意
味

を
間

違
え

て
い

た
/「

主
観

的
」︓

「客
観

的
」理

解
不

⾜
/使

⽤
して

い
る

⾔
葉

が
難

しい
/(

翻
訳

され
た

⽂
章

で
）

意
味

が
わ

か
った

/「
⾃

⼰
」の

漢
字

は
わ

か
る

が
、「

覚
知

」が
わ

か
らな

か
った

 

83
%

 
4 
 

配
慮

 
1.

「視
線

が
合

わ
せ

られ
る

位
置

」 
2.

「⽴
った

ま
ま」

 
3.

「密
着

した
距

離
」 

4.
「薄

暗
い

場
所

」 

短
時

間
で

⽇
本

を
理

解
す

る
の

が
難

しい
/使

⽤
して

い
る

⾔
葉

が
難

しく
、意

味
が

理
解

で
き

な
か

っ
た

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/選
択

肢
5．

た
くさ

ん
⇒

多
くの

・に
ぎ

や
か

⇒
騒

々
しい

等
の

表
現

に
な

る
と、

困
難

に
な

りや
す

い
。こ

の
よう

な
簡

単
な

表
現

は
、理

解
しや

す
い

 

社
 

会
 

の
 

理
 

解
 

50
%

 
5 

 
4.

「近
隣

住
⺠

同
⼠

」 
5.

「⽣
活

困
窮

」 
選

択
肢

5.
「⽣

活
困

窮
」「

貧
困

」と
の

違
い

が
わ

か
らな

い
/使

⽤
語

彙
が

難
しい

/漢
字

の
意

味
は

わ
か

った
が

、ど
の

答
え

を
指

して
い

る
の

か
理

解
が

で
き

な
か

った
/専

⾨
⽤

語
が

わ
か

らな
か

った
/⽂

章
の

意
味

を誤
解

して
い

た
/似

た
よ

うな
語

で
混

乱
した

/そ
れ

ぞ
れ

の
単

語
の

意
味

が
混

同
して

しま
う 

66
%

 
6 
 

働
き

⽅
改

⾰
 

 
改

⾰
 

2．
「有

給
休

暇
」 

4．
「正

規
雇

⽤
労

働
者

」「
⾮

正
規

雇
⽤

労
働

者
」 

4．
「待

遇
の

格
差

」「
当

然
で

あ
る

」 

使
⽤

して
い

る
⾔

葉
が

難
しく

、意
味

が
理

解
で

きな
か

った
/知

識
が

そも
そも

な
い

こと
に

加
え

て
、⾔

葉
が

何
を

指
して

い
る

の
か

頭
で

連
想

す
る

こと
が

で
き

な
か

った
/⽂

章
が

わ
か

りづ
らい

/単
語

⾃
体

は
わ

か
った

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

 

57
%

 
7 

 
⾝

寄
りが

な
い

 
 

⽇
本

語
の

⽂
章

が
理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/⾔
葉

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/設
問

が
⻑

く、
理

解
が

難
しい

/⺟
国

語
で

も
制

度
の

意
味

は
難

しい
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

⼈
 

間
 

と 社
 

会
 

社
 

会
 

の
 

理
 

解
 

35
%

 
8 

 
財

政
 

1.
2.

「財
源

」 
2.

 「
社

会
保

障
給

付
費

」「
占

め
る

」 
1〜

5．
「割

合
」な

どの
⾔

葉
が

難
し

い
 

「財
源

」「
財

政
」と

い
う⾔

葉
を

説
明

す
る

と、
知

って
い

る
が

、理
解

で
き

て
い

な
い

/熟
語

の
意

味
の

理
解

不
⾜

/設
問

が
⻑

く、
理

解
が

難
しい

/⾔
葉

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/書
い

て
い

る
内

容
が

わ
か

ら
な

い
/⽂

章
全

体
の

理
解

が
で

き
ず

、答
え

を
選

択
す

る
こと

が
で

き
な

か
った

/趣
旨

が
読

め
て

い
な

か
った

の
で

、誤
回

答
だ

った
/問

題
⾃

体
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/漢
字

の
多

い
⾔

葉
は

、意
味

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/⺟
国

語
で

も
そう

だ
が

、法
律

や
税

⾦
、保

険
料

に
つ

い
て

覚
え

る
の

が
難

しい
 

64
%

 
9 
 

介
護

保
険

制
度

の
被

保
険

者
 

4.
「（

都
道

府
県

が
）

徴
収

す
る

」 
選

択
肢

2.
3.

「（
65

歳
）

以
上

」「
（

20
歳

）
以

上
」を

「以
下

」と
勘

違
い

/⾔
葉

が
難

しい
/趣

旨
が

読
め

て
い

な
か

った
の

で
、誤

回
答

だ
った

 

34
%

 
10

  
介

護
予

防
・⽇

常
⽣

活
⽀

援
総

合
事

業
 

2.
「予

防
給

付
」 

3.
「介

護
給

付
」 

4.
「権

利
擁

護
事

業
」 

熟
語

の
意

味
の

理
解

不
⾜

/使
⽤

語
が

難
しい

/⾔
葉

が
難

しい
/⺟

国
語

な
ら⽇

常
⽣

活
の

⾔
葉

に
近

い
訪

問
事

業
の

選
択

肢
を選

べ
た

 

27
%

 
11

  
1.

「厚
⽣

労
働

⼤
⾂

」「
基

本
的

な
指

針
」 

2.
3.

 「
策

定
」「

努
⼒

義
務

」 
4.

「異
な

って
い

る
」 

5.
「⽂

化
芸

術
活

動
・ス

ポ
ー

ツの
振

興
」 

「厚
⽣

労
働

省
」と

か
「市

町
村

」と
か

い
う⾔

葉
は

、頭
に

⼊
らな

い
/「

厚
⽣

労
働

⼤
⾂

」「
策

定
」

「努
⼒

義
務

」は
説

明
が

で
き

な
い

/「
策

定
」と

い
う⾔

葉
の

意
味

が
わ

か
らず

、問
題

が
何

を
指

して
い

る
の

か
理

解
で

き
な

か
った

/使
⽤

語
彙

が
難

しい
/熟

語
の

意
味

の
理

解
不

⾜
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
/英

語
の

表
記

な
ら、

わ
か

った
 

36
%

 
12

  
障

害
者

総
合

⽀
援

法
 

 
居

宅
介

護
 

4．
「審

査
会

」 
5．

「（
市

町
村

の
）

担
当

窓
⼝

」 
  

設
問

⽂
.「

最
初

の
⼿

続
き

とし
て

」の
「最

初
」と

い
う表

記
に

焦
点

を
当

て
る

こと
が

で
き

な
か

った
/事

例
の

状
況

（
交

通
事

故
に

よ
って

下
肢

に
障

害
）

が
わ

か
らな

い
/問

題
⾃

体
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/熟
語

の
意

味
の

理
解

不
⾜

/意
味

が
わ

か
らな

い
/⾔

葉
が

難
しい

/選
択

肢
4.

「申
し出

る
」と

選
択

肢
５

.「
（

⽀
給

）
申

請
」の

違
い

が
わ

か
らな

い
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
/「

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

＝
di

sa
bi

lit
y 

w
el

fa
re

 s
er

vi
ce

s」
の

表
記

な
ら、

わ
か

った
 

28
%

 
13

  
創

設
 

 
共

⽣
 

 
共

⽣
型

サ
ー

ビス
 

3．
「同

⾏
援

護
」 

熟
語

の
意

味
の

理
解

不
⾜

/⾔
葉

が
難

しい
/カ

タカ
ナ

苦
⼿

(サ
ー

ビス
・グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

・デ
イサ

ー
ビス

・リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
）

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/ベ
トナ

ム
の

制
度

に
似

た
よ

うな
も

の
が

あ
った

/
「共

⽣
」の

意
味

が
わ

か
ら

な
い

 

55
%

 
14

  
障

害
⽀

援
区

分
 

 
就

労
⽀

援
施

設
 

 
こだ

わ
り 

 
処

分
 

 
パ

ニ
ック

 
 

購
⼊

して
い

る
雑

誌
 

 
介

護
福

祉
職

 
 

障
害

者
虐

待
防

⽌
法

 

     

選
択

肢
2.

「と
って

お
き

ま
しょ

う」
を

「取
る

」と
解

釈
した

/事
例

の
状

況
が

わ
か

らな
い

/問
題

⽂
を読

ん
で

、そ
の

意
味

を
理

解
す

る
こと

が
で

き
な

か
った

/混
乱

して
、⽇

本
語

の
問

題
だ

と思
った

/問
題

⽂
が

正
しく

理
解

で
き

て
い

な
い

/⽇
本

語
の

意
図

が
つ

か
め

な
い

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/使
⽤

語
彙

が
わ

か
らな

い
/意

味
が

わ
か

らな
い

/話
し⾔

葉
は

理
解

しづ
らか

った
.例

え
ば

、選
択

肢
5.

「雑
誌

が
き

ま
す

よ
」の

「き
ま

す
よ

」と
い

う⾔
葉

に
引

っか
か

った
/⾔

葉
か

け
の

⾔
い

回
しが

理
解

で
き

な
か

った
/

⽇
本

語
で

の
答

え
⽅

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
の

話
こと

ば
が

⺟
国

語
だ

とわ
か

りや
す

か
った

/ベ
トナ

ム
語

で
意

味
が

わ
か

らな
か

った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

⼈
 

間
 

と 社
 

会
 

社
 

会
 

の
 

理
 

解
 

37
%

 
15

  
（

注
釈

）
最

⾼
裁

判
所

事
務

総
局

家
庭

局
 

1．
「申

⽴
て

」 
4．

「候
補

者
」 

5．
「報

酬
」 

⾔
葉

の
意

味
を

間
違

え
て

理
解

して
い

た
/意

味
が

わ
か

らな
い

/⾔
葉

が
難

しい
/⾔

葉
と漢

字
が

難
しい

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/⺟
国

語
だ

と選
択

肢
の

⾔
葉

が
わ

か
った

 

20
%

 
16

  
補

⾜
性

 
2．

「無
差

別
平

等
」 

4．
「資

産
」 

5．
「世

帯
」 

⾔
葉

、⽂
章

が
難

解
/内

容
が

わ
か

らな
い

/意
味

を
理

解
す

る
こと

が
で

き
な

か
った

「補
⾜

性
の

原
理

」な
ど⾔

葉
が

難
しい

/使
⽤

語
彙

が
難

しい
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
 

 

介
 

護
 

介
 

護
 

の
 

基
 

本
 

69
%

 
17

  
散

乱
 

 
事

情
 

 
⽇

課
 

 
（

⾖
か

ら）
挽

い
て

 

  
読

解
⼒

の
な

さ /
読

み
間

違
え

た
/質

問
が

⻑
い

の
で

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/事
例

が
⻑

く、
読

ん
で

い
る

うち
に

わ
か

らな
くな

った
/⻑

い
⽂

章
の

中
に

理
解

で
き

な
い

⾔
葉

が
あ

る
と、

全
体

が
わ

か
らな

く
な

る
/⽂

章
の

意
味

は
正

しい
が

どう
か

、迷
った

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/事
例

が
よ

く理
解

で
き

た
/

⺟
国

語
で

は
理

解
す

る
こと

が
で

き
た

 

66
%

 
18

  
脳

卒
中

 
 

後
遺

症
 

4.
「お

しゃ
れ

」 
設

問
⽂

．
「俳

句
」を

「徘
徊

」と
読

み
間

違
え

た
/「

俳
句

」が
わ

か
らな

くて
どれ

が
正

解
か

迷
った

/
読

む
の

を
間

違
え

た
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
/理

解
で

き
な

か
った

/意
味

が
わ

か
らな

い
/質

問
が

⻑
い

の
で

、意
味

が
理

解
しに

くい
/⻑

⽂
の

理
解

が
難

しい
/事

例
が

⻑
く、

読
ん

で
い

る
うち

に
わ

か
らな

くな
った

/ベ
トナ

ム
語

の
⽂

章
で

あ
れ

ば
わ

か
った

 

41
%

 
19

  
関

連
 

1．
「電

気
ス

タン
ド」

 
4．

「活
⼒

（
が

低
下

す
る

）
」 

5．
「床

の
性

状
」「

バ
ラ

ン
ス

を
崩

す
」 

意
味

が
理

解
しに

くい
/意

味
が

わ
か

らな
い

/答
え

が
理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/問

題
の

内
容

を誤
って

理
解

した
/⺟

国
語

な
ら、

環
境

因
⼦

の
選

択
肢

が
わ

か
りや

す
か

った
 

68
%

 
20

  
1.

「意
向

」「
継

続
」 

2.
「⼿

ぬ
ぐい

」 
4.

「(
整

理
)整

頓
」「

壁
に

⽴
て

か
け

る
」 

4.
 「

押
し⼊

れ
」 

5.
「(

家
具

の
)配

置
」 

使
⽤

語
が

難
しい

/⽂
章

が
難

しい
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/ベ
トナ

ム
語

で
あ

れ
ば

わ
か

った
 

45
%

 
21

  
平

成
30

年
版

⾼
齢

社
会

⽩
書

 
 

内
閣

府
 

 
家

庭
内

事
故

の
発

⽣
割

合
 

  
意

味
が

わ
か

らな
い

/問
題

は
イメ

ー
ジ

で
き

た
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
/ベ

トナ
ム

語
の

訳
し⽅

が
違

う 

42
%

 
22

  
2.

「要
求

」「
応

え
られ

な
い

」「
⽇

課
」 

4.
「な

じみ
（

の
あ

る
⼈

）
」「

継
続

し
て

い
く」

 

選
択

肢
3.

「現
在

よ
りも

過
去

の
⾝

体
的

・精
神

的
状

態
（

の
）

把
握

」が
理

解
で

き
な

か
った

/
しっ

か
りと

読
ま

な
か

った
/⽂

章
を理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
/問

題
は

イメ
ー

ジ
で

き
た

 



70
 

領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

介
 

護
 

介
 

護
 

の
 

基
 

本
 

41
%

 
23

  
サ

ー
ビス

提
供

責
任

者
 

1.
「作

成
す

る
」 

4.
「（

判
断

能
⼒

が
）

⼗
分

で
な

い
⼈

」 
4.

「⽇
常

的
な

⾦
銭

管
理

」 
5.

「召
集

して
、サ

ビ担
会

議
を開

催
す

る
」 

記
載

の
意

味
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/意

味
が

わ
か

らな
い

/熟
語

の
意

味
の

理
解

不
⾜

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/サ
ー

ビス
提

供
責

任
者

は
わ

か
らな

い
が

、「
se

rv
ic

e 
pr

ov
id

er
」な

ら答
え

が
出

せ
た

 

51
%

 
24

  
2.

「（
チ

ー
ム

か
ら）

除
か

れ
る

」 
5.

「（
ケ

ア
の

）
⽅

向
性

」 
設

問
⽂

「最
も

適
切

」を
「最

優
先

」と
とら

え
て

しま
った

/5
つ

の
選

択
肢

の
⽂

章
が

理
解

で
き

な
か

っ
た

/よ
く理

解
で

きな
か

った
/は

っき
りわ

か
らな

い
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/難
しい

⾔
葉

が
あ

る
/よ

く読
ま

な
い

の
で

、間
違

え
た

 

70
%

 
25

  
(介

護
福

祉
職

の
）

倫
理

 
1.

「伴
わ

な
くて

も
」 

4.
「暴

⼒
を

ふ
る

う」
 

5.
「打

合
わ

せ
」 

質
問

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/問
い

の
意

味
を

理
解

で
き

て
い

な
い

/熟
語

の
意

味
の

理
解

不
⾜

/内
容

が
わ

か
らな

か
った

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

（
読

解
⼒

不
⾜

）
/誤

解
した

/⺟
国

語
で

は
理

解
す

る
こと

が
で

き
た

/ベ
トナ

ム
語

で
あ

れ
ば

わ
か

った
/⺟

国
語

で
誤

答
 

60
%

 
26

  
保

菌
者

 
1.

「(
保

菌
者

の
)有

無
」 

2.
「接

触
感

染
症

予
防

策
」 

5.
「⽤

い
られ

る
(消

毒
薬

は
)無

効
」 

⾔
葉

が
わ

か
らな

か
った

/わ
か

らな
い

/問
題

の
意

味
が

難
しか

った
/選

択
肢

の
⽂

章
が

全
て

わ
か

ら
な

か
った

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

を
⾒

た
ら）

M
RS

A
聞

い
た

こと
が

あ
った

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

で
も

）
質

問
が

わ
か

らな
い

/⺟
国

語
の

「感
染

」と
い

う意
味

と異
な

って
い

る
の

で
は

︖
 

コ ミ ュ ニ ケ
 ❘ シ
 ョ ン 

27
%

 
27

  
直

⾯
化

 
1.

「⽭
盾

点
」「

指
摘

す
る

」 
2.

「促
す

」 
4.

「簡
潔

(に
返

す
)」

 

選
択

肢
の

⽂
章

の
意

味
が

ほ
とん

どわ
か

らな
か

った
/⾔

葉
が

わ
か

らな
か

った
/使

⽤
語

が
難

し
い

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/し

っか
りと

読
ま

な
か

った
/意

味
が

わ
か

らな
い

/問
題

の
内

容
を

誤
って

理
解

した
 

61
%

 
28

  
意

欲
(が

低
下

した
⼈

）
 2

.「
励

ま
す

」 
4.

「背
景

」 
5.

「（
⾃

⼰
決

定
して

も
らう

の
は

）
避

け
る

」 
  

選
択

肢
1.

「考
え

⽅
を

変
え

る
」＝

気
分

転
換

と思
った

/選
択

肢
1.

「考
え

⽅
を

変
え

る
」、

選
択

肢
3.

「⾃
然

に
回

復
を

待
つ

」そ
れ

ぞ
れ

イメ
ー

ジ
が

持
て

て
い

な
い

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/漢

字
が

理
解

で
き

な
か

った
/理

解
で

きな
か

った
/考

え
⽅

が
間

違
った

/⽇
本

語
の

理
解

が
不

⼗
分

で
、選

択
を

間
違

った
/⽇

本
語

を
よ

く読
まな

か
った

た
め

/ほ
とん

どの
選

択
肢

が
わ

か
らな

か
っ

た
/答

え
の

意
味

を
誤

解
した

/選
択

肢
の

⽂
が

短
くて

伝
わ

らな
い

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

選
択

肢
の

⾔
葉

が
わ

か
った

 

41
%

 
29

  
構

⾳
 

1.
「控

え
る

」 
3.

「促
す

」 
 

漢
字

が
わ

か
らな

か
った

/⽇
本

語
の

表
現

が
わ

か
らな

い
/わ

か
りに

くい
/⽇

本
語

の
理

解
が

不
⼗

分
で

、選
択

を間
違

った
/集

中
して

⽂
章

を
よ

く読
ま

な
か

った
た

め
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

な
ら）

「控
え

る
」が

わ
か

る
 

67
%

 
30

  
視

覚
 

2.
「最

⼩
限

に
とど

め
る

」 
4.

「準
⾔

語
の

活
⽤

」[
控

え
る

」 
5.

「あ
ち

ら」
「そ

ち
ら」

 

設
問

⽂
.「

視
覚

」を
「聴

覚
」と

思
って

しま
った

/わ
か

りに
くい

/集
中

して
⽂

章
を

よ
く読

ま
な

か
った

た
め

/問
い

の
内

容
を

読
み

込
め

て
い

な
い

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

介
 

護
 

コ ミ ュ ニ ケ
 ❘ シ
 ョ ン 

48
%

 
31

  
抽

象
的

（
な

⾔
葉

）
 

 
社

会
的

な
善

悪
に

照
ら

して
 

 
善

悪
 

 
興

奮
 

 
⼝

調
 

 
叱

った
 

1.
「許

され
ま

せ
ん

」 
設

問
⽂

.「
最

も
（

適
切

な
も

の
）

」の
問

題
は

正
解

が
選

べ
な

い
/選

択
肢

4.
「こ

こで
話

を
しま

しょ
う」

を
命

令
調

に
解

釈
した

（
ここ

で
ゆ

っく
り…

等
の

⾔
葉

が
⼊

れ
ば

理
解

で
きた

）
/事

例
が

⻑
す

ぎ
て

、事
例

を
理

解
しよ

うと
す

る
意

欲
が

低
下

す
る

/事
例

⽂
が

わ
か

らな
い

か
ら選

べ
な

い
/事

例
を読

ん
で

情
景

を
イメ

ー
ジ

す
る

の
が

難
しか

った
/⻑

⽂
の

読
解

⼒
の

乏
しさ

/読
む

だ
け

で
精

い
っぱ

い
な

様
⼦

/⾔
葉

の
理

解
が

で
き

な
か

った
/会

話
⽂

の
理

解
が

難
しか

った
/問

題
⽂

が
読

み
取

れ
な

か
っ

た
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

 

65
%

 
32

  
1.

「叱
る

」 
4.

「介
⼊

せ
ず

に
黙

認
」 

 

設
問

⽂
．

「家
族

へ
の

対
応

」→
誰

に
対

して
の

問
い

か
、わ

か
らな

い
/選

択
肢

1.
「⽀

持
す

る
」の

意
味

を
逆

に
、否

定
とと

らえ
た

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/⾔

葉
が

わ
か

らな
か

った
/使

⽤
語

が
難

しい
/問

題
⽂

が
⻑

い
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/問
題

⽂
を

誤
って

解
釈

し
て

い
た

/設
問

は
イメ

ー
ジ

が
で

きた
/(

⺟
国

語
で

の
試

験
を

み
て

も
）

「叱
る

」が
わ

か
らな

い
 

69
%

 
33

  
  

設
問

の
イメ

ー
ジ

は
で

き
た

/専
⾨

⽤
語

が
少

な
い

の
で

、理
解

しや
す

か
った

/紛
らわ

しい
表

現
だ

った
/⽇

本
語

の
ニュ

ア
ンス

が
理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/問

題
⽂

が
⻑

い
/留

学
⽣

の
⽇

本
語

能
⼒

に
は

バ
ラつ

き
が

あ
る

/⽇
本

語
の

漢
字

の
意

味
が

わ
か

って
い

な
い

/ふ
り

が
な

が
あ

って
も

、⾔
葉

その
も

の
の

意
味

が
理

解
で

き
な

い
こと

が
あ

る
よ

うで
す

 

53
%

 
34

  
客

観
的

事
実

を
表

す
介

護
記

録
 

3.
「無

断
外

出
」 

4.
「認

知
症

が
悪

化
」「

〜
よ

うだ
」 

「客
観

的
事

実
」と

その
⽂

章
が

結
び

つ
か

な
い

/質
問

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/意

味
を

理
解

す
る

こと
が

で
き

な
か

った
/気

づ
か

な
か

った
/考

え
⽅

を間
違

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/「
客

観
的

事
実

」と
「主

観
的

事
実

」で
どち

らが
どう

い
う意

味
な

の
か

わ
か

らな
くな

って
しま

った
 

⽣
 

活
 

⽀
 

援
 

技
 

術
 

52
%

 
35

  
⼀

⼾
建

て
 

 
地

震
対

策
 

 
助

⾔
 

1.
「キ

ャス
タ

ー
」 

2.
「書

棚
の

上
部

」「
収

納
」 

4.
「⽞

関
の

１
⽅

向
」 

5.
「リ

ュッ
ク

サ
ック

」 

「リ
ュッ

クサ
ック

」や
「キ

ャス
ター

」な
どカ

タカ
ナ

は
中

国
系

の
学

⽣
は

不
得

意
/カ

タカ
ナ

語
は

難
しい

/
⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

 

37
%

 
36

  
給

付
 

 
住

宅
改

修
 

 
助

⾔
 

3.
「滑

りに
くい

（
床

材
）

」 
4.

「取
り外

し」
 

5.
「（

洗
浄

機
能

を
）

付
加

で
き

る
」 

⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/答
え

の
意

味
が

理
解

で
きな

い
/英

語
で

の
表

記
な

ら、
「介

護
保

険
の

給
付

対
象

の
住

宅
改

修
」と

い
う意

味
が

わ
か

った
 

52
%

 
37

  
ユ

ニバ
ー

サ
ル

デ
ザ

イン
 

3.
「情

報
伝

達
の

⼿
段

は
⼀

つ
に

す
る

」 
5.

「（
広

さが
）

確
保

（
され

て
い

る
）

」 

⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
 

53
%

 
38

 
 

⾼
次

脳
機

能
障

害
 

 
着

⾐
失

⾏
 

2．
「（

⾐
類

に
）

印
を

つ
け

る
」 

3．
「⼝

頭
（

で
指

⽰
す

る
）

」 
更

⾐
介

助
に

関
す

る
選

択
肢

の
⽂

章
が

全
体

的
に

わ
か

らな
か

った
/選

択
肢

の
⽇

本
語

表
現

が
難

しい
/わ

か
らな

い
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

介
 

護
 

⽣
 

活
 

⽀
 

援
 

技
 

術
 

53
%

 
39

  
更

⾐
 

1.
「マ

グ
ネ

ット
式

」 
2.

「ボ
タ

ン
エ

イ
ド

」 
4.

「ソ
ック

ス
エ

イ
ド

」 
5.

「袖
ぐり

」 

マ
グ

ネ
ット

、ソ
ック

ス
エ

イド
な

どの
カ

タ
カ

ナ
語

が
わ

か
ら

ず
、設

問
内

容
を

想
像

す
る

こと
が

難
しか

った
/「

更
⾐

」の
⽇

本
語

理
解

不
⾜

/（
選

択
肢

1.
〜

5.
それ

ぞ
れ

の
）

⼀
⽂

が
⻑

い
/難

しい
/意

味
が

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

な
ら）

マグ
ネ

ット
の

ボ
タン

の
意

味
が

わ
か

った
 

57
%

 
40

  
⾝

じた
く 

1.
「（

関
節

）
可

動
域

」 
3.

「破
損

した
義

⻭
を

修
復

す
る

」 
 

⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/専

⾨
職

の
仕

事
内

容
が

わ
か

らな
か

った
/問

題
の

意
味

、質
問

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/問
題

⽂
を

しっ
か

り読
ん

で
な

か
った

/問
題

⽂
を正

しく
読

み
取

る
こと

が
で

き
な

か
った

 
69

%
 

41
  

 
問

題
の

意
味

が
理

解
で

き
て

い
な

い
/問

題
⽂

をし
っか

り読
ん

で
な

か
った

/読
み

込
み

不
⾜

 

55
%

 
42

  
静

⽌
 

 
重

⼼
線

 
 

重
⼼

線
が

点
Ｘ

か
ら

点
Ｙ

に
移

動
 

1.
〜

5.
「ふ

ら
つ

き
」 

  

設
問

⽂
.「

考
え

られ
る

」と
い

う⾔
葉

の
意

味
が

正
しく

伝
わ

らな
い

/設
問

の
意

味
が

わ
か

らず
(設

問
に

図
が

あ
る

)判
断

で
き

な
か

った
/⽂

章
とイ

ラス
トで

は
、問

わ
れ

て
い

る
内

容
を

理
解

で
き

な
か

った
/

図
の

理
解

が
で

き
ず

、何
を

問
わ

れ
て

い
る

の
か

が
わ

か
らな

か
った

/絵
の

説
明

が
わ

か
りに

くか
った

/
問

題
と絵

が
結

び
つ

か
な

か
った

/⽂
章

の
イメ

ー
ジ

が
伝

わ
らな

い
/問

題
⽂

か
らイ

メ
ー

ジ
で

き
な

か
った

/問
題

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/点
X

か
ら点

Y
⾜

動
か

す
と思

った
/⾜

の
移

動
だ

と思
って

し
ま

った
/前

⽅
・後

⽅
の

解
釈

を間
違

え
た

/選
択

肢
が

理
解

しに
くい

/⽇
本

語
の

語
彙

の
理

解
不

⾜
/読

み
込

み
不

⾜
/(

⺟
国

語
な

ら）
問

題
と絵

が
結

び
つ

い
た

 

58
%

 
43

  
（

階
段

を）
昇

降
す

る
 

1.
3.

5.
「声

を
か

け
る

」 
2.

「左
後

⽅
」 

4.
「右

前
⽅

」 

⽇
本

語
の

語
彙

の
理

解
不

⾜
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
/⽇

本
語

で
イメ

ー
ジ

す
る

こと
が

難
しか

った
/

問
題

⽂
の

意
味

わ
か

らな
か

った
/問

題
を

読
み

間
違

え
た

/右
と左

を
勘

違
い

した
/よ

く読
め

ば
わ

か
っ

た
 

33
%

 
44

  
バ

ラ
ン

ス
ガ

イ
ド

を
⽤

い
て

 
1.

「主
⾷

」 
2.

「副
菜

」 
3.

「主
菜

」 
 

設
問

⽂
.「

勧
め

る
」を

⾒
落

とし
、”

変
更

しな
け

れ
ば

な
らな

い
も

の
”と

解
釈

した
/「

主
⾷

」と
「主

菜
」

の
意

味
を

間
違

え
た

/「
副

菜
」と

「主
菜

」を
取

り違
え

て
い

た
/「

主
⾷

」と
「主

菜
」の

区
別

が
で

き
な

い
/「

主
菜

」は
語

句
検

索
で

も
出

に
くい

/「
主

菜
」「

副
菜

」が
わ

か
らな

い
/問

題
は

イメ
ー

ジ
が

で
き

た
/

⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/⽇

本
語

の
語

彙
の

理
解

不
⾜

/⾔
葉

の
意

味
に

迷
い

まし
た

/集
中

⼒
が

低
下

して
、問

題
⽂

を
しっ

か
り読

ん
で

な
か

った
 

63
%

 
45

  
 

設
問

⽂
．

「最
も

適
切

」に
悩

ん
だ

/⽇
本

語
の

語
彙

の
理

解
不

⾜
 

55
%

 
46

  
助

⾔
 

1.
「⾻

粗
鬆

症
」「

ビタ
ミン

D」
 

2.
3.

「控
え

る
」 

4.
「ド

ラ
イ

マ
ウ

ス
」 

「控
え

る
」何

回
も

説
明

す
る

が
記

憶
で

き
な

い
/「

控
え

る
」の

意
味

は
、む

しろ
「摂

取
した

ほ
うが

い
い

」と
い

う意
味

だ
と思

った
/カ

タカ
ナ

語
が

わ
か

らず
想

像
す

る
こと

も
困

難
だ

った
（

「ド
ライ

マ
ウ

ス
」）

/問
題

の
は

や
とち

り/
⽇

本
語

の
語

彙
の

理
解

不
⾜

 

52
%

 
47

  
左

半
側

空
間

無
 

1.
2.

「ト
レ

ー
（

ｔ
ｒ

ａ
ｙ

）
」 

3.
「ク

ロ
ック

ボ
ジ

シ
ョン

」 
4．

「適
宜

」 

「ト
レ

ー
」は

、「
お

ぼ
ん

」で
あ

れ
ば

理
解

で
き

た
/⾔

葉
が

難
しい

/⽇
本

語
の

語
彙

の
理

解
不

⾜
/問

い
の

読
み

⽅
を勘

違
い

して
い

た
/質

問
が

わ
か

らな
い

/カ
タカ

ナ
語

が
わ

か
らず

想
像

す
る

こと
も

困
難

だ
った

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

正
解

が
わ

か
った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

介
 

護
 

⽣
 

活
 

⽀
 

援
 

技
 

術
 

40
%

 
48

  
1.

「⽬
尻

」「
⽬

頭
」 

3.
「臍

部
」「

恥
⾻

部
」 

4.
「末

梢
」「

中
枢

」 
 

全
選

択
肢

「拭
く」

とい
う漢

字
の

読
み

が
で

き
な

か
った

/選
択

肢
５

.「
最

後
に

ま
とめ

て
拭

く」
とい

う
表

現
が

わ
か

りに
くい

/⾝
体

の
部

分
に

関
す

る
語

彙
⼒

不
⾜

/⽇
本

語
の

語
彙

の
理

解
不

⾜
/選

択
肢

が
ほ

とん
どわ

か
らな

か
った

/読
解

⼒
の

な
さ/

勘
違

い
/読

み
込

み
不

⾜
/マ

ー
クシ

ー
ト記

⼊
間

違
え

/集
中

⼒
が

き
れ

た
/よ

く読
まな

か
った

/(
⺟

国
語

で
）

⽬
尻

、⽬
頭

が
わ

か
った

。そ
れ

が
わ

か
れ

ば
解

け
た

/英
語

︓
ペ

リフ
ァリ

ー
の

意
味

が
違

う(
翻

訳
され

た
⽂

に
つ

い
て

）
 

60
%

 
49

  
1.

「⾎
液

透
析

」 
2.

「胃
ろ

うを
造

設
」「

（
⼊

浴
を）

控
え

る
」 

3.
「⼼

臓
機

能
障

害
」「

半
⾝

浴
」 

4.
「酸

素
療

法
」 

5.
「回

腸
ス

トー
マ

」 

⽇
本

語
の

語
彙

の
理

解
不

⾜
/問

題
が

難
しか

った
/問

題
の

意
味

が
わ

か
らな

い
/選

択
肢

が
ほ

と
ん

どわ
か

らな
か

った
/選

択
肢

の
内

容
が

難
しか

った
/問

題
は

イメ
ー

ジ
が

で
き

た
 

58
%

 
50

  
設

置
場

所
 

 
設

問
の

図
の

「左
右

」の
概

念
を

、逆
に

、読
み

取
って

間
違

え
た

/図
を

⾒
て

、左
右

が
イメ

ー
ジ

で
き

な
か

った
/図

の
意

味
を

誤
解

した
/モ

デ
ル

の
イラ

ス
ト欲

しい
/サ

イド
レ

ー
ル

とポ
ー

タブ
ル

の
どち

らを
動

か
す

の
か

の
理

解
に

⽋
け

た
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
 

62
%

 
51

  
4.

「（
カテ

ー
テ

ル
を

）
抜

去
」 

⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
を

しっ
か

り読
ん

で
い

な
か

っ
た

 

58
%

 
52

  
「解

熱
を

⽬
的

」「
座

薬
」

「挿
⼊

」 
1.

〜
4.

「挿
⼊

」 
2.

「腹
式

呼
吸

」 
3.

「と
が

って
い

な
い

」 
4.

「排
出

さ
れ

な
い

」 

「排
出

」を
便

の
排

出
の

こと
だ

と思
った

/意
味

が
わ

か
らな

い
/使

って
い

る
⾔

葉
が

わ
か

らな
か

った
/

問
題

⽂
の

⽇
本

語
表

現
が

わ
か

らな
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
 

31
%

 
53

  
1.

「ウ
エ

ル
ッシ

ュ菌
」 

2.
「カ

ン
ピ

ロ
バ

ク
タ

ー
」 

3.
「サ

ル
モ

ネ
ラ

菌
」 

4.
「腸

炎
ビブ

リオ
」 

5.
「⻩

⾊
ブ

ド
ウ

球
菌

」 

カタ
カナ

が
混

じっ
て

い
る

の
で

、苦
⼿

/問
題

が
難

しか
った

/覚
え

て
い

な
か

った
/わ

か
らな

い
⾔

葉
が

あ
った

/⺟
国

語
で

も
わ

か
らな

い
/英

語
で

も
わ

か
らな

か
った

 

58
%

 
54

 
 

2.
「（

ア
ル

コー
ル

を
）

噴
霧

（
す

る
）

」 
4.

「次
亜

塩
素

酸
ナ

トリ
ウム

」 

「次
亜

塩
素

酸
ナ

トリ
ウム

」を
使

⽤
す

る
と、

（
⾐

類
の

）
⾊

が
落

ち
る

と思
って

い
た

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/意

味
が

わ
か

らな
い

 

36
%

 
55

  
訪

問
販

売
の

業
者

 
 

契
約

書
 

 
サ

ー
ビス

提
供

責
任

者
 

 
迅

速
 

1.
「⾏

政
書

⼠
」 

3.
「家

庭
裁

判
所

」 
4.

「保
健

所
」 

5.
「相

談
⽀

援
事

業
所

」 

⾔
葉

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/⾔
葉

が
難

しい
/親

和
性

が
な

い
の

で
覚

え
る

の
が

難
しい

/⽂
章

を
理

解
しき

れ
な

か
った

/事
例

が
わ

か
らな

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/⽂

章
⻑

い
だ

け
で

読
まな

い
/答

え
を迷

った
/(

⺟
国

語
な

ら）
事

例
 選

択
肢

が
わ

か
った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

介
 

護
 

⽣
 

活
 

⽀
 

援
 

技
 

術
 

50
%

 
56

 
 

（
眠

れ
な

い
と）

訴
え

る
 

 
助

⾔
 

1.
「⽇

光
を

浴
び

る
」 

 
意

味
が

わ
か

らな
い

/問
い

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/読

解
⼒

の
な

さ/
読

み
間

違
え

た
/⽇

本
語

の
理

解
不

⾜
 

41
%

 
57

 
 

2.
「（

寝
⾐

は
、体

に
）

密
着

した
（

形
）

」 
5.

「（
会

話
が

）
響

か
な

い
（

よ
うに

す
る

）
」 

「密
着

」は
「体

に
合

って
い

る
」こ

とだ
と思

った
/使

って
い

る
⾔

葉
が

難
しい

/⾔
葉

の
意

味
が

理
解

で
き

な
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/⽂
章

を
しっ

か
り読

ま
な

か
った

/⽇
本

語
の

解
釈

間
違

い
/読

解
⼒

の
な

さ/
集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
をし

っか
り読

ん
で

な
か

った
/⺟

国
語

は
逆

に
わ

か
りに

くい
/説

明
が

複
雑

に
な

って
い

る
 

50
%

 
58

 
 

3.
「ふ

らつ
き」

 
「体

調
に

合
わ

せ
て

服
薬

時
間

を変
更

」の
意

味
が

理
解

で
き

な
い

/⾔
葉

が
わ

か
らな

か
った

/⽂
章

に
な

る
とわ

か
らな

い
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
をし

っか
り読

ん
で

な
か

った
 

56
%

 
59

  
死

前
喘

鳴
 

1.
「⾃

然
な

経
過

」 
  

質
問

の
意

味
が

理
解

で
き

な
か

った
/事

例
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/会
話

の
内

容
が

誰
の

発
⾔

な
の

か
理

解
で

き
て

い
な

か
った

/事
例

を
も

っと
よ

く読
ん

で
い

れ
ば

わ
か

って
い

た
/よ

く読
め

ば
わ

か
った

/
⽇

本
語

の
意

味
が

不
⾜

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

 

59
%

 
60

  
死

亡
後

 
1.

「ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
」 

 
設

問
⽂

.「
死

亡
後

」は
、（

死
亡

直
後

の
こと

で
は

な
く）

お
葬

式
の

こと
だ

と思
った

/質
問

の
意

味
が

理
解

で
き

な
か

った
/問

題
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/問
題

の
読

み
違

い
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/集
中

で
きな

か
った

 

介
 

護
 

過
 

程
 

68
%

 
61

 
 

2.
「療

養
上

（
の

世
話

）
」 

3.
「経

済
的

負
担

（
を

軽
減

す
る

）
」 

⾔
葉

の
意

味
が

理
解

で
き

な
か

った
/⽇

本
語

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/⾔

葉
が

全
般

的
に

難
しか

った
/⾔

葉
が

わ
か

らな
い

箇
所

が
あ

る
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/集
中

⼒
が

低
下

し
て

、問
題

⽂
を

しっ
か

り読
ん

で
な

か
った

 

56
%

 
62

 
 

1.
「抽

出
」「

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
て

」 
3.

「使
役

⽂
」 

5.
「計

画
の

⾒
直

し」
 

選
択

肢
1．

「抽
出

され
た

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
て

⽬
標

を
設

定
す

る
」理

解
で

き
な

か
った

/選
択

肢
3．

『「
〜

させ
る

」と
使

役
⽂

で
』が

わ
か

らな
か

った
/「

させ
る

」を
「さ

れ
る

」と
読

ん
だ

/「
〜

させ
る

」へ
の

理
解

が
な

い
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/⽂

章
を

しっ
か

り読
ま

な
か

った
 

53
%

 
63

 

 
1.

「（
介

護
福

祉
職

の
）

価
値

観
（

に
沿

って
）

」 
2.

「客
観

的
（

に
記

録
す

る
）

」 
4.

「経
過

報
告

」 
 

設
問

⽂
.「

最
も

（
適

切
な

も
の

）
」の

問
題

は
正

解
が

選
べ

な
い

/選
択

肢
3.

「直
前

（
に

家
族

に
伝

え
る

）
」が

どこ
ま

で
を

さす
の

か
︖

む
ず

か
しい

/選
択

肢
4.

「他
職

種
」の

「他
」が

あ
る

と混
乱

す
る

/選
択

肢
5「

利
⽤

者
の

満
⾜

度
よ

りも
⽬

標
の

達
成

を
優

先
す

る
」意

味
が

わ
か

らな
か

った
/使

っ
て

い
る

⾔
葉

が
わ

か
らな

か
った

/⽂
章

の
内

容
が

あ
ま

り理
解

で
き

な
い

/⽂
章

の
意

味
が

理
解

で
き

な
か

った
/よ

く問
題

を
読

ん
で

い
な

か
った

/語
彙

は
難

しか
った

が
、イ

メー
ジ

は
で

き
る

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

介
 

護
 

介
 

護
 

過
 

程
 

57
%

 
64

  
（

⻑
⼥

とは
）

⾳
信

不
通

の
状

態
 

 
打

ち
明

け
る

 

  
設

問
⽂

.「
最

も
（

適
切

）
」を

読
み

忘
れ

、他
の

よ
さそ

うな
も

の
を

選
ん

で
しま

った
/事

例
が

⻑
い

/
⻑

⽂
読

解
が

で
き

な
い

/⻑
い

た
め

、読
ま

な
い

/⽂
の

途
中

で
難

しい
⾔

葉
が

あ
る

と、
最

後
ま

で
読

ま
ず

に
、あ

き
らめ

た
/事

例
が

まず
わ

か
らな

か
った

の
で

、選
択

肢
を選

べ
な

か
った

/問
題

が
全

部
読

み
切

れ
な

か
った

/⽂
章

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/⽂

章
の

意
味

を読
み

間
違

え
た

/質
問

が
理

解
で

き
な

か
った

/使
⽤

語
が

難
しい

/⽂
章

をし
っか

り読
ま

な
か

った
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
をし

っか
り読

ん
で

な
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

な
ら）

「⾳
信

不
通

」の
意

味
が

わ
か

った
/⺟

国
語

に
す

る
と逆

に
難

しい
/簡

単
な

⽇
本

語
か

、⾔
葉

の
説

明
が

つ
い

た
⽂

章
を

つ
くっ

て
ほ

しい
 

42
%

 
65

 

 
2.

「（
ベ

ッド
で

）
安

静
に

過
ご

す
」 

 
C

さん
の

短
期

⽬
標

に
す

べ
き⽇

本
語

が
(事

例
⽂

か
ら）

読
み

取
れ

な
か

った
/事

例
が

ま
ず

わ
か

ら
な

か
った

の
で

選
択

肢
を

選
べ

な
か

った
/⻑

い
⽂

章
は

時
間

が
か

か
る

の
で

、あ
ま

り読
ま

な
い

/⻑
⽂

を
読

む
こと

に
つ

か
れ

る
/⽂

章
が

⻑
い

と、
内

容
が

わ
か

らな
くな

る
/⻑

⽂
読

解
が

で
き

な
い

/⽂
章

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/⽂

章
を

しっ
か

り読
ま

な
か

った
/質

問
が

理
解

で
き

な
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

の
試

験
を

⾒
て

）
⾃

分
の

考
え

とし
て

4
番

を
え

らん
だ

が
、短

期
⽬

標
とい

うこ
とで

5
番

が
い

い
と思

った
/ベ

トナ
ム

語
で

事
例

な
ど全

体
の

理
解

が
で

き
た

 

60
%

 
66

  
監

督
 

 
起

居
動

作
 

 
嘆

い
て

い
た

 
 

今
す

ぐい
か

な
け

れ
ば

 
 

断
った

 

3．
「⾼

校
野

球
」 

  

設
問

⽂
.「

最
も

可
能

性
が

⾼
い

」と
い

う意
味

へ
の

理
解

不
⾜

/⻑
⽂

読
解

が
で

きな
い

/事
例

が
⻑

い
/事

例
を

よ
く読

ん
で

な
か

った
/事

例
の

内
容

を正
確

に
理

解
で

き
な

か
った

/事
例

と問
題

が
結

び
つ

か
な

か
った

/⽂
の

途
中

で
難

しい
⾔

葉
が

あ
る

と、
最

後
ま

で
読

まず
に

、あ
き

らめ
た

/意
味

が
理

解
（

解
釈

）
で

き
な

い
/事

例
か

らイ
メー

ジ
が

で
きな

い
/理

解
が

違
った

/内
容

を誤
解

した
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/時
間

⾜
りな

か
った

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

事
例

と
選

択
肢

が
結

び
つ

い
た

 

50
%

 
67

  
（

その
様

⼦
を

）
眺

め
て

い
た

 
1.

「関
⼼

（
を取

り戻
す

）
」 

5.
「指

摘
（

した
参

加
者

）
」 

設
問

⽂
.「

体
操

の
時

間
に

遠
くか

ら眺
め

て
い

た
」の

イメ
ー

ジ
が

つ
か

な
い

/事
例

の
内

容
を

正
確

に
理

解
で

き
な

か
った

/事
例

の
⽂

章
が

難
しか

った
/事

例
か

らイ
メー

ジ
が

で
き

な
い

/⽂
章

読
解

が
で

き
な

い
/問

題
⽂

の
理

解
不

⾜
/意

味
が

は
っき

りわ
か

ら
な

い
/意

味
が

理
解

で
き

な
い

/質
問

が
理

解
で

き
な

か
った

/読
解

⼒
不

⾜
/読

み
込

み
不

⾜
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/時
間

⾜
りな

か
った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

介
 

護
 

介
 

護
 

過
 

程
 

47
%

 
68

  
農

業
 

 
夏

野
菜

 
 

収
穫

 
 

採
れ

た
て

 
 

うつ
む

い
て

 

1.
「関

わ
って

」 
2.

「（
家

事
に

）
専

念
（

した
い

）
」 

3.
「後

継
者

の
育

成
」「

関
わ

りた
い

」 
4.

「（
家

で
）

の
ん

び
り（

した
い

）
」 

設
問

⽂
.「

苦
⼿

」を
「上

⼿
」と

読
ん

で
しま

った
/⻑

⽂
読

解
/⻑

い
⽂

章
は

時
間

が
か

か
る

の
で

、間
違

え
る

/⻑
⽂

の
た

め
、理

解
が

難
しか

った
/事

例
が

⻑
い

/事
例

が
ま

ず
わ

か
らな

か
った

の
で

選
択

肢
を

選
べ

な
か

った
/事

例
の

把
握

、野
菜

・・
・喜

ぶ
＝

「農
業

に
か

か
わ

りた
い

」に
つ

な
が

らな
い

/⽂
の

途
中

で
難

しい
⾔

葉
が

あ
る

と、
最

後
ま

で
読

まず
に

、あ
き

らめ
た

/わ
か

らな
い

語
彙

が
多

い
/質

問
が

わ
か

らな
か

った
/問

題
の

意
図

が
わ

か
らな

か
った

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/読
解

⼒
不

⾜
/思

い
が

わ
か

らな
い

（
E

さん
の

思
い

を
読

み
取

れ
な

い
）

/時
間

が
迫

って
い

て
、⻑

⽂
だ

った
の

で
、設

問
⽂

を
読

ま
な

い
で

回
答

した
/時

間
⾜

りな
か

った
/集

中
⼒

が
低

下
して

、問
題

⽂
を

しっ
か

り読
ん

で
な

か
った

 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

発
 

達
 

と ⽼
 

化
 

の
 

理
 

解
 

46
%

 
69

  
交

互
に

 
 

（
緊

張
が

）
解

け
た

 
 

（
友

⼈
が

）
⽴

ち
去

る
 

2.
「（

社
会

的
）

参
照

」 
3.

「ク
ー

イ
ン

グ
」 

4.
「⾃

⼰
中

⼼
性

」 
5.

「⼆
項

関
係

」 

「微
笑

」等
は

、１
字

の
み

で
想

像
して

判
断

して
い

る
/使

⽤
語

彙
が

難
しい

/⻑
くて

、わ
か

りに
くか

った
/問

題
⽂

が
わ

か
らな

か
った

/⽂
章

が
⻑

い
/設

問
で

の
事

例
が

ま
ず

わ
か

らな
か

った
の

で
、選

択
肢

を
選

べ
な

か
った

/⽂
章

の
中

に
難

しい
⾔

葉
が

あ
る

と、
前

の
⽂

章
が

わ
か

らな
くな

る
/カ

タカ
ナ

が
苦

⼿
/英

語
だ

と設
問

の
意

味
が

わ
か

った
 

64
%

 
70

  
年

齢
規

定
 

1.
「雇

⽤
（

の
安

定
）

」 
 

選
択

肢
4,

「（
免

許
証

の
更

新
の

）
特

例
が

あ
る

」が
理

解
で

きな
い

/後
期

⾼
齢

者
な

ど、
頻

度
の

多
い

語
彙

は
反

復
す

る
こと

で
理

解
度

が
⾼

くな
る

/意
味

が
わ

か
らな

い
/漢

字
の

単
語

が
⻑

い
と意

味
が

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/英

語
だ

と設
問

の
意

味
が

わ
か

った
 

56
%

 
71

 

 
1.

「⾆
⾻

」「
上

昇
」 

3.
「⾆

⾻
上

筋
」「

増
⼤

」 
4.

「喉
頭

挙
上

」「
不

⾜
」 

5.
「咳

そ
う反

射
」「

増
強

」 
  

選
択

肢
の

専
⾨

⽤
語

の
漢

字
が

わ
か

らな
か

った
/⾝

体
に

関
す

る
⽤

語
の

理
解

不
⾜

/嚥
下

機
能

の
⾔

葉
が

わ
か

らな
か

った
/専

⾨
⽤

語
が

難
しい

/表
現

が
難

しい
の

で
、理

解
が

で
き

な
い

/使
⽤

語
彙

が
難

しい
/こ

とば
の

意
味

が
、似

た
よ

うな
漢

字
で

、わ
か

りづ
らい

/こ
とば

の
説

明
と理

解
が

必
要

/
⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/意
味

が
わ

か
らな

い
/わ

か
らな

か
った

/(
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

⾔
葉

の
イメ

ー
ジ

が
で

き
た

/ベ
トナ

ム
語

だ
と設

問
を理

解
す

る
こと

が
で

き
た

 

68
%

 
72

 
 

2.
「逆

唱
課

題
」 

4.
「騒

が
しい

場
所

」「
作

業
効

率
」 

5.
「エ

ピ
ソ

ー
ド記

憶
」 

⾮
漢

字
圏

の
留

学
⽣

は
、漢

字
の

意
味

で
内

容
を

理
解

す
る

習
慣

が
⾝

に
つ

い
て

い
な

い
/選

択
肢

4.
「騒

が
しい

」は
「⼈

が
た

くさ
ん

い
る

場
所

」と
考

え
て

しま
った

/理
解

で
き

な
か

った
/意

味
が

わ
か

ら
な

い
/⾔

葉
が

難
しい

/問
題

と選
択

肢
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/(

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
不

明
で

あ
った

⾔
葉

が
わ

か
った

 

42
%

 
73

  
⼼

不
全

 
1.

「速
や

か
に

」「
息

切
れ

」 
3.

「チ
ア

ノー
ゼ

が
⽣

じる
」 

4.
「（

呼
吸

苦
は

、〜
）

軽
減

す
る

」 
5.

「（
下

肢
に

）
限

局
（

した
浮

腫
）

」 

理
解

で
き

な
か

った
/意

味
が

わ
か

らな
い

/チ
ア

ノー
ゼ

等
カタ

カナ
の

⾔
葉

わ
か

らな
い

（
特

に
医

学
⽤

語
）

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/(

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
チ

ア
ノー

ゼ
の

⾔
葉

が
わ

か
った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

発
 

達
 

と ⽼
 

化
 

の
 

理
 

解
 

63
%

 
74

  
脳

卒
中

 
 

微
熱

 
 

⽔
疱

 
 

最
も

適
切

な
 

1.
「圧

迫
」「

⾎
流

」 
2.

「ま
れ

で
あ

る
」 

 

選
択

肢
2.

「(
仙

⾻
部

に
）

こう
した

」 が
指

⽰
して

い
る

⾔
葉

が
どこ

か
わ

か
らな

い
/選

択
肢

3.
「無

関
係

」と
い

う⾔
葉

を
初

め
て

⾒
た

/選
択

肢
4.

「で
き

る
だ

け
避

け
る

」と
選

択
肢

5.
「で

き
る

だ
け

控
え

る
」→

この
2

つ
の

違
い

が
わ

か
らな

い
/⽂

章
が

⻑
い

/⻑
い

⽂
章

に
な

る
と、

全
体

が
わ

か
らな

くな
る

/事
例

が
まず

わ
か

らな
か

った
の

で
選

択
肢

を選
べ

な
か

った
/問

題
⽂

読
み

取
り/

使
⽤

語
彙

が
難

しい
/問

題
の

理
解

が
難

しい
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/集
中

で
き

な
か

った
 

57
%

 
75

  
栄

養
状

態
 

 
維

持
 

1.
「⻭

科
健

康
診

査
」 

2.
「（

薬
剤

を）
併

⽤
す

る
」 

5.
「た

ん
ぱ

く質
を

）
制

限
す

る
」 

設
問

の
語

彙
が

わ
か

らず
、間

違
え

る
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/⾔

葉
の

意
味

が
わ

か
らな

い
/質

問
が

わ
か

らな
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/全
部

正
解

の
よ

うな
⽂

章
で

あ
った

/(
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

栄
養

状
態

の
⾔

葉
が

わ
か

った
/ 

英
語

だ
と設

問
の

意
味

が
わ

か
った

 

44
%

 
76

 
 

転
倒

 
 

⾃
宅

療
養

 
1.

「処
⽅

箋
（

を
）

交
付

す
る

」 
5.

「提
案

す
る

」 
英

語
圏

の
外

国
⼈

は
病

名
が

理
解

で
き

る
が

、ベ
トナ

ム
⼈

は
わ

か
らな

い
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/

読
解

⼒
不

⾜
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

 

認
 

知
 

症
 

の
 

理
 

解
 

48
%

 
77

 
 

推
計

値
 

 
⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
 

41
%

 
78

 
 

5.
「昼

夜
逆

転
が

⽣
じる

」 
使

⽤
語

彙
が

難
しい

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/B
PS

D
は

英
語

圏
な

ら共
通

理
解

して
い

る
 

47
%

 
79

  
せ

ん
妄

 
1.

「薬
剤

」 
3.

「(
意

識
レ

ベ
ル

は
）

清
明

」 
5.

「幻
覚

」 

⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/専

⾨
⽤

語
が

難
しい

 

28
%

 
80

  
初

期
症

状
 

1.
〜

5.
「〜

が
認

め
られ

る
」 

 
全

選
択

肢
. 「

（
〜

とい
う症

状
が

）
認

め
られ

る
」と

い
う表

現
が

わ
か

らな
い

/(
翻

訳
され

た
）

ベ
ト

ナ
ム

語
の

⾔
葉

が
わ

か
らな

い
が

、想
像

で
理

解
して

い
る

/専
⾨

⽤
語

が
難

しく
理

解
が

難
しい

/使
⽤

語
彙

が
難

しい
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

 

58
%

 
81

  
発

症
リス

ク 
 

低
減

 
1．

「抗
認

知
症

薬
」 

 
選

択
肢

5．
「飽

和
脂

肪
酸

を
多

く含
む

⾷
事

」が
わ

か
らな

い
/使

⽤
語

彙
が

難
しい

し、
わ

か
ら

な
い

/問
題

が
わ

か
らな

い
の

で
、質

問
を

間
違

う/
⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/(
翻

訳
さ

れ
た

試
験

で
は

）
意

味
が

理
解

で
き

た
た

め
ポ

ジ
テ

ィブ
な

表
現

の
選

択
肢

を選
ん

だ
（

→
何

番
を選

択
した

の
か

は
不

明
）

 

53
%

 
82

 
 

抗
認

知
症

薬
 

 
選

択
肢

5.
「複

数
の

抗
認

知
症

薬
」の

「複
数

」が
、2

つ
で

も
複

数
に

な
る

と思
わ

な
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

 

64
%

 
83

 

 
1.

「周
回

」G
PS

追
跡

機
」 

2.
「（

⽢
い

⾷
べ

物
へ

の
）

こだ
わ

り」
 

3.
「周

囲
」「

（
⽣

活
習

慣
を

）
確

⽴
す

る
」 

4.
「脱

抑
制

」 

選
択

肢
3．

「（
⽣

活
習

慣
を）

確
⽴

す
る

」の
意

味
わ

か
らな

い
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

認
 

知
 

症
 

の
 

理
 

解
 

59
%

 
84

 
 

1.
「処

分
」 

2.
「⼿

助
け

」 
4.

「薬
物

治
療

」「
主

治
医

」 

設
問

⽂
.「

最
初

に
⾏

う（
助

⾔
の

内
容

）
」と

い
う設

問
が

捉
え

られ
な

か
った

/事
例

⾃
体

が
わ

か
ら

な
か

った
/⽂

書
の

理
解

不
⾜

/問
題

が
⻑

い
の

で
、時

間
が

か
か

った
/使

⽤
語

彙
が

難
しい

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
 

54
%

 
85

 
 

5.
「保

佐
⼈

」 
選

択
肢

5.
「保

佐
⼈

」を
「保

証
⼈

」と
思

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/し
っ

か
りと

読
ま

な
か

った
/⽂

章
の

意
味

わ
か

らな
か

った
/選

択
肢

が
理

解
で

き
な

か
った

/⾔
葉

の
意

味
が

理
解

で
き

な
か

った
/⾔

葉
が

わ
か

らな
い

/問
題

解
決

⼒
わ

か
らな

い
/(

⺟
国

語
で

の
試

験
で

も
）

⽂
章

の
意

味
わ

か
らな

か
った

 

44
%

 
86

  
介

護
予

防
教

室
 

 
怒

りっ
ぽ

い
 

3.
「⽼

⼈
ク

ラ
ブ

」 
5.

「か
か

りつ
け

医
」 

  

設
問

⽂
.「

怒
りっ

ぽ
い

」→
「い

つ
も

ず
ー

っと
怒

って
い

る
」と

勘
違

い
/1

.~
5.

「(
〜

す
る

と)
い

い
で

しょ
う」

とい
う声

か
け

が
良

くな
い

声
か

け
の

よ
うに

感
じた

/事
例

問
題

は
苦

⼿
/読

む
こと

に
とら

わ
れ

，
想

像
しな

が
ら読

解
す

る
こと

が
困

難
/読

解
⼒

不
⾜

/意
味

が
理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
が

わ
か

ら
な

い
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/⽂
章

を
読

み
解

くこ
とは

で
き

た
が

、適
切

な
も

の
を

選
択

す
る

こと
が

で
き

な
か

った
/集

中
で

き
な

か
った

 

障
 

害
 

の
 

理
 

解
 

64
%

 
87

 
 

能
⼒

障
害

 
4.

「職
場

復
帰

困
難

」 
5.

「経
済

的
不

利
益

」 
選

択
肢

の
⾔

葉
が

理
解

で
き

な
か

った
/使

⽤
語

彙
（

漢
字

）
が

難
しい

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/
読

解
⼒

不
⾜

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/集

中
で

きな
か

った
 

42
%

 
88

 
 

2.
4.

「合
理

的
配

慮
」 

3.
「共

⽣
社

会
」 

5.
「協

議
会

」 
 

選
択

肢
の

⾔
葉

が
理

解
で

き
な

か
った

/⽂
章

の
意

味
が

理
解

で
きな

い
/⾔

い
回

しが
わ

か
らな

い
/

⾔
葉

が
わ

か
らな

い
/「

共
⽣

社
会

」は
英

語
で

も
意

味
が

わ
か

らな
い

/⾔
葉

が
難

しい
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/(

⺟
国

語
で

の
）

⽂
章

を読
ん

で
、正

確
で

は
な

い
が

、正
解

で
きた

 

26
%

 
89

  
痙

直
型

 
 

不
随

意
運

動
型

 
 

ア
テ

トー
ゼ

型
 

  
問

題
⽂

わ
か

りに
くい

/問
題

⽂
か

ら答
え

を
選

択
す

る
こと

が
難

しい
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

で
の

）
⽂

章
を

読
ん

で
、正

確
で

は
な

い
が

、正
解

で
き

た
 

43
%

 
90

 
 

内
因

性
精

神
障

害
 

 
分

類
され

る
疾

患
 

3.
「パ

ニッ
ク障

害
」 

5.
「統

合
失

調
症

」 
「内

」や
「外

」の
⾔

葉
の

意
味

が
難

しい
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/⽇
本

語
の

語
彙

、
⽂

法
の

理
解

/フ
ィリ

ピン
で

は
⾼

校
で

学
習

した
分

野
だ

った
 

41
%

 
91

  
地

域
移

⾏
 

 
社

会
資

源
 

1.
「ケ

ア
ハ

ウ
ス

」 
2.

「共
同

⽣
活

援
助

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
」 

3.
「⾃

⽴
⽀

援
医

療
」 

4.
「精

神
科

病
院

」 
5.

「同
⾏

援
護

」 

設
問

⽂
「社

会
資

源
」へ

の
イメ

ー
ジ

が
つ

か
め

な
か

った
/全

選
択

肢
そ

れ
ぞ

れ
の

⾔
葉

の
意

味
が

、
い

ま
い

ち
わ

か
らな

か
った

/選
択

肢
1．

「ケ
ア

ハ
ウス

」選
択

肢
2．

「グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
」が

わ
か

ら
な

か
った

/選
択

肢
５

「同
⾏

援
護

」の
意

味
を

理
解

して
い

な
い

/問
題

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/問
題

を
しっ

か
りと

読
まな

か
った

/(
⺟

国
語

で
の

）
⽂

章
を読

ん
で

、正
確

で
は

な
い

が
、正

解
で

き
た

 

51
%

 
92

  
⾃

閉
症

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

障
害

 
 

特
性

 

4．
「⾏

為
障

害
」 

質
問

の
内

容
を誤

った
捉

え
⽅

をし
た

/専
⾨

⽤
語

が
難

しい
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

な
ら）

障
害

の
特

性
を

読
み

解
け

た
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
  

障
 

害
 

の
 

理
 

解
 

27
%

 
93

  
筋

委
縮

性
側

索
硬

化
症

 
1.

「免
疫

疾
患

」 
2.

「振
戦

」「
筋

固
縮

」 
3.

「（
聴

⼒
は

）
保

た
れ

る
」 

選
択

肢
の

⾔
葉

が
理

解
で

き
な

か
った

/専
⾨

⽤
語

が
難

しい
し、

わ
か

らな
い

/使
⽤

語
彙

が
難

しい
/答

え
の

内
容

が
理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/慌

て
て

、し
っか

り読
ん

で
な

か
った

/(
⺟

国
語

で
の

）
⽂

章
を

読
ん

で
、正

確
で

は
な

い
が

、正
解

で
き

た
 

48
%

 
94

  
糖

尿
病

性
網

膜
症

 
 

（
失

明
は

）
避

け
ら

れ
な

い
 

4.
「否

認
が

で
き

ず
に

混
乱

す
る

」 
 

設
問

⽂
.「

周
囲

に
怒

りを
ぶ

つ
け

た
り、

壁
に

頭
を

打
ち

つ
け

た
り」

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

か
った

/設
問

が
⻑

くて
わ

か
りに

くか
った

/⽂
章

が
⻑

い
/⽂

章
の

中
に

難
しい

⾔
葉

が
あ

る
と、

前
の

⽂
章

が
わ

か
らな

くな
る

事
例

の
状

況
が

理
解

で
き

ず
、答

え
の

内
容

も
理

解
で

き
な

か
った

/⾔
葉

の
意

味
が

理
解

で
き

な
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

な
ら）

選
択

肢
が

理
解

で
き

た
 

42
%

 
95

  
歩

⾏
時

の
⽅

向
転

換
（

が
不

安
定

）
 

  
設

問
⽂

「⽇
常

⽣
活

に
は

介
助

を
必

要
とし

な
い

」と
い

う⽂
章

を読
み

解
け

な
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

の
試

験
な

ら）
症

状
を理

解
で

き
て

、ス
テ

ー
ジ

を
選

択
す

る
こと

が
で

き
た

 

60
%

 
96

  
制

度
化

さ
れ

た
地

域
の

社
会

資
源

 
1.

「家
族

会
」 

2.
「近

隣
の

住
⺠

」 
3.

「同
居

家
族

」 
4.

「コ
ン

ビニ
エ

ン
ス

ス
トア

に
よ

る
⾒

守
り」

 

設
問

⽂
「制

度
化

」よ
り「

法
」な

どを
含

む
⾔

葉
の

ほ
う が

理
解

しや
す

い
/わ

か
らな

い
⾔

葉
が

あ
った

/⾔
い

回
しが

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/⽇

本
語

の
⽂

章
の

意
味

が
わ

か
らな

くな
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
 

こ こ ろ
 と か
 ら だ
 

の
 

し く み
  

67
%

 
97

  
相

当
す

る
 

1.
「脅

か
され

な
い

」 
2.

「賞
賛

」 
3.

「遺
伝

⼦
」 

4.
「好

意
（

が
あ

る
他

者
）

」「
良

好
な

（
関

係
）

」 

⽇
本

語
表

現
を理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

 

31
%

 
98

  
機

能
局

在
の

部
位

 
1.

「頭
頂

葉
」 

2.
「前

頭
葉

」 
3.

「側
頭

葉
」 

4.
「後

頭
葉

」 
5.

「⼤
脳

辺
縁

系
」 

使
⽤

語
彙

が
難

しい
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

選
択

肢
の

⾔
葉

の
意

味
が

理
解

で
きた

 

45
%

 
99

  
⽖

、指
 

 
推

測
され

る
 

3.
「さ

じ状
⽖

」「
鉄

⽋
乏

性
貧

⾎
」 

4.
「ば

ち
状

指
」 

5.
「⽖

⽩
癬

」 

問
題

と選
択

肢
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/難
しい

/読
解

⼒
不

⾜
/⽇

本
語

の
語

彙
/⽂

法
の

理
解

不
⾜

/集
中

で
きな

か
った

 

41
%

 
10

0 
 

⼝
臭

 
5.

「（
他

者
との

）
交

流
」 

選
択

肢
3.

5.
「〜

な
る

こと
が

あ
る

」と
い

う表
現

は
わ

か
りに

くい
/選

択
肢

5.
「避

け
る

」の
漢

字
の

意
味

を
勘

違
い

して
い

た
/ 

⽇
本

語
の

表
現

が
難

しく
、⽂

章
を

理
解

で
きな

か
った

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/内

容
を

誤
解

した
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

  



80
 

領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

こ こ ろ
 と か
 

ら だ
 

の
 

し く み
 

こ こ ろ
 と か
 ら だ
 

の
 

し く み
 

30
%

 
10

1 
 

1.
「転

落
」 

2.
「無

症
状

」 
4.

「保
存

的
治

療
」 

5.
「予

後
」 

設
問

⽂
.「

最
も

適
切

な
」の

意
味

の
意

味
が

わ
か

らな
い

/ベ
トナ

ム
語

だ
と、

「転
倒

」も
「転

落
」も

同
じ⾔

葉
/設

問
⽂

の
意

図
が

理
解

で
き

て
い

な
い

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
 

38
%

 
10

2 
 

2.
「（

嚥
下

性
）

無
呼

吸
」 

4.
「（

⾷
塊

を）
形

成
す

る
」 

5.
「随

意
的

」 

設
問

⽂
は

短
い

の
で

、意
味

が
理

解
で

き
た

/内
容

が
理

解
で

き
て

い
な

い
/選

択
肢

の
⾔

葉
が

理
解

で
き

な
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

 

52
%

 
10

3 

 
歩

き
回

った
後

 
1.

「反
射

性
尿

失
禁

」 
2.

「⼼
因

性
頻

尿
」 

3.
「溢

流
性

尿
失

禁
」 

4.
「機

能
性

尿
失

禁
」 

5.
「腹

圧
性

尿
失

禁
」 

設
問

⽂
.「

歩
き回

った
後

」わ
か

りに
くい

/全
選

択
肢

の
漢

字
が

難
しく

、わ
か

らな
か

った
/設

問
が

⻑
い

の
で

、理
解

す
る

の
に

時
間

が
か

か
った

/専
⾨

⾨
⽤

語
が

難
しか

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

選
択

肢
の

⾔
葉

が
理

解
で

き
た

 

44
%

 
10

4 

 
正

常
な

尿
 

2.
「ブ

ドウ
糖

が
排

出
」 

3.
「排

尿
直

後
」「

アン
モニ

ア
臭

」 
4.

「排
尿

直
後

」「
ア

ル
カリ

性
」 

5.
「排

尿
直

後
」「

淡
⻩

⾊
」「

透
明

」 

選
択

肢
3.

〜
5.

「排
尿

直
後

」の
意

味
が

わ
か

らな
い

。特
に

、「
直

後
」が

い
つ

な
の

か
わ

か
らな

い
/選

択
肢

5.
「淡

⻩
⾊

」の
「淡

」を
「炎

」と
理

解
した

/選
択

肢
の

⾔
葉

が
理

解
で

き
な

か
った

/⾔
葉

の
意

味
が

理
解

で
き

な
か

った
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/排
尿

に
関

す
る

知
識

は
勉

強
した

が
、質

問
の

主
旨

が
理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/「

淡
⻩

⾊
」

は
わ

か
らな

か
った

が
、(

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
「Y

EL
LO

W
」の

表
記

で
正

答
が

出
せ

た
 

 

40
%

 
10

5 
 

弛
緩

性
便

秘
 

1.
「⾷

物
繊

維
」 

5.
「（

が
ん

に
よる

）
通

過
障

害
」 

設
問

⽂
.「

最
も

適
切

な
」を

⾒
落

とし
て

い
る

/選
択

肢
の

語
彙

が
難

しく
理

解
で

きな
か

った
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
 

62
%

 
10

6 
 

抗
ヒス

タミ
ン薬

 
1.

「（
就

寝
後

）
覚

醒
す

る
」 

3.
「痛

が
ゆ

くな
る

」 
設

問
⽂

「抗
ヒス

タ
ミン

薬
」の

「抗
」の

意
味

が
わ

か
らな

い
/使

⽤
語

彙
が

難
しい

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
 

40
%

 
10

7 

 
終

末
期

 
 

あ
ら

か
じ

め
書

⾯
に

⽰
し

て
お

く 

1.
「タ

ー
ミナ

ル
ケ

ア
」 

2.
「イ

ン
フォ

ー
ム

ドコ
ン

セ
ン

ト
」 

3.
「リ

ビ
ン

グ
ウ

ィル
」 

4.
「デ

ス
カ

ン
ファ

レ
ン

ス
」 

5.
「グ

リー
フケ

ア
」 

設
問

⽂
.「

あ
らか

じめ
書

⾯
に

⽰
して

お
く」

が
わ

か
りに

くい
/設

問
に

「終
末

期
」と

書
い

て
あ

る
の

に
選

択
肢

に
「タ

ー
ミナ

ル
ケ

ア」
とあ

った
の

で
設

問
の

主
旨

が
読

み
取

れ
ず

誤
った

/英
語

圏
以

外
の

留
学

⽣
は

⾔
葉

が
わ

か
らな

い
/英

語
は

わ
か

る
が

、意
味

が
わ

か
らな

い
/英

語
の

表
記

で
も

、そ
の

意
味

が
わ

か
らな

い
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/読

解
⼒

不
⾜

/問
題

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/カ

タカ
ナ

が
苦

⼿
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/(
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

問
題

の
意

味
が

わ
か

った
 

54
%

 
10

8 

 
死

亡
直

前
 

1.
「（

筋
⾁

の
）

強
直

」 
2.

「（
⾓

膜
の

）
混

濁
」 

3.
「（

⽪
膚

の
）

死
斑

」 
5.

「（
筋

⾁
の

）
硬

直
」 

 

選
択

肢
４

.「
下

顎
」が

わ
か

って
も

、「
下

顎
呼

吸
」に

な
る

とわ
か

らな
い

/選
択

肢
1~

5.
「強

直
」

「混
濁

」「
死

斑
」「

硬
直

」何
が

何
だ

か
わ

か
らな

くな
る

/使
⽤

語
彙

が
難

しい
/選

択
肢

の
語

彙
が

難
しく

理
解

で
き

な
か

った
/選

択
肢

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

選
択

肢
の

意
味

が
わ

か
った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

医
 

療
 

的
 

ケ
 

ア
 

医
 

療
 

的
 

ケ
 

ア
 

68
%

 
10

9 
 

5.
「気

管
分

岐
部

」 
設

問
⽂

が
短

い
の

で
設

問
の

意
味

は
わ

か
る

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/読
解

⼒
不

⾜
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/集
中

⼒
が

低
下

して
、問

題
⽂

をし
っか

り読
ん

で
な

か
った

 

67
%

 
11

0 
 

1.
「除

外
され

た
」 

4.
「講

師
」 

5.
「イ

ンス
リン

注
射

」 

設
問

⽂
.「

実
施

が
可

能
」＝

「介
助

が
で

き
る

」と
認

識
した

/問
題

が
⻑

い
の

で
、理

解
が

難
しい

/⽇
本

語
の

理
解

不
⾜

/読
解

⼒
不

⾜
/よ

く読
ま

な
か

った
 

71
%

 
11

1 
 

痰
が

か
らむ

 
 

⿐
腔

内
 

 
（

痰
は

）
取

り切
れ

た
（

よ
うだ

）
 

1.
「（

吸
引

チ
ュー

ブ
を

）
とど

め
る

」
5.

「⿐
腔

内
」 

事
例

・選
択

肢
の

⽂
が

わ
か

らな
か

った
/問

題
が

⻑
い

の
で

、理
解

が
難

しい
/意

味
が

理
解

で
き

な
い

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/よ

く読
ま

な
か

った
/（

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
⾔

葉
が

わ
か

った
 

47
%

 
11

2 
 

1.
「短

時
間

」 
2.

「浸
漬

法
」 

5.
「廃

棄
」 

設
問

は
理

解
で

き
る

/選
択

肢
の

⾔
葉

が
わ

か
らな

か
った

/選
択

肢
の

⾔
葉

が
難

しく
、答

え
る

こと
が

で
き

な
か

った
/内

容
を

誤
解

した
/わ

か
らな

い
⾔

葉
が

あ
った

/し
っか

りと
読

ま
な

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

の
理

解
不

⾜
/（

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
⾔

葉
が

わ
か

った
 

63
%

 
11

3 
 

（
冷

蔵
庫

に
）

保
管

 
2.

「び
らん

」 
 

選
択

肢
2.

「（
胃

ろ
うの

周
囲

の
）

び
らん

」は
「痛

い
」と

い
う意

味
だ

と思
った

/問
題

⽂
読

み
取

り/
問

題
の

内
容

や
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/⽇

本
語

が
わ

か
らな

い
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
⼒

の
不

⾜
/（

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
⾔

葉
が

わ
か

った
 

総
 

合
 

問
 

題
  

総
 

合
 

問
 

題
  

30
%

 
11

4 

 
1.

「ラ
ク

ナ
梗

塞
」 

2.
「く

も
膜

下
出

⾎
」 

3.
「慢

性
硬

膜
下

⾎
腫

」 
4.

「正
常

圧
⽔

頭
症

」 
5.

「⾼
次

脳
機

能
障

害
」 

事
例

が
わ

か
らな

か
った

の
で

、選
択

肢
を

選
べ

な
か

った
/問

い
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/選
択

肢
の

⾔
葉

が
わ

か
らな

い
/専

⾨
⽤

語
が

難
しい

/漢
字

の
理

解
不

⾜
/⻑

い
⽂

章
は

理
解

が
難

しい
/読

解
⼒

の
問

題
（

総
合

問
題

全
部

）
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
の

理
解

不
⾜

/ゆ
っく

り読
め

ば
わ

か
る

問
題

も
あ

る
が

、読
む

時
間

が
な

い
/(

⺟
国

語
の

試
験

で
も

）
ラク

ナ
梗

塞
は

わ
か

らな
い

 

39
%

 
11

5 

 
賞

味
期

限
 

1.
「黙

って
処

分
す

る
」 

5.
「保

存
容

器
」 

    

事
例

が
わ

か
らな

か
った

の
で

、選
択

肢
を

選
べ

な
か

った
/設

問
の

意
味

が
理

解
で

き
な

い
/問

題
を

正
しく

解
釈

で
きな

か
った

/選
択

肢
の

⾔
葉

が
わ

か
らな

か
った

/⽇
本

語
の

表
現

が
難

しい
/⻑

⽂
と

関
連

させ
ず

判
断

した
/使

⽤
語

彙
が

難
しい

/⽇
本

語
が

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、
読

解
の

理
解

不
⾜

/時
間

不
⾜

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

を
読

ん
だ

が
）

「賞
味

期
限

が
2

⽇
前

に
切

れ
た

」の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/ベ

トナ
ム

語
の

翻
訳

が
「消

費
期

限
」の

⾔
葉

に
な

って
い

た
 

40
%

 
11

6 

 
更

新
申

請
 

 
作

成
す

る
者

とし
て

 
  

設
問

⽂
.「

作
成

す
る

者
とし

て
」と

い
う表

現
が

わ
か

らな
い

/事
例

が
わ

か
らな

か
った

の
で

選
択

肢
を

選
べ

な
か

った
/⽇

本
語

の
⽂

章
が

読
み

取
れ

な
い

/し
っか

りと
読

ま
な

か
った

/専
⾨

⽤
語

が
わ

か
らな

い
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/時
間

不
⾜

/（
⺟

国
語

で
の

試
験

な
ら）

⾔
葉

が
わ

か
った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

総
 

合
 

問
 

題
 

総
 

合
 

問
 

題
 

48
%

 
11

7 
 

家
族

構
成

 
2.

「イ
ンシ

デ
ント

報
告

書
」 

3.
「エ

コマ
ップ

」 
4.

「プ
ロ

セ
ス

レ
コー

ド」
 

5.
「フ

ェイ
ス

シ
ー

ト」
  

間
違

え
て

覚
え

て
い

た
/選

択
肢

の
⾔

葉
が

わ
か

らな
か

った
/事

例
を理

解
す

る
こと

が
難

しく
て

、読
み

解
け

な
か

った
/出

題
の

意
図

を読
み

取
れ

な
い

/カ
タカ

ナ
表

記
で

意
味

が
わ

か
らな

い
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/時
間

不
⾜

/フ
ェイ

ス
シ

ー
トの

意
味

が
わ

か
らな

い
。英

語
で

FA
CE

 S
HE

ET
は

顔
を

拭
くシ

ー
トの

イメ
ー

ジ
 

57
%

 
11

8 
 

⻭
磨

き
粉

 
3.

「振
戦

」 
4.

「脱
抑

制
」 

5.
「常

同
⾏

動
」 

問
題

⽂
が

わ
か

らな
か

った
/⻑

⽂
が

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/時

間
不

⾜
 

21
%

 
11

9 

 
独

⾃
（

の
事

業
）

 
 

社
会

福
祉

法
⼈

（
が

⾏
うこ

とと
した

）
事

業
 

1.
「公

益
事

業
」 

    

選
択

肢
4.

「⾃
⽴

相
談

⽀
援

事
業

」の
「⾃

⽴
」は

理
解

で
き

る
が

、漢
字

の
多

さに
惑

わ
され

る
/問

題
・選

択
肢

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/専

⾨
⽤

語
が

難
しい

/⻑
⽂

が
わ

か
らな

い
/⻑

⽂
を

読
む

こと
が

、⼤
変

で
あ

る
/⻑

い
⽂

章
は

理
解

が
難

しい
/⻑

⽂
を

読
む

こと
に

つ
か

れ
る

/⽂
章

が
⻑

い
と、

内
容

が
わ

か
らな

くな
る

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/時

間
不

⾜
/（

⺟
国

語
で

の
試

験
で

も
）

選
択

肢
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

 

44
%

 
12

0 

 
⼊

院
形

態
 

1.
「任

意
⼊

院
」 

2.
「医

療
保

護
」 

3.
「応

急
」 

4.
「措

置
」 

事
例

⽂
の

1
つ

の
⽂

の
中

に
、複

数
の

情
報

（
サ

ー
ビス

利
⽤

の
頻

度
な

ど）
が

あ
り、

イメ
ー

ジ
しに

くか
った

/⻑
⽂

を読
む

こと
が

⼤
変

で
あ

る
/⽂

章
問

題
は

苦
⼿

/⻑
い

⽂
章

は
理

解
が

難
しい

/⻑
⽂

が
わ

か
らな

い
/専

⾨
⽤

語
が

難
しい

し、
わ

か
らな

い
/ 

語
彙

の
理

解
不

⾜
/漢

字
が

多
い

とな
か

な
か

記
憶

で
き

な
い

/問
題

⽂
が

わ
か

らな
か

った
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/時
間

不
⾜

/し
っか

りと
読

ま
な

か
った

 

55
%

 
12

1 
 

デ
イケ

ア
 

 
お

び
え

な
が

ら 
 

電
波

を
⾶

ば
し

て
監

視
して

い
ま

す
 

 
設

問
⽂

.「
電

波
を

⾶
ば

しな
が

ら監
視

して
い

る
」が

わ
か

らな
い

/設
問

⽂
「最

初
の

⾔
葉

か
け

」、
わ

か
りま

せ
ん

/⾔
葉

の
意

味
が

理
解

で
き

な
い

/⾔
葉

か
け

の
⾔

い
回

しが
理

解
で

き
な

か
った

/⻑
⽂

が
わ

か
らな

い
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/時
間

不
⾜

/読
み

落
とし

 

48
%

 
12

2 
 

失
敗

談
 

2.
「（

治
療

に
）

専
念

」 
3.

「無
理

せ
ず

」 
4.

「⻑
所

」 
 

設
問

⽂
.「

失
敗

談
」で

は
な

く、
『あ

る
メン

バ
ー

が
「以

前
、就

労
に

挑
戦

した
が

、う
ま

くい
か

な
か

った
(失

敗
した

)」
とい

う話
を

聴
い

て
』な

ら理
解

で
きる

/事
例

が
わ

か
らな

か
った

の
で

、選
択

肢
を

選
べ

な
か

った
/⻑

⽂
が

わ
か

らな
い

/⻑
い

⽂
章

は
理

解
が

難
しい

/専
⾨

⽤
語

が
難

しい
し、

わ
か

らな
い

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/時

間
不

⾜
 

52
%

 
12

3 
 

3.
「平

衡
感

覚
の

低
下

」 
⻑

⽂
が

わ
か

らな
い

/⻑
⽂

で
読

む
気

が
な

くな
った

/⻑
⽂

理
解

で
きな

い
/事

例
を

理
解

す
る

こと
が

難
しか

った
/読

み
解

け
な

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/時

間
不

⾜
/(

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
⾔

葉
が

理
解

で
き

た
 

45
%

 
12

4 

 
1.

「介
護

給
付

費
」 

2.
「補

装
具

費
」 

3.
「⾃

⽴
⽀

援
医

療
費

」 
4.

「訓
練

等
給

付
費

」 
5.

「相
談

⽀
援

給
付

費
」 

設
問

・選
択

肢
の

意
味

が
わ

か
らな

か
った

/選
択

肢
1.

4.
5「

〇
〇

給
付

費
」わ

か
らな

い
/⻑

⽂
問

題
は

，
何

を
問

わ
れ

て
い

る
か

が
理

解
で

き
な

い
/⽂

章
の

読
解

⼒
が

乏
しい

/専
⾨

⽤
語

が
わ

か
らな

い
/問

題
⽂

の
下

に
あ

る
（

注
）

の
意

味
が

わ
か

らな
か

った
/法

律
の

正
式

名
称

が
書

い
て

あ
る

こと
を

知
らず

に
、不

思
議

に
思

って
い

た
/⽇

本
語

の
語

彙
、⽂

法
、読

解
の

理
解

不
⾜

/時
間

不
⾜

/
しっ

か
りと

読
ま

な
か

った
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領 域
 

科 ⽬
 

正
答

率
 

№
 

不
明

語
彙

 ⼀
覧

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

誤
答

理
由

 抜
粋

（
太

字
表

記
︓

複
数

回
答

だ
った

も
の

）
 

設
問

⽂
（

事
例

⽂
含

む
）

 
選

択
肢

1〜
5 

総
 

合
 

問
 

題
 

総
 

合
 

問
 

題
 

41
%

 
12

5 

 
当

⾯
留

意
 

1.
「前

あ
き

（
の

⾐
類

）
」「

か
ぶ

り
（

の
⾐

類
）

」 
5.

「屈
曲

位
」 

  

⻑
⽂

を
読

む
こと

に
つ

か
れ

る
/⽂

章
が

⻑
い

と、
内

容
が

わ
か

らな
くな

る
/事

例
が

わ
か

らな
か

った
の

で
、選

択
肢

を
選

べ
な

か
った

/総
合

問
題

は
⽂

章
量

が
多

い
の

で
、理

解
しよ

うと
して

も
、い

ろ
い

ろ
な

考
え

が
浮

か
び

、混
乱

して
しま

う/
⽇

本
語

表
現

が
難

しく
、理

解
で

き
な

か
った

/⽇
本

語
の

語
彙

、⽂
法

、読
解

の
理

解
不

⾜
/時

間
不

⾜
/し

っか
り読

ま
な

か
った

/読
み

抜
け

が
あ

った
/(

⺟
国

語
で

の
試

験
な

ら）
⾔

葉
が

理
解

で
き

た
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